

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　僕は彼女にキスを求めない。




　もう、彼女とともに求めるべきものを知っているからだ。

　近くにいれば、彼女の鼓動も聞こえてくる。

　この音さえ聞こえているなら、僕はどこにでも行けるだろう。




「次はどこに行こうか？」

「君が決めていいよ。それとも、気の向くままがいいかな？」

「それも悪くないかも。わたしたちがほしいものは、どこにでもあるんだから」

「でも、戻ってこられなくなりそうだな」

「もしわたしたちがはぐれても、必ず君のところに戻るから」




　そうだ、僕らはきっと離れることはない。

　僕らを分かつものなどない──はずなのに。







　白しら河かわ白はく亜あの入院は、結局一週間だけだった。

　僕が思っていた以上に、症状は軽かったらしい。

　とはいえ、油断は禁物──本人は油断してもいいが、僕は気を引き締めていかないと。

　医者でもなんでもない僕には、その程度のことしかできないのだから。

「はー、シャバの空気は美う味まいのう」

「お勤めご苦労さんです、姐あねさん」

「さすが灰はい瀬せ、ほしいツッコミをくれるよね」

「いらんことを知りすぎかと思えてきた」

　僕が律りち儀ぎにツッコむから、白亜が調子に乗ってボケるんだよな。

　とにかく、白亜はたった今、退院してきたところだ。

　病院のロビーを出て、ゲートのほうへ向かっている。

　白亜の荷物はほとんど宅配便で送られたらしく、小さなカバン一つだけだ。

　そのカバン、僕が持ってるんだが。

「あれ、そういえば。御み空そらさんが迎えに来るんじゃないのか？」

　御空さん──葵あおい門もん御空さんは白亜の付き人だ。

「ああ、御空のお迎えは断っといたよ」

「なんでだよ？」

　白河白亜は、名門白河家の長女。

　コンビニに行くために車を出させてもまったくおかしくない。

　白亜は、コンビニ買い食い禁止の身の上だが。

「え？　せっかく自由の身になれたんだから、灰瀬と二人で歩かないと」

「……そうですね」

　僕をからかってるわけではなく、白亜は本気だ。

　危うく赤くなりかけて、僕はそっぽを向く。

「でも、白河は一週間も寝てたんだし。長く歩くのはやめといたほうが」

「わたしが疲れた頃に、不思議と御空が現れるんだよね。わたし、外でタクシー拾ったこと、一度もないかも」

「奇遇だな、僕も外でタクシー拾ったことないよ」

　僕の場合は主に経済的事情で、白亜は御空さんが車で登場するタイミングを常に見計らっているというだけだ。

　たぶん、御空さんは今もすぐ近くに潜んでいることだろう。

「でも、マジで外の空気が美お味いしいー。はー、このままもっと美味しい空気吸いに行こうか。どこかなあ、北ほつ海かい道どうとか？」

「退院した足で旅に出ようとするな」

　無む茶ちやにもほどがあるが、白はく亜あの場合は本気でやりかねないのが怖い。

「しょうがない、じゃあ横よこ浜はま駅まで歩いてみようか」

「まあ、それくらいなら……」

　この病院の周りは、立派な高いビルが建ち並ぶオフィス街だ。

　横浜駅までは徒歩二〇分程度で、軽い散歩にはちょうどいい。

「わたしが〝お勤め〟してた間に、下界は暑くなってたんだね」

「ああ、もう六月になったしな」

　僕は学校帰りなので制服姿だが、白亜が入院している間に夏服になっている。

　男子の制服は白シャツにネクタイ、グレーのズボン。僕はベージュのベストも着ている。

　ちなみに白亜は私服で、白の長袖ブラウスに膝上のスカートというおとなしめの格好だ。

　左手首には、いつもどおりアップルウォッチも装着している。

　色素の薄い長い髪は、入院中は普通に結んでいることも多かったが、今日はおなじみのお団子一つに結った髪型だ。

「夏の間だけ、北海道に転校したい……真しん道どう学院、北海道校舎とか建ててくれないかな」

「贅ぜい沢たくすぎる」

　僕と白亜が通う真道学院中等部は、良家の子女が通う名門校で予算は潤沢だろうけど、さすがに無理がある。

　あと、北海道だって夏はそれなりに暑いから。

「ああ、そうか……ちょっと待っててくれ」

「ん？」

　僕は白亜を呼び止めると、近くにあったコンビニ──ギャラクシーマート、略してギャラマに入った。

　すぐに買い物を済ませて、外に出てくる。

「ほら、どんだけ食べていいか知らないけど……半分こしようか」

「わっ、板チョコアイスだ！　これ好き！」

　チョコでバニラアイスをコーティングした板チョコそっくりのアイスだ。

　美お味いしいし、お値段も安いので中学生のお財布にも優しい。

　僕は袋に入れたままで、真ん中のところで割って、半分を白亜に手渡す。

「ん？　灰はい瀬せのほうがちょっと大きくない？」

「甘い物食うときはホント貪どん欲よくだな……じゃあ、こっちあげるよ」

「あーん」

「…………」

　白はく亜あは目を閉じ、長い髪をかき上げて、口を大きく開けている。

　お嬢様が、なんてはしたない。

「うん、冷たくて美う味まい。チョコのわずかな苦みがいい味出してるよなあ」

「ああっ!?　灰はい瀬せ、一人で食うなー！」

「うわっ」

　僕が片手に持っていた白亜の分を、彼女が噛かみつくようにして奪っていく。

　ますます、はしたない。

「うわぁ、美お味いしい……！　あの病院、高い料金取るくせにアイスは出してくれなかったんだよ」

「真っ当な病院ってことじゃないか？」

　僕もわけあって四年ほど前に入院したが、食事にアイスが出た覚えはない。

「むー……わたし、食事制限はそんなにキツくないんだよ。成長期だから、食事はきちんととったほうがいいし、糖分も重要だね」

「ふぅん……」

　御み空そらさんからは、白亜は普段は小鳥のような食事量だと聞いてる。

　自主的に制限してるってことか。

「はぁ、アイス食べたら落ち着いた。じゃ、わたしん家ち行こうか」
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「……マジで僕、白しら河かわ家にお邪魔するのか」

　僕とこの白河白はく亜あは、学校の放送部に所属している。

　ＹｏｕＴｕｂｅｒのような企画をやって、校内放送で流してるんだが……。

　部長でもある白亜が立てた次の企画は、『【耐久】許嫁いいなずけを二十四時間介護してみた！』だった。

　冗談だという可能性に希望を見み出いだしていたが、儚はかなく砕けたらしい。

「灰はい瀬せ、絶対に逃がさない……」

「怖いことつぶやかなかったか!?」

「気のせい、気のせい。パジャマと歯ブラシは持ってる？」

「そんなもん持ち歩いてるわけないだろ」

　繰り返すが、僕は学校帰りだ。

「じゃ、わたしのパジャマ貸してあげよう」

「いろんな意味で無理だ！」

　一つ、白亜のパジャマは女物。

　一つ、僕より十五センチも背が高い白亜の服が合うわけがない！

「しょうがない、途中で買うか。ちょうど、お迎えも来たところだし」

「……ホント、いいタイミングで現れるなあ」

　一台の車が、僕らのそばに横付けしてきた。

　現れた車はアルファード、前にも見た白河家の車（のうちの一台）だ。

　運転席にいるのは、茶色の髪を後ろでまとめ、男物のスーツの上下を着た男装の美女。

　この人こそが、白亜の付き人で運転手で護衛でもある御み空そらさんだ。

「楽しみでしょ、灰瀬。白河家は許嫁を大歓迎するからさ」

「普通に歓迎してくれればいいんだけどな……」

　白亜のことだから、絶対に普通には済ませてくれない。

　退院はめでたいんだが──

　今度は僕が胃痛で入院する羽目にならなきゃいいんだけどな。









１　私はお世話されたい






　山やま手ては、横よこ浜はま駅から電車で十五分くらい。

　明治時代に外国人居留地だったため、今でも異国情緒漂う建物がいくつかあり、観光地としても有名だ。

　現在では、高級住宅街でもあって、あちこちに豪邸が見られる。

　白しら河かわ家もそのうちの一軒──いや、特に大きな目立つ家だ。

　苗みよ字うじに合わせたわけではないだろうが、白を基調とした建物で、妙にカーブしたオシャレな外観になっている。

　なんでも、間取りは10ＬＤＫだとか。

　僕もすべての部屋を見せてもらったわけではないが、確かにそれくらいはありそうだ。

　しかも同じ敷地内に、別邸まで建っているという。

「何度見ても凄すごい家だなあ……」

　僕はついこの前まで、２ＬＤＫの木造アパート住まいだった。

　狭いとかボロいとか不満に思ったこともなかったが、こうして豪邸の前に立つと格差を感じなくもない。

「灰はい瀬せ、なにしてんの？　入んないの？」

「ああ、いや……」

　門の前で立ち尽くしていると、白はく亜あが不審そうな目を向けてきた。

　実際、豪邸の前で立ってると不審者感がハンパない。

「…………」

　僕らを車で送ってくれた御み空そらさんも、じーっと睨にらむように見ている。

「じゃあ、失礼します」

「あはは、なにを今さらあらたまって。前に二回も来てるんだし、もう我が物顔で入ってきていいよ」

「僕は白河ほど図ずう々ずうしくなれないもんで……」

　白亜はほとんど初対面で僕の家まで来て、我が物顔だったな。

「灰瀬、礼儀正しい振る舞いは堂々としてるように見えるもんだよ」

「……上品ならいいってもんじゃないって気づかせてくれたな、白河は」

「人生、常に学びだね」

　皮肉が通じないったらありゃしない。

　とにかく、流れで白河家に来てしまった。

　耐久介護企画を本当にやるとしても、まさか退院した直後に始まるとは予想もしていなかった。僕もまだ甘い。

「ほら、モタモタしない。灰はい瀬せ、猛スピードだよ、猛スピードっ」

「猛スピードね……」

　白しら河かわ白はく亜あの恋は猛スピード。

　学校で〝再会〟したときから、白亜が口癖のように繰り返しているフレーズだ。

　とはいえ、白亜は恋愛以外もなんでもスピーディに進めたがる。

　この忙しく、サイクルの早い現代においては正しい生き方なのかもしれない。

「ただいまー」

「お、お邪魔します」

　白亜が玄関のドアを開け、僕も続いて中に入る。

「おかえりなさい、白亜。譲ゆずるくんもようこそ」

「あ、こ、こんにちは」

　すぐそこに、立っていたのは白亜の母上だ。

　長い黒髪を前で束ね、黒いカーディガンに白のロングスカートという上品な格好だ。

　どうも白亜は母方の遺伝が強いらしいが、母親と外見はあまり似ていない。

　別に出生の秘密などはないだろうけど。

「ママー、灰瀬がママは上品なのになんで長女は自由奔放なんだって顔してるよー」

「だから、僕の心を読むなよ！」

「ふふ、ご心配は無用よ。白亜はちゃんと私と夫の娘だから。もちろん真ま白しろも」

「そ、そうですよね、すみません」

　僕は思わず頭を下げてしまう。

　別に血縁を疑ったわけじゃないのに……。

「ふー、やっぱり我が家が一番だねー」

「それ、旅行帰りに言う台詞せりふだろ」

　白亜は僕のツッコミはスルーして、すたすたと階段を上がっていく。

　僕はそちらをちらりと見てから、白亜の母親に向き直る。

「……あの、白河……さん」

「おばさん、でいいわよ。どうかした、譲くん？」

「いえ……本当に僕、この家で白亜の介護をするんでしょうか？」

「難しく考えなくていいわ。白亜の遊び相手だと思って」

「遊び相手って……」

　園児の面倒を見るわけじゃないんだから。

「ちゃんと話は通ってるわ。この前、理り代よ子こさんとお茶をご一緒したときに、譲くんが泊まりにくるって聞いてたから」

「……そうでしたか」

　母さん、いつの間に白はく亜あの母上とお茶をする関係に？

　我が親ながら、油断のならない人だ。

「私たちは気にしないから、むしろ譲ゆずるくんがきちんと白亜を見てやって。あの子ももう、親に甘える歳としでもないしね」

「僕も白亜に甘えられたら身がもたないですよ……」

　白亜って、人なつっこい虎みたいなもんじゃないかな……。

　あいつ自身はジャレてるつもりでも、こっちは爪や牙で大ダメージ、みたいな。

「私は、このあと仕事で出かけるから。白亜のこと、よろしくね」

「え？」

　白亜ママはそれだけ言うと、さっさと廊下を歩いて行ってしまった。

　御み空そらさんがいるとはいえ……親がいない家に娘さんと二人きり？

「おーい、灰はい瀬せ！　なにしてんのー！」

「ああ、はいはい」

　僕は白亜母に頭を下げて、階段を上がっていく。

　この階段も、三度目か……。

　階段を上がると、右手に白亜の勉強部屋。

　向かい側に寝室がある。

　白亜の勉強部屋に入ると、部屋の主は脚を崩してだらしなく座っていた。

　膝上丈のスカートがめくれて、太ももがあらわになっている。

　普段、白亜は何なに気げにお行儀がいいんだが、さすがに自分の部屋ではくつろいでしまうらしい。

「やっぱ、自分の部屋が一番だね。灰瀬、どうしようか？」

「どうするって？」

「介護生活を撮影するなら、部屋にカメラをセットしないと。機材はウチにもあるから、大丈夫だよ」

「白しら河かわ、機材にお金かけすぎじゃないか？」

「まったく、〝白亜〟でいいのに。どこまでツンデレなのさ、灰瀬？」

「今さら、そこをツッコまれても」

　密ひそかに白亜白亜と呼んでるが、本人の前では〝白河〟が多い。

　白河家のご両親や妹の真ま白しろちゃんがいるから、苗みよ字うじ呼びだとややこしいという問題はあるんだけどさ。

「機材の話だっけ。いいんだよ、お金持ちがお金を使わないと経済が回らないでしょ。お金は貯ため込こむばかりが能じゃないよ」

「中学生が考えることでもないな」

　白はく亜あの場合、欲望の赴くままに買い物してるだけだろう。

　もっとも、ガチで放送部の企画をやっていくなら機材の充実はありがたい。

「結局、機材は高いヤツを買っておけば間違いないからなあ」

「わかってんじゃん、灰はい瀬せ。高い物は高いだけの理由があるんだよ」

　そう言うと、白亜は長い髪をさっと後ろに払った。

「そして、白亜ちゃんはお高い女」

「確かにお高いな……いろんな意味で」

　上流階級のお金持ちだし、中二にして身長一七四センチだからな……。

「でも、白亜」

「おっ、今度は白亜。次はちゃん付けに期待したい」

「僕の気の迷いに期待してくれ。それより、二十四時間介護っていっても、そんなのメリハリのないボンヤリした企画になるんじゃないか？」

「灰瀬は割と企画にこだわるよね。この前の鎌かま倉くら行きもそうだったけど」

　白亜は部屋の〝人をダメにするクッション〟にどさりと横になって。

「でも、心配無用。この白亜ちゃんが一週間もぼーっと病室で寝てたと思う？　ちゃんとアイデアは練ってたから」

「…………」

　正直、余計なことを言い出しそうな気がしてならない。

「愛してる」

「は？　なんて？」

「愛してるって灰瀬に言わせたい」

「……笑っちゃうんじゃなかったか？」

　白亜は楽しそうにニヤリと笑ってる。

　以前、白亜が冗談めかしてだが、そう言ったことがある。

「笑えない、ガチの〝愛してる〟を言わせるんだよ」

「日本人にはハードル高いワードだな……」

　真顔で言える中学生は、まずいないだろう。

　洋画では小さい子供でも言う台詞せりふだが、もちろん僕は口に出したことはない。

　大人でも、日本では一度も口に出さずに生涯を終える人は多いんじゃないだろうか？

「愛されたい。でなければ、なにもほしくない」

「なんだそれ？」

「んー……」

　白亜は急に顔を赤くすると。

「詩人になりたい。でなければ、なにもやりたくない──って言った人がいたんだよ。それのもじりというかパクリというか」

「でなければ……か。白しら河かわ級のワガママだな」

　誰だよ、そんな思い詰めすぎたこと言った人は。

「ちょっとキメすぎたかな、白はく亜あちゃんってば」

「退院したばかりでテンション上がってるな」

「ふん、いいじゃん、別に」

　白河は赤面したまま、拗すねたように言う。

「灰はい瀬せに〝愛してるって言わせたい〟。これを今後の放送部の方針──白河白亜、十三歳六月のテーマにしよう」

「一ヶか月げつで言わせるつもりか！」

　あらためてスピード感がエグい。

　一生言わなそうなワードを、一ヶ月で言わせるってハードル高すぎだろう。

　しかも、放送部の企画の話が白亜の生活全般の話に変わってる。

　やはり、白亜のそばにいると普通の話が普通では済まない。

　それを楽しみ始めている自分がいるのも事実だけれど。







　当然というべきか、僕にも部屋が与えられた。

　ただ、10ＬＤＫもあるというから、客間を使わせてもらえるのかと思いきや。

「ここ、いいでしょ？　広いし、なんかいい匂いするし」

「別に匂いは求めてないのに……」

　二階には白亜の部屋が三つと、あと部屋が二つある。

　そのうちの一つは、ベッドとデスクがあるだけのシンプルな部屋だ。

　生活感があるので客間ではないだろうし、その上──

「ベッドもカーテンもピンク……僕にこの部屋で寝起きしろと？」

「何色でも寝るのに支障はないじゃん」

「ないけどさ」

　若干あるんだよな、男子にはちょっと落ち着かないというか。

「僕はあまりわがまま言わないけど、カーテンの色だけは気になるんだよな」

「変な子だねぇー」

「ヨシヨシするなっ」

　白亜が僕の頭を気安く撫なでてくる。

　彼女のほうが僕より十五センチも背が高いので、簡単にそんなことができてしまう。

「実はここ、真ま白しろの部屋なんだよね」

「えっ？　じゃあ、僕が使っちゃダメだろ」

　真白ちゃんは小学生のように見えるが、僕らより一つ年下なだけの中学一年生。

　男子の僕に部屋を使われたら、いい気はしないだろう。

「正確には真白がこっちに泊まるときに使う部屋で、普段は誰も使ってないんだよ」

「あー……そういうことか」

　白はく亜あの妹の真白ちゃんは、同じ敷地内にある別邸に住んでいる。

　祖母と一緒に暮らしているそうだ。

　真白ちゃんが祖母の面倒を見ているのか、それとも実は白しら河かわ家の後継者だという真白ちゃんが祖母から教育を受けているのか。

　そこのところは未いまだに謎のままだ。

　長女の白亜が後継者じゃない理由にも──僕はまだツッコミを入れられずにいる。

「客間もあるけど一階だし、わたしが呼んだらすぐ来──じゃない、わたしの介護をするには二階のほうがいいでしょ？」

「白河、僕を便利使いする気満々だな」

「ところでわたしを愛してる？」

「反射的に言わせようとするな」

　そんなもん、とっさに答えられるか。

「それより、白亜さん」

「おっ、レアなさん付け来たね」

「真面目な話だよ。僕はこの部屋を使わせてもらう。客だからね、カーテンの色もこだわらない。けど、僕のことはいいから、とりあえず寝室に行ってくれ」

「おいおい、いきなりわたしを寝室に連れ込むの？」

「真面目な話だって言ってるだろ。退院したばかりなんだし、まずはゆっくり休んだほうがいい」

「…………」

　白亜はそっぽを向き、辞書や参考書らしきものが並んだデスクのほうを見ている。

　わかりやすく拗すねているようだ。

　僕の忠告は、お気に召さなかったらしい。

「わたしさあ、一週間もゆっくり休んできたところなんだけど？」

「だから、身体からだもナマってるだろ。言っとくけど、僕は君を気遣わないってわけにはいかないぞ。凄すごく心配するし、少しでも問題発生したらすぐに御み空そらさんを呼ぶ」

「マジかよ」

「マジだよ」

　なんだ、その反応は。

「でもまあ、そうか……『二十四時間介護』企画なんだし、寝室を使ったほうがいいか」

「…………」

　意外と本気で放送部の企画にこだわりがあるらしい。

　僕としては、なによりもまず白しら河かわをゆっくり休ませて、そのついでに撮るだけの企画のつもりだったのに。

「じゃあ、白はく亜あちゃん寝る」

「子供か」

　中二だから、社会的には余裕で子供なんだが。

　その白亜ちゃんは、真ま白しろちゃんの部屋を出て、寝室へと向かう。

　といっても、廊下を数メートル進んだだけ。

「そういえば、灰はい瀬せもわたしの寝室入るのは初めてだよね？」

「あったら問題じゃないかな」

　白亜は僕の許嫁いいなずけであって、恋人じゃない。

　変な話だが、堂々と寝室に出入りできる関係でもないはず。

「どうぞ。なにもない部屋だけどね」

「……お邪魔します」

　クラスメイト女子の部屋──しかも寝室。

　普段使う個室と寝室が分かれているというのは中学生では珍しいと思うが、白河家は並外れたお金持ちなので、不思議はない。

「確かになにもないな……」

　僕は、白亜の寝室を眺め回してしまう。

　女子の寝室をじっくり見るほど悪趣味じゃないんだが、この部屋は……。

　前に、ちらりと廊下から見たことはあった。

　それでも、あらためて見るとやはり女子の寝室としてはかなり変わってる。

「真っ白でしょ。やっぱ白亜ちゃんだし、白河さまだし」

「名前に合わせる必要ないだろ」

　と言いつつも、なかなかインパクトはある……。

　ベッドもカーペットもカーテンも白。

　もちろん壁も白で、まるで病室だが──病室以上に白い。

「ああ、ぬいぐるみはあるんだな」

　ベッドの枕元に、白と黒のクマぬいぐるみが置かれている。

「ぬいぐるみがない中学生女子の部屋なんて存在しないよ」

「それはどうだろう。ああ、リュックに着けてる小さいのと同じヤツか」

　白はく亜あのリュックには、白と黒の小さいぬいぐるみが着けてあって、いつもゆらゆら揺れている。

　この寝室にあるクマぬいぐるみは、その大型バージョンのようだ。

「リュックのクマもここのクマも、実はなかなかレアなんだよ」

「へぇ、そういえば見たことのないキャラかも」

　クマは可愛かわいいデザインで女子ウケはよさそうだが、他の女子が持っているところを見たことがない。

「実はもっとレアなクマちゃんがあるんだけど。そっちは非売品でねー」

「そんなにクマ増やさなくても。えーと、なんの話だっけ」

「灰はい瀬せがこの白いお部屋に文句がありそうだって話。白しら河かわ白亜にはぴったりなのに」

「文句があるわけじゃないよ。でもさ、真ま白しろちゃんの名前も白がダブってるけど、部屋はピンクだったじゃないか」

「真白、パンツもピンク多いんだよね。知ってた？」

「知ってたら問題だろ！」

　今度は〝許嫁いいなずけの妹がパンツを見せてくる〟ルートに入るのか？

　もうラブコメじゃなくて、エロコメじゃないか。

「まあ、冗談はともかく……白亜が落ち着くんなら部屋が白でも黒でも、なんでもいいんだけどさ」

「実際、落ち着くんだよねえ。怖いね、慣れって」

「…………」

　白亜は小さい頃に心臓に異常が見つかり、五歳のときに手術。

　四年前、十歳のときにも倒れて入院している。

　たぶん、僕がまだ聞かされていないだけで、何度か入院してるんじゃないだろうか？

　そのせいで、こんな真っ白な病室っぽい部屋でないと眠れなくなったらしい……。

「はぁ～、やっぱ自分のベッドはいいなあ」

　どさり、と白亜が勢いよくベッドに寝転がった。

　さっき以上にスカートがめくれ、太ももどころか下着が見えそう──ちらっとなにか見えてるような気さえする。

「あのさ……白河、寝るなら着替えてからにしたら？」

「なんか灰瀬、あんまわたしに動揺しなくなってるよね？」

「僕も猛スピードで白河に慣れていってるのかもな」

「なんだと……！」

　白亜がベッドに寝転がったまま、僕をじろりと睨にらんでくる。

　そんな気に触ること、言ったかな？

「……まずい、もっとドキドキしてもらわないといけないのに」

「なんでだよ？」

　慣れたといっても、僕が見た目を取り繕つくろえるようになったというだけで。

　目の前で寝転ばれただけで、充分に動じてる。

「そりゃ、〝愛してる〟を言わせなきゃいけないから」

「ドキドキとはまた別の話じゃないかな……」

　そもそも、自分のキャラ的にもそんなワードを真顔で口走れるとは思えない。

「ふーん、まあいいや。でも、実はちょっと眠いんだよね」

「あー……入院中は寝てることも多かっただろうしな」

　突然、今日から普段どおりの睡眠時間でと言われても難しいだろう。

　それに、まだ退院したばかりなのだし、しっかり睡眠を取って休んだほうがいい。

「寝る前にちゃんと食べないと。ここまで来て、体力消耗したし」

「さっきアイスを食べたような……で、お嬢様はなにをご所望で？」

「灰はい瀬せよ、白しら河かわ家から南西に三〇〇メートルのところに、ギャラマがある。そこで爽やかレモン風味プリンを手に入れてくるのじゃ」

「ＲＰＧか！」

　どっちが南西なのかもわからないよ！

「なんて冗談、冗談。わたしが灰瀬をパシリにするわけないじゃん」

「僕の人生で、僕を一番パシリにしそうなのが白河だよ」

　確かにお使いに行かされたことはないが、介護生活が始まれば話は別だろう。

「ははっ、ねえ、灰瀬」

「わっ」

　白はく亜あは突然、軽く身体からだを起こすと。

　僕の首に腕を巻きつけるようにして──ベッドへと引きずり込んできた。

「な、なにしてるんだ、白亜？」

「灰瀬、わたしより顔色悪いよ？」

「…………そうかな」

　実は、自覚があったりする。

　今け朝さも母親に指摘されたばかりだ。

　あの母は、息子を見てないようで意外と見ているらしい。

「もしかして、最近寝れてなかったりする？」

　どうやら、白亜にはすっかりバレているみたいだ。

　入院している彼女が心配で、夜も眠れなかったことを。

　僕は鬼でも悪魔でもない。

　許嫁いいなずけが心臓の発作を起こして入院していれば、眠れなくて当たり前だ。

　白はく亜あは、二〇歳まで生きられないと宣告されているのだから──

　でも本人にそんなこと言えないから、僕は嘘うそをつく。

「僕、意外と神経質で、元々寝付きは悪いんだよ」

「そうかなあ。灰はい瀬せ、わたしのこと図ずう々ずうしい女みたいに言うけど、君も相当じゃない？」

「白しら河かわ、僕を心配してるのかディスってるのか、どっちなんだ？」

「じゃあ普通に心配しよう。心配するのはそっちだけの専売特許じゃないんだぜ？」

「漫画みたいな口調ヤメロ。まあ、寝付きが悪いのはマジだけど……」

　嘘をつき通すのは難しいか。

　白亜との会話は、なかなか難易度が高い。

　そうだな、これを言っても死ぬわけじゃない──だったら素直に言っておくか。

「このところ特に眠れなかったのは確かだな。母さんも僕が入院してた頃はろくに眠れなかったらしい」

「心配性は血筋ってこと？」

「そんなもん、遺伝するのかな……」

　僕は受け答えしつつも、自分がなにを言ってるのかよくわかってない。

　なにしろ、白河白亜と同じベッドで添い寝してしまっているのだから。

　この状況でまともにものを考えられる男子中学生が、この世にいるだろうか？

「わたし、灰瀬に心配されるのは嫌じゃないかも。灰瀬は普段、冷酷無情だからねえ」

「許嫁を解消するなら、今のうちだな」

「あ、そうか。その話、そろそろ──」

　白亜は僕の目の前で、なにやら考え込む顔になった。

「ちょっと待て。なにか企たくらんでるんじゃないだろうな？」

「むしろ、わたしがなにも企んでないことなんてないレベル」

　白亜は、その端整な顔に不敵な笑みを浮かべる。

　ヤバい、こいつマジで言ってるよ。

「なにしろこの一週間、時間だけはあったからね。ふふふ、白亜ちゃん脳がフル回転してたよ。脳にはなんの問題もないからね」

「それはよかった……」

　でもその病人ジョーク、笑えないから。

　なにを企んでるのかは怖いが──白亜が入院生活で少しでも楽しいことがあったのなら、僕も文句はないけどさ。

「ねえ、顔引きつってるよ。笑って笑って、灰瀬。言っておくけど、わたしは泣きぬれて蟹かにとたはむるつもりはないから」

「文学少女だよな、見た目の割に」

　今のは石いし川かわ啄たく木ぼくの有名な短歌だ。

「そういう灰はい瀬せも割とついてくるよね。この前、ヘッセもすぐに思いついたし」

「名前を知ってるだけだよ、ヘッセは」

　ヘッセがどんな本を書いたのかすら、さすがに知らない。

　外国の小説はほとんど読んだことないから。

「ね、灰瀬」

「え？」

「わたしはさ、これでも中二の女子だから。泣くこともあるだろうけど、笑ったり怒ったり怒らせたりしたいんだよ、普通に。それでいいと思わない？」

「……今度、笑える漫画とキレるくらいやべー人が出てくる小説を探してくるよ」

「灰瀬チョイスだね。これは責任重大だ。わたし、基本的に評価の高い小説ばっか読んできたから、ちょっとドキドキ」

「…………」

　そういえば、白はく亜あの本棚にはメジャーな本ばかり並んでた。

　彼女にしては保守的だと思わなくもなかった。

　もしかして、つまらない本を読んで時間を無駄にしたくない──という意図があったんだろうか。

　そんなことは誰でも思うかもしれないが、白亜にとって時間を無駄にできないというのは切実な話だ──

「ああ、本の話をしてたら眠くなってきた……わたし、本を読んでると自動で眠れる体質なんだけど、本のことを話すだけで眠くなるんだなあ」

「文学少女？」

　手堅いチョイスの小説は、睡眠導入剤の代わりだったのか。

「くー……すぅー……すー……」

「え、あれ？」

　眠くなってきた、と言った途端におやすみですか。

　京きよ都うとの旅館のときもそうだったけど、スイッチが切れたみたいに寝るんだな。

　さすがにこの妙な寝付きのよさは、心臓とは関係ないだろうが……。

「無防備すぎる……」

　僕の目の前に、あまりにも整った寝顔がある。

　不思議な色素の薄い髪、濃いまつげ、すうっと通った鼻筋、薄い唇。

　すべすべした、柔らかそうな頬ほお。

　こんな顔を間近に見て、キスしない男がいるだろうか？

　わたしのキスは特別だからね。

　あの言葉の意味を知っている僕を除けば、の話だが。




　僕は、白しら河かわ白はく亜あの思いを踏みにじるようなマネはしない。




　白亜は結婚式で初めてのキスをしたい──だったら、僕はその願いを叶かなえてやりたい。

　キスを我慢するくらい、なんだっていうんだ？

　それに、僕も同じ気持ちになってる。

　白河白亜とキスするとしたら、それは結婚式のときだ。

　十八歳になって、大人になって、そのときまで僕も白亜も──生きていて。

　そこで初めて、僕らは──

　なんだか、だんだん僕は考えることが重くなっている気がする。
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２　私は君に食べさせたい






「さあ、よく寝て気分スッキリ！」

「元気だなあ」

　一時間ほどの睡眠だったが、白はく亜あはそれで充分だったらしい。

　もちろん僕は、白亜が寝付いてすぐにベッドを出たので、何事も起きてない。

「といっても、もう夕方だからなあ。企画は明日からかな」

「え？　なに言ってんの、灰はい瀬せ？　わたしは猛スピードの白亜ちゃんだよ？」

「まさか、今から二十四時間耐久を始めるとか……？」

「もうすぐ六時か。そこからスタートにしようか」

　白亜はベッドのそばに置かれたデジタル時計を見て、ニヤリと笑う。

　かと思えば、ベッドの上でぺたりと女の子座りして、もじもじし始めた。

「実は今日……ウチに誰もいないの」

「嘘うそつけ、使用人さんがいるんだろ。御み空そらさん、間違いなくいるし」

　なにを思わせぶりに言ってるんだ、しかも恋する乙おと女めみたいな顔で。

　変わり身が早すぎる、この許嫁いいなずけさん。

「もう企画はスタートしてるんだよ！　ノリが悪いよ、灰瀬！」

「六時からスタートじゃなかったか!?」

　十秒前に言ったことを忘れないでほしい。

「でも、ガチで今日は御空以外はいないんだよ。ママも出かけたし。ウチの両親って、帰ってこないことも珍しくないんだよね。共働きだし」

「あー……そりゃそうか」

　この前、日曜にこの家に来たときはお二人ともいたけれど。

　そもそも、〝白しら河かわグループ〟という大手企業のトップのご夫婦だし、暇なわけがない。

「というわけで……二人きりだね、灰瀬」

「確かに」

　ただし御空さんを除く。

　あの人は完全に気配を断ってるし、いないものと思ったほうが喜ぶだろう。

　御空さんは、あくまで白亜の影に潜んでる人だから。忍者かな？

「よし、わかった。これから僕が白亜の世話をするよ。なにからやってほしい？」

「うっ、そんな素直に引き受けられたら……その、介護するしないで一ひと笑わらいほしいところなんだけど」

　白亜は、僕が素直になるとたまに怯ひるむ。

　最近、僕もそれを面白がってるかもしれない。

「最近は動画もスピード感重視だよ。前置きはいらないだろ。長い動画は観みられないってことくらい、僕でも知ってるしね」

「そ、そっか。動画も猛スピードだね」

「そうそう」

　僕にトーク力を期待されても困るしな。

「せっかく二人きりなんだから、このシチュを活いかそうと思うんだよ」

「……ふぅん」

「というわけで、『ドキドキ！　ゆずゆず初めての手料理のコーナー』！」

　白はく亜あが、いぇーいとハシャいで拍手してる。

　僕は床に座ったまま、ぽかんとしてしまう。

「……手料理？」

「おいおい、灰はい瀬せ。ここは君もぱちぱち拍手しないと。あとで音を足すのってめんどいんだよ？」

「足すとしても作業するのは僕だろ。でも、料理って……」

　確かに、もうすぐ夕ご飯の時間ではある。

　それに食事の世話は介護の基本──かもしれないが。

「ウーバーとか出前館とかじゃないのか？　この前みたいにピザのデリバリーでも……」

「それで動画が面白くなりますか？」

「マジの敬語ヤメロ。いや、確かにそうか……」

　ちゃんとしたお店からデリバリーして二人で晩ご飯を食べるだけじゃ、撮とれ高だかがまったくない。

「オムライス！」

「……そんなもの、退院直後に食っていいのか？」

　いきなりの発言だが、今さら白亜のその程度の突とつ飛ぴさに驚くことはない。

　姫君はオムライスをご所望、それは別にいいんだが……。

「なんて顔してんの、灰瀬」

「僕にはどんな顔してるかなんてわからないな」

　驚きはしなくても、不安でいっぱいの顔をしているのかもしれない。

「食べてもよくなったから退院したんだよ。灰瀬、わたしもムチャはしないからね？　サイクリングとか旅行とかダメだったら御み空そらが止めてるから」

「なるほど……」

　この世のすべてが信じられなくても、御空さんの忠誠心だけは本物と言ってもいいくらいだ。

　あの人が止めない以上、別に問題はないんだろう。

　そもそも、白はく亜あの病気は食べ物はそこまで関係ない──って、やめよう。

　素しろ人うと考えで判断するようになってはいけない。

　白亜の言うことも鵜う呑のみにはできないが、ある程度は信じていいと思ってる。

　となると──

「言っとくけど、僕はガチでオムライスなんてつくったことないぞ」

「だから面白いんじゃん。ヤラセなしで、灰はい瀬せのドタバタクッキング、いってみよう！」

「ドタバタを期待するな！」

　僕は食べ物で遊ぶ趣味はない。

　漫画の料りよ理うり下べ手たヒロインじゃないんだから、ちゃんと味見だってしよう。

　なにより、いくら食事制限がなくても酷ひどいものを白亜に食べさせるわけにはいかない。

　別に死ぬわけじゃないから、料理くらいやるし、できる限りきちんとつくろう。

　でも、そんな風に思うのは──僕の中で意識が変わったからだ。

「ん？　なに、灰瀬？　そんなに白亜ちゃんの顔、じろじろ眺めて？」

「……可愛かわいいなと思っただけだよ」

「は、灰瀬ぇ！　わたしが動揺すると思って、言いたい放題じゃん！」

「ははは」

　白亜は事あるごとに自分の可愛さを自慢するが、褒められるとかなり照れる。

　この顔は何度見ても面白い。

　僕は、これから何度でもこの照れた顔を見たい。

　僕は死ぬわけじゃないなら、なんでもできる。

　そして、白亜が死ぬわけじゃないなら──なんにでも挑戦してみようとも思ってる。

　今は僕の行動の指針に、白亜の存在が大きなウェイトを占めているのだ。







「いいキッチンだなあ……」

　過去に白しら河かわ家を二度ほど訪問したが、キッチンに来るのは初めてだ。

　以前通されたリビングとの間に仕切りがあるので、ちゃんと見たことなかったんだよな。

「それほどでもないよ、普通じゃないかな」

　そう言った白亜は、室内着に着替え済みだ。

　白いキャミソールに薄いブルーのショートパンツと動きやすそうだ。

　ちょっと露出度高いので、上着でも着てほしいところだが──

　迂う闊かつなことを言うと、面白がって胸の谷間や太ももを見せつけてきそうだ。

「というか、灰瀬んトコのキッチンのほうが新しかったよ」

「一応、新築マンションだからな」

　灰はい瀬せ家は、２ＬＤＫの木造アパートから３ＬＤＫの四十二階建てタワマンに引っ越した。

　しかも新築で、二十四時間ゴミ出しＯＫという恐るべき物件だ。

「でも、こっちのほうが広いよ。キッチンは広いほうが使いやすいんじゃないか？」

「わたし、普段お茶も淹いれないからなあ。パパか御み空そらか美み玖く里りさんがやってるから」

「新たなキャラ出てきたぞ」

　誰だ、美玖里さんって。

「ああ、ウチの調理担当の使用人さんだね。本邸と別邸、両方のご飯やってるから、いつもいるわけじゃないんだけど」

「へぇ、その美玖里さんのご飯も食べてみたいな」

「そこは将来の嫁の手料理を食べたがれよ！」

「白はく亜あが僕につくらせてるんだろ！」

　キレるところじゃないから、そこ！

「まあ、わたしの手料理は結婚してからのお楽しみね」

「気の長い話だな」

　僕らは十四歳──白亜は誕生日がまだなので、十三歳──なので、結婚できるのは早くて四年ほど後だ。

　そう、四年だ。僕は絶対に四年後が来ると信じて疑わない。

　だから、余計なことは考えずに今は白亜との〝企画〟を楽しまないと。

「……ん？」

「どしたん、灰瀬？」

「いや、今なにか引っかかったような……」

　でも、なにが引っかかったのか自分でもわからない。

「なんでもない。それより、企画のことだな。前向きに行こう。演えん者じやが楽しんでない企画なんて、人が見ても面白くないよな」

「そうとも限らないよ？　本気で絶叫マシンが嫌いな人がジェットコースター乗らされてる動画って、シンプル面白いよね」

「……意外と鬼だな、白しら河かわ」

　とはいえ、安全が確保されている罰ゲーム系企画なら気にせず楽しめる。

　昔のＴＶテレビではケガもやむなし、みたいな罰とかドッキリとかあったらしいが、僕の感覚からすると信じられない。

　ケガをしてまで笑いがほしいか？

　僕が一度ケガで死にかけたからこそ、そう思うのかも。

「とはいえ、この可愛かわいい白亜さんは鬼ではありません」

「白しら河かわも手伝ってくれるのか？」

「わたしはカメラのお姉さんだよ」

　そう言う白はく亜あは、ミラーレス一眼カメラを掲げている。

　動画撮影モードで撮影した映像は、ＴＶテレビ放送も可能なくらい高画質だ。

　白亜はお金にものを言わせて高額な機材を買ってるけど、このカメラは特に高いんじゃないだろうか。

　たぶん、三〇万から四〇万くらい……庶民メンタルの僕には、近くにあるだけで怖い。

「ほら、ちゃんとレシピは用意してあるから」

　白亜は、流し台の横に11インチのｉＰａｄを置いた。

　そこには、「モンキーでもわかるオムライスの作り方」というページが表示されている。

　若干、イラッとくるタイトルはともかく……。

「え、あれ？　白河、別のレシピにしてもいいか？」

「いいけど、なんで？」

「だって、ご飯の炊き方が書いてないから」

「……灰はい瀬せ、鍵っ子だよね？」

「年齢一桁からのベテラン鍵っ子だな」

　母は、僕が一人でご飯を食べるときは炊飯器のタイマーをセットしておいてくれたし。

　炊く暇がないときは、コンビニで白いご飯を買ってレンチンすればよかったからなあ。

「あれ？　僕も意外と甘やかされて育ってる？」

「理り代よ子こママ、優しいもんねえ……お義か母あさんとしては最高だよ」

「相変わらず、義母と書いてかあさんって呼んでるな」

　いや、いいんだけどさ……ウチの母もさぞ喜ぶことだろう。

「母さん、白河のこと気に入ってるからなあ」

「わたし、割と大人にはウケがいいんだよね。病院では〝ジジババ殺しの白亜〟と異名を取ったもんだよ」

「病院でその異名はマズイだろ」

　ほとんど死神じゃないか。

　ただまあ、白亜が可愛かわいがられてたのは本当だろう。

　これだけ可愛くて、素直で明るい性格なら、大人たちに気に入られるのも当然だ。

「って、そんな話はよくて。大丈夫、ご飯は既に炊かれてるから」

「え、本当？　これ、見ていい？」

　白亜の許可を取って、キッチンに置かれている炊飯器のフタを開けてみる。

　確かに、ご飯が見事に炊き上がっている。

　見た感じアツアツで、どうやら炊きたてみたいだ。

「まあ、さすがのわたしも灰はい瀬せがご飯も炊けないとは思ってなかったけど」

「ご飯を炊くところからやってたら時間かかるもんな」

　それで使用人の美み玖く里りさんとやらにお願いしてたわけか。

「えーと、必要な材料はご飯に卵、鶏もも肉に玉ねぎにんじん……こんな膨大な量の具材を切らないといけないのか……」

「灰瀬、たった二人分だからね？」

　白はく亜あは僕にカメラを向けながら、呆あきれている。

　彼女が想定していた以上に、僕の調理スキルが低いのかもしれない。

「まあ、火を通せばたいてい大丈夫だろ。あと、ケチャップ万能説ある」

「わたし、自分で企画しといて不安になってきた……」

　なんと言われようともう遅い。

　いや、僕だって調理実習くらい受けてるし、漫画の料りよ理うり下べ手たヒロインみたいなオモシロ失敗はしないって。

「まずはチキンライスをつくります。では行ってみよう！」

「灰瀬、ＹｏｕＴｕｂｅｒっぽくなってきたね」

　カメラに向かってきちんと段取りをしておかないと、あとで編集しづらいんだよ。

　玉ねぎとにんじんを細かく切って、鶏とり肉にくは──ああ、小さくカットされてるヤツだ。

　フライパンにオリーブオイルを引いて熱してから、さっき刻んだ具材を投入して、適当に炒いためてから塩コショウで味付け。

「あれ、灰瀬、あんなこと言ってた割にできるじゃん？」

「失敗を恐れずに、サクサクやればいいんだよ、こんなの」

　僕は特に不器用ってわけでもないし。

　さすがに、刻んだ具材は歪いびつだけど、許容範囲内だろう。

　フグならともかく、オムライスなら失敗したって死ぬわけじゃないしね。

　ケチャップやバターを投入して具材とまとめて混ぜ合わせ、さらにご飯を投入して、さらに混ぜ混ぜして──

「というわけで、次は卵だな。白亜、君の出番だ」

「えっ!?」

　白亜の驚きをスルーして、僕は彼女からミラーレス一眼を取り上げ、三脚に固定する。

　うん、この画角ならキッチンでの作業がきちんと撮れる。

「僕が一人で全部やっちゃったら面白くないだろ。白亜の料理シーン、視聴者は観みたいと思うけど」

「うっ……こんなミニドッキリまで仕掛けてくるなんて。成長したね……もう灰瀬に教えることはない……」

　白はく亜あは怯ひるんでいるが、ここで拒否るとシラけることは承知しているだろう。

　だいたい、僕が普通の手際で料理するだけじゃ面白くない。

　安直ですまないが、やっぱり美少女の料理シーンは画えになるはず。

「よっしゃー、やってやるよ！　わたしだって動画のためならなんだってできる！」

　白亜は、どこからか持ってきたエプロンを手早く着用する。

　胸のところに可愛かわいいクマの絵が入った白いエプロンだ。

　キャミソールとショートパンツの上に着けたので、なんか……裸の上にエプロンを着けてるようにも見えるが、気にしない。

　気にしないようにしないと、変なところを撮ってしまいそうだ。

「あの、灰はい瀬せ……？」

「ん？」

「卵って片手で割るの？　両手で割るの？」

「……さっき、ご飯の炊き方を知らない僕を馬鹿にしたよね？」

　ヤバい、白亜は料理できないとは思っていたが。

　もしかすると、想定以上にヤバいのかもしれない。

　黒焦げの料理とか、さすがに白亜には食べさせられないぞ……。







「う、うう……料理は二〇点でも配信としては八〇点だ！」

「そんな強がらなくても」

　白しら河かわ家には立派なダイニングがあり、立派なテーブルと椅子が置かれている。

　ウチなんてダイニングがあっても特に使わず、リビングで母と小さなテーブルを囲むのが常だった。

　そのダイニングのテーブルには、二人分のオムライスが載っている。

　この物体をオムライスと呼べるかは──微妙だ。

「わたし、オムライスは食べたことしかないもん！」

「そんな幼児退行されても」

　なんなら、僕だって食べたことしかなかったよ。

「まあ、食べられないってレベルじゃないし、結果オーライじゃないか？」

「ぐぬぬ、なんか屈辱……屈辱だ」

　白亜は、お皿に載ったオムライスをじぃっと睨にらむようにしている。

　オムライス──チキンライスは形になっているが、その上に薄っぺらい玉子焼きの切れ端が数枚載ってるって感じだ。

「涙目で玉子焼いてる白亜の映像は、画としてはよかったよ」

「容赦なく撮ってたよね、灰はい瀬せ……わざわざズームにしたり、スマホも使って別角度から撮ったり。目の前でとんでもない大事故が起きてるのに冷静に撮ってる映像とかあるけど、ああいうの本当にあるんだね。困ってるわたしを助けようともしないとか、悪魔！」

「早口で悪口言うなあ。いや、僕が手伝いに入ったら面白くないだろ」

　さすがに、ケガやヤケドをしそうになってたら助けてただろう。

　そこまで手つきが危なかったわけでもなかったからなあ。

「学校では颯さつ爽そうとしてる白しら河かわが涙目で料理してる映像、配信したらウケるよ、きっと」

「えー……友達とか離れていかないかなあ？」

「そんな心配はいらないだろ」

　白河白はく亜あは学校ではアイドル的存在だが、気さくなキャラでもあるので、イメージが壊れるってこともないだろう。

　大丈夫、大丈夫、白亜のブランドは守られる。

「だいたいさあ、いくらレシピがあったって、あんな綺き麗れいに焼いて、くるっと包くるめるわけないじゃん！」

「僕がやったってこんなもんだっただろうな、たぶん」

　僕のオムライスのほうが比較的、玉子が千ち切ぎれずに載ってる。

　白亜は自分の失敗作を押しつけてくるほどワガママでもないらしい。

「僕が失敗したって可愛かわいげはないから、白亜がやった分、結果的にはマシだったんじゃないかな、ははは」

「人の失敗を笑うなあー！」

「今さらそんなトコこだわるのか!?」

　校内放送とはいえ、配信の企画をやっておいて笑われるのを嫌がるとは。

　お嬢様らしく、プライドの高いところがあるのか……？

「ううぅ、いただきます……あれ、けっこう美お味いしい？」

「いただきます。うん、割とイケるよ。全然食べられる」

「でも美味しかったら、配信としては三〇点じゃない？　もっとこう、わたしと灰瀬が苦しみ悶もだえるリアクションとか……」

「見た目がエグいからいいんじゃないか？　味は視聴者には伝わらないし」

「エグいとか言わないで」

「失礼。まあ、撮影中なんだし、上品に食べよう。食べ方が汚いのはＮＧだ」

　もちろん、今もこの食卓は三脚で固定したカメラですべて撮られている。

　とはいえ、白亜は元から食事の作法は上品だ。

　ニワカお坊ちゃまの僕のほうが、本物の良家の子女に馬鹿にされないように礼儀正しく食べないと。

　僕らは意外にイケるオムライスをぱくぱくと食べて──

「ごちそうさま。うん、意外と美お味いしかったな」

「初めての共同作業だね」

「そうだっけ……？」

　僕は首を傾かしげてしまう。

　一緒にサイクリング行ったり動画をつくったりした気がするが。

　あ、動画はほとんど僕一人でつくったんだっけ。

「皿洗いはわたしがやるよ」

「え？　食洗機があるだろ？」

　さっき料理していたときに気づいたが、ビルトインタイプの大きな食洗機が据すえられていた。

「それで動画が面白くなりますか？」

「皿洗いくらいじゃ別に……」

「皿洗いしてるわたしの画えに、『千ち切ぎれオムライスの罰で皿洗いをさせられる白はく亜あ』ってテロップつけといて。泣き真ま似ねもするから」

「させた、の主語は誰だよ!?」

　二人しかいないんだから、黒幕は確定だが。

　僕、ただでさえ校内で悪評をバラまきつつあるんで、やめてもらっていいかな。

　結局、二人で食洗機を使わずに手で皿洗いを済ませて──

　これはこれで、こんな映像を校内に流したらまた恨みを買う気もするけれど。

「さて……じゃ、お風呂入ろっか？」

「わざわざ僕に言う理由はなんだ？」

　ちょっと嫌な予感はしてたが、やっぱり言い出したか！

「ジョークだよ。わたし、お風呂は一人で入りたい派なんだよね」

「それは……よかった？」

「疑問形!?」

「冗談だよ」

　僕も、白亜と一緒にお風呂は冗談抜きで勘弁だ。

　はっきり言って、死ぬほど恥ずかしい。

「白亜が裸を見せるとき、僕も裸を見せてるんだから」

「そんな、深しん淵えんなんちゃらみたいな理由で嫌がられた!?　自慢のボディなのに！」

「見せたいみたいに言わないでくれるかな？」

　とはいえ、僕のほうはマジで……白亜の裸に興味がないと言ったら嘘うそになる。

　でも、僕のボディは自慢できるものじゃなくて、貧相と言っていい。

「しゃーないな。じゃあ、先に灰はい瀬せが入って」

「え？　僕が一番風呂でいいの？」

「お客様だしね。それにわたしのお風呂、アホほど長いから。後がつかえてないほうが、のんびり浸つかれるんだよ」

「なるほど」

　白はく亜あが僕が待ってるからといって、自分のペースを変えるとは思えんけど。

　先に入っていいというなら、お言葉に甘えるか。







　そういうわけで、お風呂に順番に入ってから──

「やっぱり、お泊まりといったらパジャマパーティーだよね」

「……介護生活じゃなかったっけ？」

　その場のノリで企画を変えないでほしい。

　白亜はピンクのパジャマ、僕も御み空そらさんに用意してもらったブルーのパジャマ姿だ。

　白亜のパジャマは襟元が大きく開いていて、中学生とは思えない胸の谷間が見えてしまっている。

　やっとキャミから着替えてもらったのに、また天国──じゃない、目の毒が。

　しかしこれ、撮ってていいんだろうか？

　もちろん、カメラも三脚にセットして僕ら二人が画角に入るように撮影中。

　編集で谷間は巧妙に隠すしかないな……最悪、モザイク。

　逆にヒワイに見えるかもしれないが、面白いからいいかも。

「企画は流動的なんだよ、灰瀬。トラブルも楽しむのが一流の配信者ってもんだから」

「思いつきっていうんじゃないかな、この場合は」

「介護生活企画にミニコーナーも差し込んでいくんだよ。単調な動画が一番ダメなんだから」

「間違ってはいないのが複雑だなあ……」

　僕としても、白亜の〝介護〟より〝自宅での日常〟動画のほうがウケるような気がしてる。

　普通の女子ならともかく、白亜は校内でも人気の美少女だ。

　介護となると笑えないが、美少女の日常なら穏やかな気持ちで観みられるしな。

「というか、寝室じゃなくていいのか？」

「わたしの寝室は映ばえないから」

「…………」

　そう、パジャマパーティーとか言ってる割に、ここは白亜の勉強部屋だ。

　白はく亜あの寝室は、白一色──僕の初見の印象は〝病室〟だし、同じ印象を持つ人は多いだろう。

　学校のみんながそんな部屋を見たら、ちょっと引いてしまうかもしれない。

「こっちのほうが適度にちらかってて、生活感があっていいでしょ」

「映っちゃヤバいものとかないかな。モザイクかけるの面倒くさいんだよな。銃とかナイフとかないよな？」

「ないよ、そんなもの！　お金があっても危ないものは買わないよ！」

「白亜って危ないものとか好きそうなんだよなあ」

「あ、鉄砲は一度撃ってみたいかも。灰はい瀬せ、明日サイパンに撃ちに行こうか？」

「今日退院して、翌日にサイパンで射撃!?」

　主治医さんが卒そつ倒とうする！

「灰瀬、パスポート持ってるでしょ？」

「そりゃ持ってるけど」

　ウチは母親が旅行会社勤めで、筋金入りの旅行好きだ。

　僕もほんの数回だが、母に連れられて海外に行ったことはある。

「でもダメ。射撃も禁止。そんな危ないこと、させられない」

「えー、ママみたいなこと言うなあ」

　白亜は、ぶーっと唇を尖とがらせる。

　どうもこの女子は本気と冗談の区別がつきにくいが、サイパン行きは本気だったらしい。

　止めてよかった。退院直後じゃなくても、中学生の男女二人で海外旅行はありえない。

「パジャマパーティーするんだろ。でも、パジャマパーティーってなにをするんだ？」

「わたしが知るわけないじゃん」

「おい、主催者！」

　普通、男子はパジャマパーティーなんてしないからな？

　僕こそ知ってるわけがない。

「パジャマでゴロゴロしてればいいのかなあ。それ、わたし得意」

「苦手なヤツがいるのか？」

　誰でもできそうだぞ。なんなら、僕も得意。

「うーん……パジャマパーティーといえば恋バナかなあ。でも、灰瀬は好きな人教えてくれないしなあ」

「…………」

　だから、修学旅行の夜じゃないって。

　だいたいそれ、許嫁いいなずけに訊きくことじゃないからな。

　白亜は退屈そうに、例の人をダメにするクッションの上でゴロゴロ転がっている。

　その横に──

「また文庫？　今度はなにを読んでるんだ？」

「あー、これ？」

　白はく亜あは文庫本を掴つかんで僕のほうに差し出してくる。

　ブックカバーがつけられているので、中を確認する。

「『車輪の下』か……ヘッセを読み始めてたのか」

「実は読んだことなかったんだよね、ヘッセ。詩もよく知らないし」

　白亜は僕を〝灰はい瀬せ〟とずっと苗みよ字うじで呼んでるが、ドイツの詩人みたいで詩的だからという理由らしい。

「灰瀬も名前しか知らないんだよね？　それ読み終わったから、貸してあげる」

「……どうも」

　外国の文学にはあまり興味ないんだが、まあ借りておこう。

「詩人になりたい。でなければ、なにもやりたくない──ってヘッセの言葉だよ」

「へぇ……」

　ヘッセって人はずいぶんと思い詰めてたんだなあ。

　僕も最近、思い詰めているかもしれない。

　あんな真実を知ってしまって、呑のん気きにしていられるわけもないが。

「……なあ、白亜」

　僕はゴロゴロしている白亜のそばに座る。

「真面目な話をしよう。パジャマパーティーにはふさわしくないけど」

　こうやって前置きをしないと、僕らはついふざけてしまう。

「それも動画に変化が出ていいかもね。それで、なに？」

「ここはカットの最優先候補だよ。人に聞かせる話じゃない」

　僕は真面目にそう言ってから、大きく息を吸い込んで──

「もう少し、君の病気のことを知っておきたい」

「……ホント、灰瀬って思い切りいいよね。死ぬわけじゃないなら、たいていのことはできるんだっけ？」

「そう、僕の哲学なんてものじゃないけど、行動の指針……かな」

　病気で余命もわからない女の子には刺激的なワードかもしれない。

　だけど、既に一度白亜には話してしまっているから、今さら引っ込められない。

「わたしの病気のことか……お医者さんじゃないんだから、わたしもそこまで詳しいわけじゃないよ」

「白亜が知ってる範囲でいい。でも、僕がご両親とか御み空そらさんとかに訊きいて回るよりはいいだろ？」

「それは禁止」

「……そうか」

　自分が知らないところで、僕に病気のことを嗅かぎ回られるのは面白くない。

　白はく亜あならそう思うだろうな。

「でも、わたしからも言いたくない」

「……どうしても？」

「だって……恥ずかしい」

「え……？」

　恥ずかしい……って言ったのか？

「自分の身体からだのこと、説明するのってちょっと……」

「…………」

　裸を見せて解説するわけでもないのだから、恥もなにもないのでは。

　そう思うが、僕には女心なんてわからないし、ありえないとは言えない。

「それに、隠してるわけじゃなくて、ガチでわたしも詳しくないんだよ。難しい話みたいだしね」

「そうか……僕も難しいことを理解できるわけじゃないしな」

　どうも白亜は言いにくそうだ。

　このなんでもあっけらかんと話す白亜が言いよどむというなら、深くは追及できない。

「ここのさあ」

「わっ!?　な、なにしてるんだ!?」

　突然、白亜がピンクパジャマのボタンを外していく。

　あっという間にボタンを全部外し、前をはだけた。

　白亜は黒いスポーツブラを着けていて──右胸のほうを少しだけ上にズラした。

　ぷるっ、と柔らかそうな胸の下半分があらわになる。

「こ、ここ……カット候補なんでしょ？　灰はい瀬せしか見ないなら……別にいい」

「いいって……」

　白亜の右胸の下には、薄い線のような傷痕がある。

「右みぎ肋ろつ間かん開かい胸きよう……だっけ？」

「よく一回で覚えたね。凄すごい、凄い」

　褒められるほどのことじゃない。

　白亜にそのワードを聞いた直後に、ネットで検索して覚えただけだ。

　五歳の頃に、白亜は心臓にメスを入れる手術をしたそうだ。

　今は胸を大きく切り開かなくても、心臓手術は可能らしい。

　それでも、こうやって傷痕は残ってしまっているわけで──

「この手術だってさ、具体的に心臓のなにをどうやったのか、よく知らないくらいなんだよね」

「そ、それを言うだけなら胸を見せなくても……」

「もう灰はい瀬せには一度見られてるから。それに、前は偶然見せちゃっただけだし。今度は、はっきり見せておこうかなと思って」

　白はく亜あは傷痕のところを、そっと手で撫なでて──

「わたし、キズモノだから。そういうの、灰瀬はどう思う？」

「キズモノって……」

　僕は一瞬言葉に詰まってから、自分の前髪をかき上げる。

「僕だってキズモノだよ。白亜は、気にするのか？」

　灰瀬譲ゆずるも、額の左側のほうにギザギザの傷痕がある。

　十歳のときに車にはねられた事故で、地面で擦こすってできた傷痕だ。

　むしろ、白亜の胸の傷よりはっきり跡が残っているくらいだ。

「わたしが……気にするわけないじゃん」

「だったら、僕も同じだよ」

　僕ははっきり言い切って、髪をかき上げていた手を下げる。

　白亜もスポブラを戻し、パジャマのボタンを留め直した。

「ありがと、灰瀬」

「ただの事実を言っただけだよ」

　白亜の傷痕が気にならないと言ったら嘘うそになる。

　でもそれは、傷のある身体からだが嫌なんて理由では決してない。

「僕のほうこそ、急に身体のことを訊きいたりして悪かった」

「ううん」

　白亜は、そっと首を横に振った。

「でも、他の人に病気のこと、訊いて回ったりしないで。マジで。どうしても知りたいなら、わたしがいるところでパパとかママとか御み空そらとかに訊いて」

「……わかった」

　真実を知るときは一緒ってことか。

　そんなに意味のないことに思えるけど、きっと白亜には重要なことなんだろう。

　このやり取りができただけでも──

　この馬鹿馬鹿しくも楽しい〝【耐久】許嫁いいなずけを二十四時間介護してみた！〟には意味があったのかもしれない。









３　僕は彼女の親友と密会する






　二十四時間介護生活は、無事に終了した。

　結局、丸一日ほど白しら河かわ家にいただけというか、白はく亜あと遊んでいたというか──

　白亜が僕で遊んでただけのような気もするが。

　添い寝したりとか、着替えを手伝わされたりとか……。

　もちろん、白亜との間に間違いは起きてない。

　御み空そらさんは常にそばにいたし、ご両親も翌日の午後には帰ってきたしな。

　とはいえ、白亜は楽しそうだった。

　入院生活はストレスがたまっただろうし、白亜が僕で遊んで気晴らしになったのなら気にしない。

　僕、ちょっと白亜に甘くなってる？

　いけないな、多少塩対応なくらいが灰はい瀬せ譲ゆずるなんだから。

　白亜は退院から自宅で一週間ほど静養し、今日からは普通に登校してきている。

　真しん道どう学院中等部は男女ともに涼しげな夏服に替わって、気分も変わる。

　僕は転校してきて間もないので、あまり変化が激しいとついていけないが。

　ただでさえ、許嫁いいなずけのいる環境がこの春までの日常と違いすぎるんだしな。

「おい、灰瀬、次体育だぞ」

「あ、そっか」

　授業が終わり、呑のん気きに伸びなどしていると眼鏡めがねの真面目そうな男が声をかけてきた。

　青せいり龍ゆう夏なつ緒お、このクラスの委員長だ。

　今、クラスで一番仲が良い友達でもある。

「そういえば、ちょっと前に青龍のお兄さんに会ったよ」

　更衣室に向かいながら、ふと思い出して言ってみる。

「へぇ、兄貴が会いに行ったのか。なんだ、因縁でもつけられたか？」

「ケーキバイキングをおごってもらったよ。美う味まかった」

「はは、あの兄貴、あんなチンピラみたいな見た目してスイーツ好きなんだよ。俺もたまに付き合わされるんだよな。俺、甘いモンそんな好きじゃないのに。灰瀬も無理に付き合わされたなら悪かったな」

「おごりなら、いつでも付き合うよ。お兄さん、意外と悪い人でもなかったし」

「身内の前で〝意外と〟とか言うなよ」

　青龍夏緒は、苦笑いしてる。

「まあ、あれで青龍家の跡取りだからな。天てん条じよ寺うじ家の跡取りとしては、一生の付き合いになるかもな」

「一生はちょっと……」

「おいっ」

　青せいり龍ゆう家長男をネタにしつつ、更衣室に行って着替え、グラウンドに出る。

　真しん道どうの中等部はさすがに良家の子女ばかりが通う学校だけあって、グラウンドも広くて綺き麗れい、サッカーのゴールポストなんかもピカピカだ。

「あれ、女子も外か。いいな、あっちはサッカーか」

「ふーん……」

　青龍がグラウンドに出ているクラスの女子たちを見て、羨ましそうな顔をする。

　この友人は眼鏡めがねをかけた知的な印象だが、運動が好きで球技も得意らしい。

　ちなみに本日の男子の体育は陸上だとか。

「あれ、白しら河かわも出てる……？」

「本当だ。白河さん、入院してたんだよな？　こんないきなり体育出て大丈夫なのか？」

「さあ……」

　白河家では白はく亜あは元気いっぱいで、軽いストレッチもやっていたのを見てる。

　でも、サッカーで走り回っていいんだろうか……？

「おーい！　灰はい瀬せ、見てろよー！」

「…………っ」

　白亜が僕に気づいて、ぶんぶんと手を振ってきた。

　上は赤いジャージに、下は紺色のハーフパンツ。

　もう気温も高い時期だが、白亜は割と長袖姿が多い。

　なぜか、ただの体育の授業なのに「必勝」と書かれた白ハチマキを締めている。

「愛されてるな、許嫁いいなずけくん」

「……男も〝許嫁〟でいいのか、まだ密ひそかな疑問なんだよな」

「そんな細かいことはいいだろ。ウチの兄貴は〝許嫁〟なんて可愛かわいい字ヅラは似合わんが、灰瀬は意外と似合う」

「いいんだか、悪いんだか……」

　まあ、青龍の高校生のお兄さんは、見た目は完璧にチンピラだ。

　僕のほうが〝許嫁〟って字ヅラが似合うのはそのとおりだろう。

「灰瀬！」

「うわっ！」

　と、いつの間にか白亜が僕の後ろに回り、ドンと背中を叩たたいてきた。

「大丈夫、入院で身体からだナマってるからね。体力回復、リハビリだよ」

「……そうなんだ」

　白はく亜あが屈かがんで僕の耳元に唇を寄せてきて、ささやくように言った。

　本人がそう言うなら疑わない。それでいいだろう。

「じゃ、わたしの活躍、見といて。灰はい瀬せの声で応援されたら、ブーストかかるね」

「僕に女子のサッカーを見物して、応援までしろって？」

　それ、ほとんど罰ゲームじゃないか？

　女子の体育を眺めてるだけで、不審者感あるのに。

　白亜は女子のほうへと戻っていき、男子も集合がかかった。

　準備運動をしてから、男子は一〇〇メートル走のタイムを取ることになった。

　面白くもなんともないが、走るだけなので楽ではある。

　まずは一〇〇メートルを一本走って──

　タイムを紙に記入していると、後ろから青せい龍りゆうが覗のぞき込んできた。

「え!?　灰瀬、13秒台!?」

「ああ、うん。13秒台後半だけど」

　三本走って一番速いタイムが記録になるらしい。

　まだ一本だけど、だいたいこんなもんだろう。

「おとなしそうに見えて、意外に運動できるんだな、灰瀬」

「性格はあまり関係ないんじゃないか？」

　僕、別におとなしくもないしな。

　転校生だから出しゃばりすぎないように遠慮してるだけで。

「青龍は14秒台か。まあ、普通じゃない？」

「ウチは姉貴のほうが運動できるんだよ。ほら、あれ」

　グラウンドでは青龍の姉──愛あい夏かさんが、ドリブルしているところだった。

　青龍姉弟きようだいは双子で、二卵性の割には顔も似ている。

　姉も弟も眼鏡めがねをかけていて、インドア系に見えるが、姉のほうも運動神経がよさそうだ。

　一人でドリブルで突き進みつつ、絶妙のタイミングでパスを出し、また戻してもらってドリブル──

「やるね。お姉さん、文武両道か」

「青龍家の跡継ぎは兄貴じゃなくて姉貴って噂うわさもある」

「次男のほうは跡を継ぎたくないのか？」

「姉貴が継いだら、俺が継いだも同然だよ。二人で委員長をやってるのと同じで、跡取りも二人でやるんじゃないか」

「そ、そういうもんなのか？」

　クラスの委員長とお金持ちの跡取りは全然違うんじゃないかな。

「おっ、白しら河かわさん、いつの間にか前に上がってきてるな」

「えっ？」

　青せい龍りゆうの言葉に、僕は視線を動かした。

　確かに、いつの間にか白はく亜あが委員長姉がドリブルしている逆サイドを走っていた。

　そこから一気に中央に斬り込むように駆けて行って──

「白しら河かわさん！」

「委員長、ナイス！」

　委員長姉がパスを出し、白亜がそのパスを受け止めてドリブルを始めて。

　白亜はジグザグに鋭く走って二人を抜き去り、一気にゴール前に──

「ここまでだよ、白亜さん！」

「その台詞せりふは負けフラグだよ！」

　白亜は不敵に笑うと、立ちはだかった三人目の前で、ボールをポンと蹴り上げ、自分も跳び上がった。

　それから、空中で回し蹴りのようにしてボールを蹴り、ボレーシュートを放つ。

「うわっ……！」

　思わず、僕は声を出してしまった。

　白亜が空中で蹴ったボールは猛スピードで飛んで、キーパーの飛びつきもまるで届かず、ゴール隅すみに見事に決まっていた。

「……生でジャンピングボレーシュート見たの、初めてかも」

「俺もだよ。サッカー漫画でしか見たことないな」

　そういや、青龍家には書庫があって漫画もたくさんあるんだったな。

「僕もいずれ、青龍家にお邪魔して漫画読ませてもらいたいな」

「灰はい瀬せはウチの長男の許嫁いいなずけを奪った男だが、おまえは気にしないのか？」

「まさか青龍家に一歩踏み込んだら殺されるわけじゃないだろ？」

　死ぬわけじゃないなら、たいていのことはできる。

　漫画がギッシリの書庫は魅力的だ。

　いや、今は漫画どころじゃない。

「ちょっと、白亜をたしなめてくる」

「お、おい、女子のところに行く気か？」

「そんなの、たいしたことじゃない」

　僕は答えて、グラウンドを横切り、女子たちのところへ向かう。

　さすがにサッカーのコート内には入らずに──

「白亜！」

「おおうっ？」

　ボールを奪うタイミングを狙っていた白亜が、僕の声に気づいてこっちを向いた。

　すぐに、白はく亜あはトコトコと小走りに近づいてくる。

「さすが灰はい瀬せボイス、けっこう遠かったのにめっちゃ聞こえたね」

「そんなことはいいんだよ」

「あー、暑い。ちょっと汗かいてきた。これ、その辺に置いてきて」

「わっ」

　白亜は赤いジャージを脱ぐと、その下のＴシャツ姿になった。

　そんな薄着だと、白亜の中二とは思えない胸のボリュームが強調されてしまう。

「そ、それより、白亜、無む茶ちやしすぎだ。ボレーシュートはキメなくていいだろ」

「でも、わたしかっこよくなかった？」

「確かにナイスシュートだったよ」

　まずは褒めておいて。

「かっこ悪くてもいいから、もう少し自じち重ようしてくれ、頼むから」

「うっ……わ、わかったよ」

　白亜はバツが悪そうな顔で、こくんと頷うなずく。

　よし、僕もだいぶ白亜の扱い方がわかってきたな。

「次はオーバーヘッドキックを狙ってたのに……」

「…………」
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　危ないところだった……。

　白はく亜あの場合、本気でやるからな。

　僕の注意は聞いてくれたようだが、白亜はしょんぼり肩を落としてコートに戻っていく。

　ちょっと悪いことしたような気もするが、仕方ない。

　いちいち心を痛めていては、白亜と付き合っていけない。

　僕は白亜の許嫁いいなずけでいることを受け入れたんだからな。

「灰はい瀬せくん！」

「おおうっ？」

「……なんか、ハクとリアクションが同じじゃない？」

　すたすたと近づいてきたのは──

　紅べに坂さか緋ひ那なだった。

　隣のクラスで、体育は二クラス合同なので彼女も同じ授業を受けているわけだ。

　紅坂の髪型は黒髪ロング、ツーサイドアップ。

　僕らの同級生で、白亜とは五年の付き合いになる親友らしい。

　僕から見ると、白亜に巻き込まれてひどい目に遭う〝同士〟という感じだ。

　紅坂はジャージの上着を腰に巻いたＴシャツ姿で、下は白亜と同じハーフパンツ。

　長身の白亜と比べると小さく見えるが、僕と同じくらいの身長で、女子としては平均的なサイズと言えるだろう。

　もっとも、胸のふくらみはたいしたことは──あれ、意外と大きいかも。

「こら、あんたどこ見てんの？」

「あっ……こら、なんてなかなか言われないよな」

「ごまかさないでよ。まったく、男子ってヤツは……無害そうな灰瀬くんでもこうなんだからね」

　じぃっとジト目で睨にらまれるが、僕は怯ひるまない。

　紅坂は態度はツンツンしているものの、別に怖い生き物ではないと知っている。

「ちょうどよかった。白しら河かわのジャージ、預かったからどこかに置いといてもらえるかな」

「それはいいけど……」

　僕は白亜の生あたたかいジャージを、紅坂に渡す。

「ま、こっちもちょうどよかった。話があんのよ」

「話？」

「放課後、ちょっと顔貸して」

　貸し出しはしてない、なんてしょうもない軽口は叩たたけない。

　こんな僕でも、空気くらい読むんだよ。







　放課後になり──

　白はく亜あは御み空そらさんが車で迎えに来て、帰っていった。

　今日は病院で、退院後の検査があるらしい。

　ボレーシュートの影響がないかどうかも診てもらうように、こっそり御空さんにはお願いしておいた。

　僕は僕でやることがあるので、付き添いはしない。

「えーと……こっちか」

　そんな僕は時々立ち止まってスマホを見ながら、学校近くを歩いている。

　真しん道どう学院の中等部は横よこ浜はま駅からそう遠くなく、にぎわっている地域にある。

　当然、お店のたぐいもチェーン店から個人経営のお店、高級店までなんでもあると言ってもいい。

「ああ、あったあった」

　僕は、ちょっと迷いつつも目当てのお店を見つけた。

　全国チェーンのファミレス〝ベネティア〟。

　こんな名前だが、別にイタリア料理のお店ではなく、ハンバーグやステーキをメインにしつつ、和食のメニューもある平均的なファミレスだ。

　お店に入ると、すぐにウェイトレスさんが寄ってくる。

　ベネティアのウェイトレスさんは、赤を基調としたミニ丈ワンピースに白いエプロンと、なかなかに派手だ。

　このウェイトレス服が目当てで通う客も多いと聞く。

　ウェイトレスさんは僕に素晴らしいビジネススマイルを向けて──

「灰はい瀬せさまですね、お待ちしておりました！」

「……ファミレスの接客としては新しいなあ」

　思わずボヤいてしまう接客をされてしまった。

　普通、まずは人数を訊きいてくるもんじゃないか？

　そんな僕の困惑をよそに、ウェイトレスさんは先に立って案内してくれる。

　四人掛けのテーブル席に座り、とりあえずメニューなど眺めてみる。

　といっても、まだ午後四時前なのでお腹なかは空すいてない。

「普通に学校から紅べに坂さかと来ればよかったのになあ」

　僕と紅坂が並んで歩いたところで、問題はないと思うけどな。

「いらっしゃいませ、ご注文はお決まりでしょうか？」

「ああ、ドリンクバーを──って、えぇ!?」

　新たに現れたウェイトレスさんを、思わず二度見してしまう。

　赤いミニ丈ワンピースに白いエプロン。

　それに、黒髪ツーサイドアップに勝ち気そうな瞳──ここまでレベルの高い美少女ウェイトレスさんは初めて見た。

　というか──

「紅べに坂さか、なにやってんの？」

「あはは、今の灰はい瀬せくんの顔！　奇襲成功ね」

「……真しん道どうの女子はみんなクセ強いなあ」

　どうやら、紅坂は先回りしてウェイトレスさんの服装で待ち伏せていたらしい。

「ベネティアって、中学生を働かせてるのか？」

「まさか、ただのお遊びよ」

　紅坂はニヤリと笑って、僕の前に座った。

　ウェイトレスさんが、客席に堂々と着いていていいんだろうか。

　だが、こんなお遊びが許されるのは──

　このベネティアは、紅坂の実家が経営しているからだろう。

　正確には、紅坂家が経営している外食産業の一部門というべきか。

「ふぅ……」

「って、急にクールダウンしたなあ」
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「こんなマネして、勢いをつけないとね。やってられないのよ」

「…………」

　紅べに坂さかには、僕を呼び出したのは思い切っての行動だったらしい。

　女子と校外で二人で会う、というだけでこちらも構えてしまうけどな。

「その派手なウェイトレス服、紅坂には似合うな」

「そ、そんなこと褒めなくていいの。笑ってくれてもよかったのに」

　紅坂は照れているようだ。

　僕は素直じゃないし、お世辞を言うタイプでもない。

　それでも紅坂も派手目の顔立ちなので、赤いウェイトレス服はぴったりだ。

「あ、ちょっと」

　紅坂は通りかかったウェイトレスさん（本物）に、手を挙げて呼び止める。

　二人分のドリンクバーを注文し、僕らは飲み物を取ってくる。

　紅坂は温かい紅茶、僕はアイスティーだ。

「ふぅん、このアイスティー美う味まいね」

「お世辞はいいわよ。ウチだって高級茶葉を使ってるわけじゃないから」

「でも、お値段はかなり頑張ってるのよ。ここ三年は、外食産業も厳しかったけど、ウチはお値段据すえ置きで──だ、大丈夫だと思う？」

「僕に訊きかれても」

　たぶん大丈夫じゃないだろうが、先を見据えての値段設定なんだろう。

　まあ、実の父がお金持ちでも経営のたぐいに関わる気ゼロの僕には、なんとも言えない問題だ。

「それで、話っていうのは──もちろん、白しら河かわのことだよな？」

「あんた、まだハクを苗みよ字うじで呼んでんの？」

「ケースバイケースだな。僕も、自分でもどのケースだと苗字なのか名前なのかわからないんだが」

「まあ、二人の問題ではあるけど……灰はい瀬せくんもちょっと面倒くさそうな人よね？」

「僕は平凡なつもりだが、どうも白はく亜あの相手ができる時点で普通じゃないような気もしてきてる」

「そういうのがややこしいトコよ。それもまあ……いいわ。あんたが普通じゃないのは、悪いことじゃないかもしれない」

　紅坂は、カップの紅茶をすする。

　さすが、お嬢様だけあって紅茶を飲む仕草が上品だ。

　白亜もそうだし、青せい龍りゆうさんだってそうだ。

　上流階級の人たちはきちんとした礼儀作法を仕込まれている。

　つまりそれなりに苦労しているわけで、お金持ちの坊ちゃん嬢ちゃんだからといって、単純に恵まれていると考えるのはよくない。

「なんか、またややこしいこと考えてない？」

「僕は最近、いろんなことを考えるようになったみたいだ。前はもっと単純に生きてたんだけどな」

　死ぬわけじゃない、なんてことを理由に行動してたわけだからな。

　単純といえば、これ以上なく単純だ。

「うーん……単純でもいいと思う。たぶん、ハクはそれを望んでるんじゃない？」

「僕はなにもあきらめたくないんだよ、紅べに坂さか」

　だから単純ではいられない。

「ところで、紅坂は白はく亜あの身体からだのこと、知ってるんだよな？」

「そういう前提で話してたでしょ。知ってるわよ、あいつとは五年も付き合ってるって言ったでしょ」

「そうだったな」

　なんとなく、白亜に──いや、ヨルハに真相を聞く前から紅坂の態度には不自然なところもあった。

　親友の許嫁いいなずけに〝白亜の真実〟を教えるべきかどうか、迷っていたのかもしれない。

　実は優しい紅坂は、僕なんかにも気を遣って、思いやってくれていたんだろう。

　五年前からということは、僕が事故に遭い、白亜が入院してた時期には既に付き合いがあったってことだ。

「ソラさんにもハクのこと頼まれてるのよ。あの人もさすがに、学校の中までは入ってこられないからね」

「ソラさんって御み空そらさんか。そうだな、校内にも白しら河かわを見守る人は必要かもしれない」

「ただ、一部の教師も養護教諭の人もハクの病気のことは知ってるから、基本的には大人たちに任せるしかないのよ。私も……まだ子供なのよね」

「うん、僕らはまだ中学生なんだなって、そんなことを思い知るとは考えもしなかった」

　自分が中学生だってことは当たり前で、特別に意識することでもなかった。

　僕は自分ではどうしようもない、それでもどうにかしたい事態に出遭ってしまったわけだ。

　たぶん、紅坂も。

　中学生が白亜の問題を物理的に解決するのは、現実として不可能だろう。

　どんなに頑張っても、僕が医者になって、白亜の心臓を治療するなんて奇跡は起きない。

　だけど、あきらめたくはない──なにもあきらめたくない。

「……灰はい瀬せくん、目が死んでないね」

「ん？」

　紅べに坂さかが、身を乗り出して僕の目をじっと見つめてる。

　彼女の大きな黒い瞳が、驚くほど近い位置にあった。

「め、目って……？」

「私がハクの病気のことを知ったときは、一ヶか月げつ近くも落ち込んで、ご飯もほとんど食べられなくて、体重も五キロ落ちたのよ」

「それは……紅坂が優しいからじゃないか？」

　こんな歯の浮くようなこと、僕は普段なら絶対に言わない。

　でも言ってしまったのは、白はく亜あの病気の話をしているからだ。

　口が減らない僕でも、彼女の病気の話でふざけたことは言えない。

「違うわ、私が弱かったからよ」

　紅坂は、シートに座り直して言った。

「でも、ハクのために強くなりたいとは思ってる。これ、間違ってると思う？　余計なお世話？」

「まさか」

　僕ははっきりと首を横に振った。

「白亜には生きてほしい。そう思うだけの価値がある女の子だよ、白亜は」

　本人にはさすがに言えないようなことも、ここでは言える。

　紅坂も白亜の病気の話を決して茶ちや化かしたりはしないだろうから。

「けっこう言うのね、灰はい瀬せくん。私、あんたのイメージを訂正したほうがよさそう」

「まだ僕と紅坂は知り合って間もないしな。白亜みたいに猛スピードで関係を進めるってわけにもいかないから、少しずつ知っていくのは当然だろ」

「そうね……私たちは、お互いを知るべきかもしれない。私たちで協力して、ハクを守ってあげないと。まさか、また入院するなんて──」

　紅坂はカップを手に取ってまた紅茶を一口飲もうとして──

　カチャッと妙に甲高い音を立ててカップを置いた。

「ハク、一週間も入院なんて……どうしよう、ハクが……し、死んじゃったら……ど、どうしよう……灰瀬くん……」

「べ、紅坂……」

　紅坂緋ひ那なが、ぽろぽろと涙を流している。

　紅茶を叩たたきつけるようにテーブルに置いたまま、まるで小さな子供みたいに大粒の涙を。

　しゃくり上げ、その涙は止まることなく流れ続けてる。

「…………」

　周りの席の人たちがざわめているのが聞こえてくる。

　これって、もしかして別れ話をしてるカップルだと思われてるのかな……。

　どう思われたって、死ぬわけじゃないから別にいいが。

「紅べに坂さか、大丈夫。問題ないから退院できたんだから」

「……うん、そうよね」

　ぐずぐず泣きながら、紅坂はハンカチを取り出して涙をぬぐう。

　赤い椿つばきの刺しし繍ゆうが入った、上品なハンカチだった。

　さすがにお嬢様はいいハンカチを使ってる……なんて、どうでもいいことを思ったりもして。

　しばらく、紅坂が落ち着くのを待ってから。

「僕らが協力するって話はいいと思う。病気に対処できなくても、白しら河かわの近くにいて、普通の中学生にできることをやればいいんじゃないか」

「……ええ、シロやソラさんみたいな家族とは違う、友達としてできることだってあるわよね」

　シロ、というのは白はく亜あの妹の真ま白しろちゃんのことだ。

「僕は許嫁いいなずけだけどな。まあ、家族とは違うけど、家族と同じくらい白亜に近い人間同士ってことだよな」

「ええ、私はハクの一番の親友のつもりだから。それで、灰はい瀬せくんは」

「許嫁。もう十二人目は現れないと思う」

　紅坂は、僕の言葉にこくりと頷うなずく。

　白亜の〝最後の許嫁〟と、〝一番の親友〟。

　僕らは──

「お互い、手を組むべきだな。白亜を見守る同盟ってことで」

「子供じみてるけど必要なことね。ハクを見守って、もし様子に変化があったら情報交換、場合によってはソラさんやハクのご両親にも相談するって感じかしら」

「どうせ子供じみてるんだから、名称もつけとこうか。〝ホワイトナイツ〟とか」

「ねぇ……灰瀬くん、厨ちゆ二うにってヤツ？」

「文字どおり中二だろ、僕らは」

　名称にこだわったって仕方ない。

「長いから略称〝騎士団〟でいいでしょ。ハクを守るための同盟よ」

「白亜は嫌がるかもしれないけど……」

「だから、ハクには内緒よ。ハクは嫌がるよりも、〝わたしもまぜろ！〟って言い出しそうだわ」

「さすが親友、ニワカ許嫁の僕より読みが深いね」

　白亜の性格から言えば、そっちだな。

　自分を守る騎士団に自分も参加するとか意味不明だが、意味不明なことを好んでやるのが白しら河かわ白はく亜あだ。

「とりあえず、有意義な話し合いになったな」

「そうね、話せてよかった」

　僕はアイスティーのコップを取り上げ、紅べに坂さかも紅茶のカップを手に持って掲げる。

　チン、とコップとカップを軽くぶつける──騎士団結成の誓いの儀式というわけだ。

　僕も紅坂も中二だからな、こういうのはやっておきたい。

　ゴッコのようであっても──僕らは真剣だ。









４　私はぱぁっとパーティーがしたい






「さあ、行こうか、灰はい瀬せ！　今日は帰さないよ！」

「…………」

　さっそく白亜の様子が変だよ、紅坂。

　騎士団結成から三日後。

　なんでもない放課後だったはずが、お嬢様がまたもやおかしなことを言い出した。

　帰りのＨＲホームルームが終わり、隣の席の白亜が突然僕の席に両手をついて身を乗り出してきたかと思えば──

「僕には老いた母がいるから、帰らないわけには」

「理り代よ子こさん、老いてないじゃん！　若わか々わかじゃん！」

「若々しい、だろ」

　実際、ウチの母は中二の息子がいるとは思えないほど見た目は若い。

　性格まで若くて落ち着きがないので、息子としてはもう少し年相応になってほしいところだ。

「大丈夫、今回は灰瀬はなにも考える必要ないから。ベルトコンベアに載せられて運ばれると思っていればいいよ！」

「加工とかされないよな？」

　いつでも逃げられる態勢でいたほうがいいだろうか。

「行こうよ、悪いようにはしないから」

「白しら河かわにそう言われると逆に怖いまである……」

　僕のボヤキはスルーで、白亜は僕の手首を掴つかむと引きずるようにして歩き出した。

　体重はほぼ互角、ただし身長は向こうが十五センチも高い。

　人には、〝お姉さんに面倒を見てもらってる弟〟にしか見えないかもしれない。

　そういえば、今さらだが白はく亜あも夏服になっている。

　半袖の白ブラウスに紺色のスクールベスト、胸元の赤いリボン、グレーのミニスカート。

　涼しげな夏服を、長身でスタイルのいい白亜は見事に着こなしている。

　っと、見とれたりしたらまたからかわれるな。

　校門を出ると、そこには当然のように御み空そらさんがハンドルを握るレクサスが待っていた。

　御空さんは無言でぺこりと頭を下げてきただけだ。

　この人、基本的に無口──というか影に徹してるんだろうな。

「大丈夫、今日は遠くへは行かないから。なんなら歩いても行けるくらいだよ」

「そりゃよかった。年老いた母を一人にしないで済むね」

「理り代よ子こさん、泣いちゃうよ」

　そんな話をしつつ、白亜と二人で後部座席に収まり──

　ほんの数分ほどレクサスで走って。

　到着したのは──

「え、あれ？　ここなのか？」

「ここなのさ」

　見覚えのある立派な建物だった。

　横よこ浜はま駅近くにある高級ホテル──以前の僕ならまったく縁のなかった建物だ。

　このホテルは、実の父と感動の再会を果たした場所でもある。

　その前にチンピラな青せい龍りゆうさんに絡まれている綺き麗れいなお姉さんを魔の手から救い出した場所、という印象のほうが強いが。

「御空、ありがと。あとは大丈夫だから」

「承知しました。お嬢様、ではまたのちほど」

　御空さんはホテル前に停とめたレクサスの運転席から、既に車外に出ていた僕らに挨拶して。

　再びレクサスを発進させて、どこかへ行ってしまった。

「……御空さん、どこ行ったんだろう？」

「ホテルの駐車場に停とめるんじゃない？　それより早く、灰はい瀬せ」

「あ、ああ」

　また白はく亜あに引きずられるようにしながら、僕らはホテルの中へと入っていく。

　僕はまだ、こういう〝お金持ち御ご用よう達たし！〟みたいな建物とは、お近づきになりたくないんだけどなあ……。

「もしかして食事？　白しら河かわ家のご両親と？」

「それもあるかもね」

「え？」

　値段を見るのが怖いレストランがあるが、そこが目的地じゃないのか？

　まさか二人でホテルに泊まろうなんて話じゃないだろうし……ないよな？

「こっちだよ。三階だからエスカレーターのほうが早い」

「三階になにが──んん？」

　のぼりエスカレーターの横に、案内板のようなものがある。

　そこには──

〝白河家・灰瀬家　婚約披露パーティー会場〟とある。

「こんやく──待て待て、白亜！」

　僕は思わずぎょっとして、白亜の手を掴つかんでしまう。

「わたしが待つと思ってるの、灰瀬？」

「待つわけありませんでしたね、白河さん」

　白亜は猛スピードの女の子、そこは真実が明らかになったあとでも変わらない。

　彼女はそんな自分を変えられないらしい。

「待たなくていいから、説明はしてくれ。婚約披露パーティーって？」

　とりあえず白亜から手を離し、エスカレーターで上がりながら、前にいる彼女に質問する。

「婚約を披露するパーティーだよ」

「情報増えてないぞ。許嫁いいなずけと婚約ってどう違うんだ？」

「いい質問ですね、灰瀬くん」

「君、どこの教授？」

「一般的に言って、許嫁は〝親同士が結婚の約束を交わした〟関係のことで、一方で婚約は、〝本人同士が結婚の約束を交わした〟関係のことなのです」

「……ありがとう、教授」

　正確に言葉の意味が正しいのかは知らないが、白亜はそう認識しているらしい。

　たぶん僕らの場合、正確な意味より白亜の認識が重要なんだろう。

「え？　灰瀬、結婚するって認めたよね……？」

　白はく亜あが、わずかに後ろを振り向いて恐る恐るといった様子で訊きいてくる。

　いつも猛スピードで突っ走るのに、たまに不安げな顔を見せるのが……なんというか、ズルい。

　でも、言ったかな……？

　はっきり結婚とは言ってない気が……。

　でも、〝キスしよう〟とは言ったし、結婚式を挙げるみたいなことも言ったと思う。

　つまり、これは──

「僕、いつの間にか白亜と婚約してた……？」

「結婚の約束をすると書いて〝婚約〟。なにも間違ってないよね？」

　白亜は、今度は大きく振り向いて訊いてくる。

　うーん……こいつはなんというか。

「僕、許嫁いいなずけから婚約者にアップデートされてたのか」







　その部屋は〝翔しよ天うてんの間〟というらしい。

　ホテルの三階にあるパーティー会場で、収容人数は一〇〇人から二〇〇人程度。

　さほどの高さではないものの、みなとみらい地区の建物や海が見渡せて景け色しきもいい。
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　テーブルがいくつも並び、美お味いしそうな料理や飲み物が置かれている。

　既に多くの人たちが集まっていて歓談中だが──僕が知った顔は全然いない。

　身なりが良い大人の皆さんばかりで、庶民感覚が抜けない僕には恐れ多い人たちだ。

「なにをしてるんだろう、僕……」

「おいおい、主役がしょぼくれた顔をしててどうすんだ、灰はい瀬せ」

「君もなんでいるのさ、青せい龍りゆう」

　振り向くと、真しん道どうの制服姿の青龍夏なつ緒おが立っていた。

「お呼ばれしたからだよ。急だったが、白しら河かわ家からのお呼びとあればな」

「僕はついさっきこのパーティーの存在を知ったんだが？」

「俺はさすがに今日ではないな。一週間くらい前か」

「白はく亜あめ……」

　これも入院中に企たくらんでいたに違いない。

　なんなら、手配まで進めていたことも確実だろう。

　白亜を暇にしちゃいけないな……なにを始めるかわかったもんじゃない。

「まあ、灰瀬が知らないみたいだから、あえて黙ってはいたんだが」

「君との友達付き合いについて、少し考えたほうがよさそうだな」

　白亜の悪わる巧だくみの共犯者は、御み空そらさんだけで充分なのに。

「でも知った顔が現れてくれてよかったよ。このままだと壁の花になるところだった」

「それ、女性に使う言い回しじゃないか？　というか、灰瀬は主役だろ」

「主役ねえ……」

「灰瀬くん、ご婚約おめでとうございます」

「……どうも、委員長」

　今度は、青龍の双子の姉──委員長姉こと青龍愛あい夏かさんが現れた。

　彼女も制服姿で、いつもどおり眼鏡めがねにお下げのテンプレ委員長スタイルだ。

「ご婚約なんて。ますます白河さんのファンに羨ましがられますね」

「羨まれるだけならね」

　白亜のファンからは、若干の殺意すら感じるからなあ。

　僕が白亜との関係を深めたら、それこそ死んでしまうのでは？

「あ、その格好も似合ってますよ、灰瀬くん」

「どうも……」

　僕は制服ではなく、紺色のスーツ上下にシルバーのネクタイを締めている。

　ホテルの従業員さんに着せられ、髪まで丁寧に撫なでつけられてしまった。

　委員長姉は優しいので褒めてくれたが、間違いなく七五三の子供のような〝着せられた感〟が全開だ。

「ふはは、こりゃいい。写真撮っといてやるよ、ガキ」

「……なんで青せい龍りゆうさんまで」

　三人目の青龍さんが登場した。

　青龍──下の名前をそういえば知らない。

　とにかく、我がクラスの委員長ツインズの兄にあたる人。

　茶色のブレザー姿で、この人も制服姿だ。

　楽しそうに笑い、スマホを僕に向けて容赦なく写真を撮っている。

「青龍さん、こんなところに来て大丈夫なんですか？」

　なんというか……自分を振った女子の婚約披露パーティーに来るなんて。

　ドＭなのか、この人？

「おまえ、失礼なこと考えてんだろ」

「青龍さんと会ってるときは、だいたいそんな感じですね」

「おい、愛あい夏か、夏なつ緒お、おまえら友達は選べよ」

「選んでるんだよ、兄貴」

「選んでるんです、兄さん」

　委員長ツインズが同時に言う。

　珍しい、この双子がこんな双子っぽくシンクロするなんて。

　長男と話してるときは、教室での二人とはまた違うのかな。

「ふん、青龍家としちゃあ白しら河かわ家長女のパーティーとなりゃ、出席しないわけにはいかねぇんだよ。恥をさらしてでもな」

「……意外と真面目ですよね」

「おまえ、俺をなんだと思ってるんだ？」

　チンピラだと思ってます、とは言わない。

　僕でも最低限の空気くらいは読むからな。

　そんな雑談を軽くしてから。

　青龍家の三人は、いろいろ挨拶もしなきゃいけないらしく、どこかに行ってしまう。

　困ったな、また壁の花か。

「灰はい瀬せくん、主役のくせになにしてんの？」

「天の助け。よく来てくれたな、紅べに坂さか」

「なによ、それ。私、今日いきなり聞いたのよね、このパーティー。ドレスを仕立てる暇もなかったわ」

「紅坂も僕と同じか……」

「騎士団の連絡網を使う暇すらなかったわね」

　サプライズを仕掛ける相手は、白はく亜あがみずから選んだんだろうな。

　僕と紅べに坂さかなら遠慮なく驚かせるってことで。

「あれ？　でも、紅坂ならドレスなんて百着くらい持ってるんじゃ？」

「一度着たドレスをまた着られるわけないでしょ。ちゃんとパーティーに合わせて仕立てないと」

「……そういうもんですか」

　僕はまだ上流階級の作法を知らない。たぶん、ずっと知らないままだろうが。

「しかし、人多いなあ。こんなに集まるなんて」

「白しら河かわ家長女のパーティーなんて初めてのことだからね。急な集まりだろうが、なんとか都合をつけて参加した人も多かったんじゃない？」

「ああ、そういえば……」

　青せい龍りゆうさんが「白河家長女は謎の存在だった」みたいな話をしてたっけ。

　その長女が主役のパーティー、しかも婚約披露となれば──急な開催でも多忙なお金持ちの人たちも集まるってわけか。

　そんなパーティーのもう一人の主役がニワカお坊ちゃんで、申し訳なくなるな。

「ウチの母親も来てるんだろうなあ。あの人も僕を驚かせるのが生いき甲が斐いだから」

「ハクと気が合いそうなお母さんね。さっき、ハクのご両親もいたわ」

「そりゃいるか」

　娘の婚約披露パーティーに親が出席しないはずがない。

　白はく亜あの両親はともかく、ウチの母に会うと間違いなくからかわれるな……逃げ回ろう。

「おおっ……！」

　突然、ざわめきが聞こえてきた。

　翔しよ天うてんの間の奥、一段高くなっているところにスポットライトが当たっている。

　そこに立っているのは──

「みなさん、本日は急なお呼び立てにもかかわらずお集まりいただき、ありがとうございます。主役兼司会の白河白亜です」

「…………」

　婚約披露パーティーって、本人が仕切りまでやるもんなのか？

　とにかく、奥に立っているのは白亜だった。

　ノースリーブの白いドレス姿で、シンプルな格好なのに、まるで異国のお姫様だ。

　珍しい色素の薄い髪色や、大人びた容貌を最近はあまり意識しなくなってきたが……。

　本当、見た目はもの凄すごくいいんだよな……見た目は。

「みなさまの中には、〝黒くろ崎さき夜よる羽は〟という名前で記憶してる方もいると思います。でも、サインはご容赦くださいね。突然消えた美少女子役ってことでネットでは有名らしいので、プレミアついちゃいますから」

　ハハハ、と周りの人たちから笑いが起きてる。

　美人は得だな……ちょっとしたことでも笑いが取れる。

「今日はあくまで白しら河かわ白はく亜あです。招待状にも書いたとおり、わたしの婚約披露パーティーです。まだ中学二年生ですが、ええ、これでも中二なんです。良いい物食べすぎたんでしょうけど、こんなに育っちゃいまして」

「お姉さん……笑いを取りにいかなくてもいいのに」

「ああ、真ま白しろちゃん」

　真しん道どう学院中等部の制服姿の真白ちゃん──白亜の妹が、いつの間にかいた。

「婚約披露パーティーって、白河家ではわざわざやるもんなのか？」

「さあ……仮に私が婚約してもやらないと思いますけど……」

「だろうな」

　単に白亜の思いつきで強行されたに違いない。

　たぶん、開催費は一〇〇万二〇〇万ではないだろうけど。

「でもまあ……白亜は楽しそうだからいいのかな」

「お兄さん、やっぱりお姉さんの婚約者ですね……」

「どういう意味かなあ」

　僕は白亜と生きていく決意を固めてはいる。

　でも、白亜と同類になったわけではないよ？

「それにしても、白亜は堂々としてるなあ。こんな大勢の前で」

「ハクは子役だったのよ。一〇〇人やそこらいたって動じるわけないわ」

「お姉さん、かっこいいですよね……」

　なるほど、親友と妹にとっては当たり前のことらしい。

　僕はまだまだ白亜のことをよくわかってないんだな。

「あ、そうだ！　まずあいつを紹介しないと！　わたしの十一番目の許嫁いいなずけから、めでたく婚約者に昇格した灰はい瀬せ譲ゆずるくんです！　こっちにどうぞ！」

「えっ？」

「え、じゃないわよ。こんなところにいるのがおかしいでしょ、灰瀬くんは」

「観念してください、お兄さん。ジタバタすると、お姉さんがなにを言い出すかわかりませんよ……？」

　白亜の親友と妹に背中を押され、送り出されてしまう。

　まあ……例によって、一〇〇人の前に出ても死ぬわけじゃない。

「はーい、いらっしゃい。みなさん、この男がわたしを射止めた世界一羨まれる婚約者、灰瀬譲くんです！」

「自分で言うか!?」

「わたしより背は十五センチも低い一五九センチですけど、同じ中二です！」

「身長をバラすな！」

「抜け目のない皆さんならご存じでしょうけど、天てん条じよ寺うじ家の当主さんの唯一の息子ですよ。本人、しれっとした顔してますが割と重要人物です」

「そ、そんなことはないだろ。僕は庶民です！」

「童顔で小柄で一人称〝僕〟なのも狙ってますよね。あざといです。わたし、ショタ趣味だっけと首をひねってます」

「こんな人前で話すことか、それ！」

「でも、わがままで人より急いで生きようとするせっかちなわたしを受け入れてくれた、いいヤツなんです」

「…………」

　急に話の方向性を変えないでほしい。

　参加者のみなさんも「ん？」と首を傾かしげてるじゃないか。

「十八歳か、二十歳か、キリのいいところで結婚しますので、そのときは分厚いご祝儀袋をお願いしますね。わたし、白しら河かわ家の跡取りじゃないんで結婚後は庶民かもしれません。お金、大事です」

「おいっ」

　また話変わってるぞ！

「この男以外と結婚することはないので。死が二人を分かつまで──ってヤツを目指しますから、離婚してご祝儀が無駄になることもないですよ」

「…………」

　ハハハ、とまた笑いが起きる。

　違うんだよ、参加者の皆さん。

　白はく亜あが死とか生とかそういうワードを使うのは──切実な意味があるんだよ。

「皆さん、どうか白河白亜と灰はい瀬せ譲ゆずる、若い二人を見守ってください。よろしくお願いします。ほら、灰瀬」

「わっ」

　白河は僕の頭を掴つかんで、強引に下げさせてくる。

　そんなことしなくても、礼くらいするのに。

「じゃ、撮影タイムです。みなさん、好きに撮ってくださいね」

「そんなサービス、必要か!?」

　僕、婚約披露パーティーなんて存在すら今日まで知らなかったが、これが特殊なのはわかるぞ！

　ノリがいいのか、参加者の皆さんがスマホを構えて僕らを撮ってる。

　白はく亜あも悪ノリして、僕と腕を組んで身体からだを寄せてきたりして──

「あのさ、委員長姉もいること忘れてないか？　あの人、新聞部だぞ？」

「号外が出るかもね。あ、灰はい瀬せ。その委員長がカメラ向けてるよ」

「うわ、マジだ」

　その委員長姉は、スマホでなくコンパクトなデジカメを構えている。

　本当に号外用に撮ってるんじゃないだろうな。

「じゃ、真しん道どうのみんなにサービス。灰瀬にサービスかな？」

「は？　僕にって──わっ」

　白亜が僕の腕を引き寄せるようにして──ちゅっ、と頬ほおにキスしてきた。

　身長が高い白亜のほうが軽く屈かがむようにして、顔を寄せて、唇を近づけて。

　カシャカシャカシャッと、ひときわ大きいシャッター音が響く。

　スマホのシャッター音ってもの凄すごく大きいので、会場内がうるさいくらいだ。

　もちろん、委員長姉もカメラを構えて撮りまくっているのがはっきり見えてしまった。

「お、おい、白亜──！」

「ほっぺにちゅーならセーフでしょ。許嫁いいなずけはキスダメだけど、婚約者はほっぺはＯＫにしよう」

　白亜はニヤッと笑って、もう一度僕の頬にキスしてきた。
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　あっさりと新ルールを追加してくれるなあ。

　そりゃ、頬ほおと唇じゃ同じキスでも別物なのは僕も認めるけどさ。

　白はく亜あが僕の頬にキスしてる写真、これは本当に新聞部の号外に載ってしまうのでは？

「……まあ、いいか」

「さすが灰はい瀬せ、あきらめの早さも大事だよ」

「そんなことで感心されてもな」

　正面を向くと、真ま白しろちゃんや紅べに坂さか、青せいり龍ゆう家の三人の顔も見えた。

　知り合いたちもみんな笑っている──あるいは苦笑いしている。

　僕は彼らに愛想笑いを向けながら、二つのことを思い知った。

　自分がこの春、実の父と対面するまでとは別の世界にいること。

　そして、白しら河かわ白亜は──僕との関係を深め、周囲にも広めて引き下がれないところへ進もうとしていることを。

　大勢の前で婚約発表して、頬にキスまでしてイチャついて──この先も僕らの関係はどんどん進んでいくんだろう。

　もちろん、白亜のことだから猛スピードで。









５　私は愛の巣を探したい






「はぁ……」

「大丈夫か、灰瀬？」

　婚約披露パーティーの翌日、放課後。

　僕は帰りのＨＲホームルームが終わると、ぐったりと机に突っ伏してしまった。

　や、やっと授業が終わったか……。

「おまえ、昨日のパーティーがそんなこたえてるのか？」

　訊きいてきてるのは、青せいり龍ゆう夏なつ緒おだ。

　割と本気で心配そうな顔をしてるので、僕はガチで死にかけてるんだろう。

　昨日は、見知らぬ大人たちに囲まれて、身体からだよりも心が疲れた。

　だいたい僕は決してコミュ力高いほうじゃない──というより、はっきり言って低いほうだ。

　短時間のうちに知らない人たちが次々と押し寄せてきて、いちいち笑みを浮かべて応対するなんて拷問に近い。

　白亜はさらっとこなしてたが……あれは子役の経験があって、お金持ちのお嬢様として育ってきたからこそだよな。

　ニワカ坊ちゃんの僕にマネができるはずもない。

「しかも、本当に号外が出たしなあ。新聞部、紙と電子両方で配布とか隙がないな」

　僕は、Ａ４ペラ一枚に印刷された号外をひらひらと揺らす。

　委員長姉は一日で号外の記事を書き上げ、印刷まで済ませたらしい。

　タイトルは〝白しら河かわ家令嬢、遂ついに婚約！〟だ。

　一応、〝頬ほおにキス〟写真は載っていない。

　白河家から権力による弾圧でもあったのかな？

　ただ、僕と白はく亜あが腕を組んでる写真はしっかりと載っている。

　おかげで、僕はよく知らない人たちにまで詰められて、白亜との関係について説明するハメになった。

　関係もなにも、許嫁いいなずけから婚約者になった、というだけなのだけど。

　昨日今日で、僕の一年分のコミュ力を使い果たしたかもしれない……。

「灰はい瀬せぇー」

「はいはい、灰瀬ですよ……」

　隣の席から、元げん凶きようが声をかけてきた。

　なんで白亜はこんなに元気なんだ……。

「青せい龍りゆうくん、こいつどうしたの？」

「昨日のパーティーでＨＰがゼロになったんだとさ」

「え？　なんで？　パーティー楽しんで、逆に回復するまでない？」

「あるかっ！」

　どんだけポジティブなんだよ！

「僕は普通の中学生なんだからな？　大人なんて親か教師くらいしか話すことなかったんだよ。昨日のパーティーにいた大人たち、みんなやんごとなき方たちだろ？　失礼でもあったらと思うと、一言いうだけでも気が気じゃなかったよ」

　天てん条じよ寺うじ家の名に傷がついても知らないが、失礼な態度を取るのはまずい。

「学校の人たちだって、号外で騒ぎすぎだろ。わざわざ僕に絡んでこなくてもいいだろうに。そもそも、白亜が人前であんなことまで──」

「じゃ、出かけようか」

「僕の話、聞いてた!?」

　いや、なにしろ白河白亜だ──聞いてた上で、僕をさらに拷問にかけようとしてもおかしくない。

「青龍くん、灰瀬借りていっていいよね？」

「どうぞどうぞ、ご自由に」

　青せいり龍ゆう弟も何者なんだよ、なんで僕をレンタルする権利を持ってるんだよ。

「行こ、灰はい瀬せ。大丈夫、御み空そらが来てくれてるから」

「御空さんの車で、僕の家まで送ってくれないかなあ……」

「わたしの用が終わったら、ちゃんと家まで送るって。あれ？」

　白はく亜あは、突然きょとんとする。

「送れないかも。ま、いっか」

「よくない」

　白亜の用事で連れ回された上に、徒歩で帰れというのか。

　御空さん、なにか別件でもあるんだろうか……。







　本日の御空カーはアルファードだった。

　乗のり心ごこ地ちはいいし、車内は広いしで、快適すぎて寝てしまいそうだった。

　もっとも御空さんは独特の緊張感を漂わせている人なので、呑のん気きに寝るとか無理だ。

　それに──

「でさあ、緋ひ那ながなんて言ったと思う？　チョコケーキは甘すぎるから、苦いブラックコーヒーと合わせるのがいいって。もー、カフェオレとかジュースとか甘い飲み物をかぶせていくのが美お味いしいのにね」

「そうかな……」

　白亜が喋しやべりっぱなしなので、寝る隙などない。

　さすがの僕も、人が話しかけてきてるのにぐーぐー寝られるほど非情にはなれない。

　なんか白亜、テンション高いな……。

　昨日のパーティーでもやたらとハイテンションだったし、まだ落ち着かないのかな。

　いや、昨日の今日でまたお出かけというのもおかしい。

　いくら猛スピードの白しら河かわ白亜とはいえ、連日でイベントなんて。

「白亜、僕に隠し事はしてないよな？」

「へ？　ああ、今日どこ行くかって？　それは着いてからのお楽しみだよ」

「ふぅん……」

　どこへ行くかじゃなくて、立て続けに行動していることが怪しいんだが。

　ただ、はぐらかしてるようには見えない。

「ハクアは自分にとって最大の秘密を明かした。今さら、これ以上の──そうだな、大きな隠し事はない」

「……出たな」

　白河ヨルハ──白亜のもう一つの人格だ。

　ずっと快適だった御み空そらさんの運転が、わずかに乱れたような気もする。

　このヨルハの存在は、冷静沈着な御空さんのペースも乱すらしい。

「ハクアには目的があるだろう。パーティーに今日の外出と畳みかけてくるのも不思議はない」

「目的？」

「おい、忘れたのか？　おまえに言わせたい言葉があっただろう」

「ああ……」

　そうか、ある意味現実離れしてるから忘れてた。

　僕に〝愛してる〟って言わせたいんだったなあ。

「でも、僕も白はく亜あを無条件に甘やかす気はないぞ。だから、無理して言うつもりは──」

「それは当然だ。言いたくないことを、ハイセが言う必要はないし……そもそも、ハクアも口先だけで言ってほしいわけじゃないだろう」

「……ヨルハ、白亜の気持ちが全部わかるわけじゃないのか？」

「別に、ぼくもハクアの心が読めるわけじゃない」

「そういうものなんだ……」

　同じ身体からだに二つの人格。

　白亜はヨルハの存在自体を認識していない。

　ヨルハはすべてを見通してるかのような態度だが、白亜の気持ちを知ってるわけでもないのか。

「それでも、ハクアとは〝長い付き合い〟で〝一番身近〟だからな。ぼくの推測はだいたい当たっていると思ってくれ。今はハクアを疑わずに付き合ってくれて大丈夫だ」

「どうも理由になってない気がするけど……まあ、いいか。僕も、いちいち疑うにはちょっと疲れてるし」

「しばらく、ぼくが出ておこうか？　ハクアと違って、ぼくは黙ってることもできるぞ」

「あまり長いことヨルハが〝出てる〟と、記憶に齟そ齬ごが出ちゃうんだろ？」

　僕の質問に、ヨルハはこくりと頷うなずいた。

　ヨルハが〝表〟に出ているときの記憶は、白亜には矛盾がないように勝手に調整されているそうだ。

　そのあたり、僕もシステムが呑のみ込こめていないが……。

「だったら、このくらいにしておこう。たまに、おまえにぼくの存在を思い出させておかないとな」

「忘れるにはインパクトが強すぎるな、ヨルハは」

　ヨルハは、僕と白亜の距離が縮まったときに現れる。

　許嫁いいなずけから婚約者にアップデートしたのだから、今現れてもおかしくはない。

「ぼくはおまえにブレーキをかける役割もあるからな」

「僕が白はく亜あに無む理り矢や理り襲いかかるとでも？」

　だけど、僕だって婚約したからって白亜を変な意味で求めたりはしない。

「まさか、青せいり龍ゆう家のチンピラでもそんなことしないだろう。ハイセなら尚なお更さらだ」

「さりげなく青龍さんが流れ弾くらってるな」

　あのチンピラさんは、ウザ絡みをするくらいで、それ以上のことはまずやらない。

「悪いがハイセ、ハクアに付き合ってやってくれ」

「言われるまでもないよ」

　僕が頷うなずくとヨルハが──いや、白亜がじっとこっちを見ていた。

「なに、灰はい瀬せ？　わたしの顔、えらい見てくるじゃん？」

「見るだけならタダだからな」

「わたし、都合のいい女!?」

　むしろ僕がこれだけ付き合いいいんだから、都合のいい男だと思うが。

　ま、好きで付き合ってるんだから、言わないけどな。

　そんな話をしつつ、御み空そらさんの車での快適なドライブが五分ほど続いて──

「なんだ、ここ？」

　到着したのは、白しら河かわ家がある横よこ浜はま山やま手てからそう遠くない住宅街だった。

　御空さんがアルファードを停とめたのは、そのうちの一軒の前。

「えーと、御空、この家はなんだっけ？」

「今年二月に完成、土地面積約六〇坪、４ＬＤＫ、駅まで徒歩二〇分、販売価格は四九八〇万の物件です」

「へぇ、意外に安いね」

　高いよ。

「一階がＬＤＫ、バストイレ、二階に洋室が四部屋、それぞれ六畳前後ですね。全室収納アリ。もちろんトイレは二階にもあります」

「御空さん、付き人だけじゃなくて不動産のお仕事もしてるのか？」

「付き人として、雇用主が求める情報を調べておくのは基本です」

　なるほど……僕は付き人にはなれそうにないな。

　そんなもん、自分で調べろと思っちゃうから。

「というか、白河家が引っ越しでもするとか？」

　この家も新しくてオシャレだけど、10ＬＤＫだっていう白河家本邸に比べればずっと小さい。

「白河家じゃないよ。灰瀬家だよ」

「灰瀬……灰瀬家!?　僕の家!?」

　言うまでもなく、僕の住居は父からプレゼントされたタワマン最上階の３ＬＤＫだ。

　二十四時間ゴミ出しできるし、最上階で高すぎて怖いことを除けば不満はなにもない。

「そりゃ、白しら河かわ家は二世帯で住むのも余裕だけどさ。やっぱ新婚さんは二人きりで暮らしたいじゃん？」

「新婚さん!?」

　許嫁いいなずけから婚約者にアップデートされたかと思ったら、さらに一つ飛躍してる！

「ああ、今すぐ結婚ってわけじゃないよ。法がそれを許さないし」

「どうも、白はく亜あって話があっちこっち行ったり来たりするよな……」

　マジで今すぐ結婚しようとしてるのかと思った。

　白河家の権限を使って、日本より早く結婚できる国の国籍を取るとかやりかねない。

「とにかく！　わたし白河白亜と灰はい瀬せ譲ゆずるは無事に婚約しました！」

「はぁ」

「だから、次は〝愛の巣〟が必要になるのです！」

「それもまだ中学生には必要ないだろ！」

　結婚できないんだし、親元を離れることもできない──よな？

　白亜といると、中学生にはありえない事態に遭遇しがちだが、家を買うなんて本当にありえない。

「わかってるって。でも、将来を見み据すえて今から探しておこうってこと」

「気が早いなんてレベルじゃないな」

　ただ、白亜にとってはその〝将来〟というものについては思うところがありすぎるわけで。

　僕もツッコミは入れてしまうが、一般的にはぶっ飛んだ話に思われても、白亜は真剣そのもので──

「まずは内ない見けんってことで。御み空そらが手頃な物件を見つけてきてくれたんだよ」

「手頃ねぇ……」

　とりあえずツッコミは忘れて、〝将来住む家〟探しに付き合ってもいいか。

　僕も白亜の猛スピードに併走すると決めてるわけだから。

　前置きが長くなったが、家に入らせてもらうことになった。

　どんな権力を使ったのか、不動産会社の案内なしで、御空さんが鍵を預かってきたらしい。

　その御空さんは「お二人でどうぞ」と、家の外で待つそうだ。

「ふーん……確かにいい家だな。新築の匂いもする」

　ウチのタワマンもまだ新しくて、独特の匂いがするんだよな。

　一階のＬＤＫは広く、ダイニングテーブルやソファ、ローテーブル、家電類を置いても充分なスペースがありそうだ。

「白しら河かわ、二人で住むのに４ＬＤＫは広すぎないか？　僕の家、３ＬＤＫでも部屋が余ってるぞ。広すぎても掃除が大変なだけじゃないか？」

「灰はい瀬せ、甘いね。家は広いに越したことはないんだよ」

　ふふん、と白はく亜あは不敵に笑う。

「掃除が大変になるのは、モノがぎっしり詰まってるからだよ。ウチのわたしの部屋みたいに、遊び部屋・寝室・クローゼットって用途で部屋を分けていればモノが溢あふれかえることはないし、整理整頓も簡単、床掃除も余裕なんだよ」

「遊び部屋じゃなくて、勉強部屋じゃなかったっけ？」

　それはともかく、確かに掃除が面倒になるのはモノが多い場合だ。

　床にまでモノが積み上げられていたら、なかなか掃除する気になれないだろう。

「掃除機をかけるだけなら、楽なもんだしなあ……」

「ロボット掃除機でもいいしね。新生活のためにいろいろ家電を買うのも楽しそう」

「僕は自由に動かせるお金なんてないぞ？」

「わたしもそんなないよ。億もないからね」

　数千万単位のお金を動かせるってこと？

「多少お金があっても、さすがに家は大きな買い物だし。そうポンとは買えないね」

「予算の上限は五〇〇〇から六〇〇〇万くらいです」

「わっ？」

　いつの間にか、御み空そらさんがリビングにいた。

「み、御空さん、外で待ってたんじゃないの？」

「すぐに戻ります。お嬢様のご質問にお答えするために入ってきただけです」

「ここにいてもいいのでは……？」

　御空さんがいても特に困ることはないよな。

　だが、御空さんは僕らに一礼してリビングから出て行ってしまう。

　あの人、白河家の仕事は給料いいらしいが、高給を払うだけの仕事はしてるよなあ……。

「このリビングはいいね。気に入ったかも」

「あっ」

　白亜は、ごろんとリビングのフローリングに仰あお向むけに寝転がる。

　制服のミニスカートがわずかにめくれ、太ももがあらわになってしまってる。

　白亜ってよく太もも見せてくるよな……スカートが短くても長くても見せてくるから、とても困る。

「ほらほら灰瀬も横になってみて。二人の巣なんだから、二人で寝転がらないと。太もも見てないで」
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「気づかれてた！」

　太ももを見るために立っていると思われては困るので、仕方なく寝転がる。

　陽ひ当あたりがいいのか、フローリングの床は冷たくはない。

「うーん、いいね」

「…………」

　白はく亜あが、ぐっと大きく伸びをして、その手が僕の腕に乗せられる。

　婚約までしたというのに、こうしてわずかに触れ合うだけでドキドキしてしまう……。

　だいぶ見慣れたが、白亜は中二とは思えない大人びた美人だと、あらためて認識する。

「え？　灰はい瀬せ？」

　僕はその大人びた美人の手を、ぎゅっと握る。

「キスは結婚式までダメって話だったよな？　手は問題ないだろ」

「灰瀬もだんだん大胆になってきた。白亜ちゃんのお手々なんて、学校の男子は見ただけでドキドキだよ？」

「ウチの学校の男子たち、どんだけピュアなんだ？」

　白くてほっそりした手だけど、さすがに中学生男子でも見ただけで興奮はしないだろう。

「もちろん手くらい握ってくれていいけど。というか、遅すぎるくらいだね、猛スピードの白亜さんに言わせたら」

「僕はまだ猛スピードには慣れてないんだよ」

　なんでもないような顔してますが、僕はまさにドキドキしてる。

　白はく亜あが嫌がらないとわかっていても、女子の手を握るなんて。

　一緒に旅行して、二十四時間介護までしておいて、手て繋つなぎでドキドキするなんて順番がおかしいな。

「よかったあ……」

「えっ？」

　今の、ちょっと涙声みたいな……？

「は、白亜？」

「わたし、相変わらず灰はい瀬せを連れ回してるじゃん？　だから、そろそろ嫌がられても仕方ないかなあと思ってて……でも、手を繋いでくれるってことは嫌いでもないのかなって」

「…………」

　そんな可愛かわいげのある心配をしてたのか、白亜は。

　ワガママでマイペースで自己中心的かと思えば、信じられないほど繊細だったりする。

　不思議だよな、この白しら河かわ白亜って女子は。

「僕は嫌いな相手を許嫁いいなずけにするほど、ドＭじゃないよ」

「許嫁じゃなくて婚約者ね。そっか、ホントによかった。じゃあ……」

「ん？」

「許可もらってるし、ここでお泊まりしようか♡」

「…………」

　甘やかしすぎはよくないな。







　この４ＬＤＫの一軒家は、そもそも白河グループ所有の物件らしい。

　まだ買い手はついていないようだが、一泊するくらいは問題ないとか。

　白河家長女の権限、僕が思ってるよりずっと大きいのかも。

「実は他にもモデルハウスとか、マンションとか回る予定だったんだけどね。なんかめんどくなっちゃった」

「本当、行き当たりばったりだな」

　動画の撮影もできてないし。

　いや、〝愛の巣探し〟企画なんて、ガチで白亜のファンたちに殺されかねない。

　ただでさえ、新聞部の号外で僕へのヘイトが高まっているんだから。

「しかし、ここ……住人どころか買い手もついてないのに、電気ガス水道全部開通してるんだな」

「わたしたちのために開通させたんじゃない？」

「白はく亜あを甘やかしすぎだな、本当に」

「わたしは甘やかされても一向にかまわん！」

「そりゃそうだろ！」

　白亜は同情されるのは嫌みたいだが、甘やかしはＯＫらしい。

　基準がよくわからない。

「だいたい、泊まるっていってもどうするんだ？　エアコンはあるけど、ベッドも布団もなにもないし。それに、夕食は──」

「その辺は、わたしに任せて。というか、お願いできる人がいるじゃん」

「お待たせしました、お嬢様」

「…………」

　もっと給料上げてやってくれ、白しら河かわ家。

　御み空そらさんがリビングに入ってきた。

　両手に大きなエコバッグを持っていて。

　さらに、ドア向こうの廊下には、布団や調理器具らしきものまでどっさり積まれている。

「必要なものはすべて揃そろえてきました。不足しているようなら、すぐに用意してきます」

「ありがとう、御空。大好き！」

「だ、大好き──いえ、仕事ですから」

　一瞬、にっこりと笑いそうになった御空さんがキッと表情を引き締める。

　なかなか隙を見せない人だな。

　でも、白亜はとんでもないわがまま言ってるが、御空さんもそれに応えることを楽しんでるっぽい……。

「では、私はこれで」

「え？　待った、御空さん。そのエコバッグ、食材が入ってるんだよな？　御空さん抜きで料理はどうするんだ……？」

「もちろん、この白河白亜にお任せだよ！」

「ハハッ」

「こいつ、鼻で笑いやがったー！　御空、絞め殺して！」

「そのご命令をお待ちしてました」

　御空さんが手のひらを開き、ゆらりと僕に近づいてくる。

「待て待て、白河、婚約者を暴言一つで殺すのか!?」

「口はカタストロフィのもとだよ、灰はい瀬せ」

　僕のセリフの破壊力、凄すごそうだな。

「ああ、御空。今のは一応冗談だから」

「そうでしたか。ちっ」

　なんでいつもクールなのに、本気で残念そうなんだ、御み空そらさん。

「料理はマジでわたしに任せていいから。ね、御空」

「はい」

「…………」

　ウーバーとか出前館とかにお願いしたほうがいいと思うが。

　とはいえ、鍵っ子のくせに料理もできない僕がどうこう言うことでもないか。

　千ち切ぎれオムライスだって食べられたんだし、今回もなんとかなるかな。

「さあ、やるよ！　灰はい瀬せはいつもどおり、ネットでえっちな動画でも漁あさってて！」

「そんなことしてないだろ！」

　やったことがあるかは、コメントは控えるけれど。

　僕の暇つぶし方法はともかく、白はく亜あはクマが前にプリントされたエプロンを着けて、調理を始める。

　今日は制服エプロンか……なんか白しら河かわの意外な姿をけっこう見てきてるよな。

　キッチン自体は綺き麗れいで設備も整ってる。

　御空さんが持ってきた調理器具も、全部真新しい高級品ばかりみたいだ。

　包丁だって美しく輝いていて、きっと名のある包丁鍛冶が打ったものだろう。

「ふふーん、ふんふーん♪」

　無駄に上う手まい鼻歌を唄うたいつつ、白亜は調子よく野菜を刻んでる。

　あれ……？　ちょっとおかしくないか？

　それから、一時間ほどが経過して──

「さあ、召し上がれ！」

「……どこで完成品とすり替えたんだ？」

「おいっ、婚約者でも親しき仲でも礼儀ありだろ！」

　リビングに、御空さんが持ってきてくれたローテーブルが置かれている。

　そこに並んでいるのは、カレーの皿が僕と白亜の二人分。

「ああ、ごめん。つい、動揺して……」

「わたしがカレーをつくったら、そんなに動揺するの？」

　白亜が身を乗り出し、上目遣いに僕を睨にらんでくる。

　白亜は制服の白ブラウスを腕まくりして、リボンも外しているせいで、そんな体勢になると胸の谷間が見えてしまう。

　僕は、視線だけを逸そらしつつ──

「この前は、全然料理なんてできなかったよな……？」

「あれから何日も経たったでしょ。女子、三日会わざれば刮かつ目もくして見るべしだよ」

「男子じゃなかったっけ。でも、ほんの何日かでこんなに上う手まくなるもんか？」

　スプーンで、じゃがいもをすくい取ってみる。

　切り口もしっかりしてるし、熱もちゃんと通っているようだ。

　千ち切ぎれオムライスを仕上げたぽんこつ白はく亜あはどこへ？

「練習したんだよ！　悔しかったから！　灰はい瀬せのあざけりの声は忘れられない！」

「僕、別にあざけってないだろ……？」

　被害妄想もいいところだ。

　僕のチキンライスだって、人のことを言えるデキじゃなかったし。

「美み玖く里りに習ったんだよ。カレーに絞って作り方を何回もね。一日に二回カレー作ったりとか」

「それは食べるほうも大変だっただろうな……」

「娘のカレーなら一日四食でも食べられるのが親ってものだよ」

「その親の定義にはさすがに異論があるな」

　ウチの母は、僕がカレーをつくっても一日に四回も食べさせたら逃げ出すだろう。

　インドに渡って、本場のカレーで口直しするんじゃないか。

「わたしって、やればできるんだよね。やってないことが多いだけで」

「お嬢様だもんな。なにもしなくても、御み空そらさんや美玖里さんが──」

　そこまで言って、僕ははっと気づいた。

　白亜は幼い頃から心臓に問題があった。

　一度は手術で快復し、芸能界デビューして映画やＣＭに出るくらい活発だったとはいえ──

　料理や他の家事なんて習ってる暇もなかったんじゃないか？

「あ、わたしはただ、花嫁修業とか全然やる気なかっただけだから。ちな、真ま白しろはきっちり仕込まれてるよ。料理洗濯掃除、なんでもできるから、灰瀬が〝婚約者の妹が俺のお世話をしにきた〟ルートに入っても完璧なご奉仕を受けられるよ」

「もしかして白しら河かわ、僕に真白ちゃんと浮うわ気きさせたいのか……？」

　僕の人生、真白ちゃんルートへの分岐が多すぎだろ。

「真白なら、スパイスの調合からできちゃうんじゃないかな。わたしのは、残念ながらルーは市販品だからね」

「ルーが市販品は普通だろ。とりあえず、いただきます」

　スプーンでカレーをすくって一口。

「ああ、美う味まいよ。これなら四食でも食べられるかも」

「は、灰瀬……？　わたしの灰瀬を返してっ！」

「ちょっと優しくしたらニセモノ扱い!?」

　僕には素直になることも許されないというのか？

「ジョークだよ、ジョーク。いやー、そんなドストレートに褒められるとさすがに照れるね。あ、でももっと褒めていいよ？」

「ほしがるなあ……」

　白しら河かわ白はく亜あは、意外と承認欲求が強い。覚えておこう。

　とりあえず、お腹なかも減ってるのでカレーをありがたくいただく。

　実際、これは本当に美お味いしい。

　ちゃんと野菜に火も通ってるし、カレーの煮込み具合もちょうどいい。

　辛さもほどよくて、僕の口に合ってる。

「あれ？　僕ちょっと辛いくらいが好きなんだけど、よく好みがわかっ──ああ、母か」

「理り代よ子こさんとＬＩＮＥしない日はないね」

「僕より母さんのほうが、白河と仲良くなってない……？」

　白亜こそ、譲ゆずるルートじゃなくて義母ルートに進んでるのでは？

「わたし、理代子さんを尊敬してるからね」

「え？　尊敬？　どこを？」

「こんなひねくれた性格の息子さんを、中二まできちんと育ててるんだから。人類史上に遺のこる偉業といってもいいのでは？」

「……ひねくれた性格に育てた張本人でもあるけどな」

　いや、母さんには感謝してるよ？

　父に認知されるまで、女手一つで僕を育ててくれたんだから。

「レシピは理代子さんとも相談したから。どう、美味し──」

「んん!?」

　白亜が、ぽろぽろと涙を流してる。

　そんな感動するような話だっけ、今の？

「わたしには、ちょっと辛いかも……うああ」

「おいおい！」

　僕は立ち上がり、御み空そらさんが持ってきた中にあったポータブル冷蔵庫を漁あさる。

　さすがというか、飲むヨーグルトがあったので、新しいグラスに注ついで白亜に渡す。

「ほら、これ飲んで」

「ありがと……んっ、んっ……ふああ」

　どうやら落ち着いたらしい。

「僕は甘口カレーでもよかったのに」

「どうせなら好みの味を食べさせたいじゃん。料理は愛情だよ、灰はい瀬せ」

　まだ涙目のままで、白亜が言う。

　そりゃそうだが、無理をして食べてもしょうがないだろうに。

「ウチは古い家だからね。女子は料理で殿方を喜ばせるって、ＤＮＡにざくっと刻まれてるんだよ」

「因習なら断ち切ってもいいと思うけどな。白はく亜あの好きにやればいいけど」

「うん、だいたい好きにやってるよ」

「そうでしたね」

　僕などに言われるまでもなかったか。

「特に灰はい瀬せは素直じゃないから、喜ばせたときの達成感、エグいもんね」

「僕のせいでしたか」

　つい続けて敬語になっちゃうくらい、言うことがごもっともすぎる。

　ありがたく辛口カレーを二人で食べて──

「さて、ご飯も終わったし、あとは──寝るだけだね」

「ああ、お布団もあるしな。なんか高そうな布団だったな」

「一組しかないけどね」

「え」







　風呂はシャワーだけで済ませた。

　湯船も使えるが、いつかここに住む人のために一番目の入浴は譲ることにしたわけだ。

　キッチンもシャワーもトイレも使っておいて、お風呂の一番乗りだけ譲ってもあまり意味ないかもしれないが。

　リビングは二十五畳もあるらしい。ウチの豪華タワマンよりも広い。

　一階は個室がない分、家全体の大きさの割にリビングが広いようだ。

　その広いリビングに、布団が一組だけぽつんと。

「あー、そっか。フローリングの上に布団だとちょっと硬いのか。一晩だけのことだし、我慢できるよね、灰瀬？」

「寝床の硬さの前に気にすることあると思う」

　僕はＴシャツにハーフパンツという格好。

　白亜は、胸元の緩いタンクトップに太もももあらわなショートパンツ姿。

　初夏の部屋着なんだから、おかしくはないが──男の僕がいるという条件さえなければ。

　いや、それは些さ細さいなことだ。

　布団が一組という事実に比べたら。

「御み空そらさんらしくもない！　いつも怖いくらい気が利くのに、なんで布団が一組だけなんだよ！」

「わたしが言ったから。二組でも三組でもなくて、一組だけ持ってきてって」

「……御み空そらさん、反論はしなかったのか？」

「わたしに反論は逆効果だよ。余計に状況が悪化するよ。下へ手たなこと言ったら、寝袋一つにしてとか言い出すよ」

「その場合、僕が床に直じかで寝ることになりそう……」

　寝袋に二人でくるまって寝るのはヤバすぎる。

「お布団あってよかったね。しかもこれ、高級羽毛布団だよ。たぶん、灰はい瀬せが想像してるより値段が一桁上じゃないかな」

「一回しか使わないのに、そんな高級品を……」

　いくらお金持ちでも、お金の使い方を間違っていないだろうか？

「寝ね心ごこ地ちは保証できるよ。さっさと寝ようか」

「僕は床で寝るよ。クッションもあるし、これを枕にすれば寝られるから」

「え？　そんな無駄な抵抗するの？」

「怖いっ！」

　目が機械のように冷徹だよ、白はく亜あ！

　そうか、余計に状況が悪化するんだったか……。

「六月でも、夜はまだ冷えるよ。お布団で寝ないと、風か邪ぜ引いちゃう。風邪はよくない。健康だからって身体からだに気を遣わないのは、わたし嫌いだな」

「…………」

　白亜、遂ついに自分の病気をネタに使い始めてないか。

　迂う闊かつにツッコミとか入れられなくて、それこそ怖い。

「そういうわけで、寝ようか、灰瀬。夜更かしも健康に悪いしね」

「……変なことしないか？」

「それ、女子の台詞せりふ！」

　いや、この場合は男子の台詞だよ。

　性的な意味でなくても、白亜は寝込みを襲ってきかねない。

　掛け布団をめくり、二人で寝転がる。

　大きめの布団なので、身長が高くても華きや奢しやな白亜、背が低くて痩せている僕の二人なら、普通に寝られてしまう。

　白亜は、バサッと布団をかぶせ、めでたく二人で同どう衾きん──

「なにしてるんだろ、僕」

「睡眠は必要だよ、灰瀬。あ、一緒に寝るって言ってもキスはダメだからね？」

「この状況でそんなこと思いもしなかったな……」

　白亜と同じ布団に入って、当然ながら身体がくっついてしまっている。

　僕が布団の端に寄ってはいるが、互いの腕や脚が接触するのはどうにもならない。

「ふむ、やっぱり新婚さんは布団は一つ枕は二つだね」

「僕らは婚約者であって、新婚じゃないだろ……」

「ああ言えばこう言うなあ。ほら、灰はい瀬せ、こっち向いて」

「わっ」

　僕は白はく亜あに背中を向けていたが、肩を掴つかまれて強引に寝返りを打たされる。

　ぐるんと半回転すると──

「うっ……」

「はい、どうも」

　思わずうめいた僕に、白亜が笑顔を向けてきた。

　まだ灯あかりを消していないので、はっきりと顔が見えてしまう。

　それこそキスできそうな近距離で、白亜の綺き麗れいすぎる大人びた顔が──

「…………っ」

　僕はその顔から視線を下げ──って、ダメだ！

　視線を下げると、タンクトップの開いた胸元から谷間が……！

「顔か谷間か、究極の選択だね」

「確信犯か！」

「確信犯の誤用について、小こ一いち時じ間かん議論してみる？」

「さすが文学少女、ネタが文学的だな……」

　その程度のネタじゃ、小一時間どころか一〇分も話がもたない。

「文学といえば、前に貸した『車輪の下』は読んだ？」

「一応。ちょっと、僕には合わなかったかな……」

　今の僕は、なにも考えずに笑えるような作品を求めてる。

『車輪の下』は面白いけど、求めてる作品の真逆みたいな感じだからな。

　神童だった少年が、周りの期待にどんどん押し潰されていく、みたいな……。

「そっかあ。仕方ないね、わたしだって名作でも合わないものけっこうあったし」

「僕は白しら河かわと比べたら全然読書量は少ないけどな」

「わたしは芸能活動してた時期以外は、ずっと暇だったからね。本を読む時間はたっぷりあったし」

「ふぅん……」

　白亜の本棚に並んでいた本は、あまり中学生向けじゃない作品も多かったが。

　おとなしく家で過ごす時間が長くて、本を読んでるうちに難しい作品も読めるようになった……のかな。

「じゃあ、なんの話をしようか？」

「もう少し離れてくれると、話しやすいんだが」

　未いまだに顔か谷間か、究極の選択はできていない。

　顔と谷間、両方を少しずつ見てる──って、変態くさいぞ。

「でもさ、この前の介護生活でもベッドは別だったからさあ」

「当たり前だろ。どこの世界に病人と一緒に寝る介護人がいるんだ」

「愛の巣探しなんだから、試しに一緒に寝てみないと。試すことはいろいろあるよ。もっと……試したいこと、ある？」

「……白しら河かわがどれくらい黙っていられるか試してみたいな」

「そ、それはちゅーで口を塞ぎたいって意味？　だからキスは──」

「なんで常に発想が飛躍するんだ!?」

　常人と発想が違うなあ……配信者に向いてるかもしれない。

「キスはダメだけど、ぎゅっとするくらいならいいよ」

「…………」

「わっ、本当にしてきた!?」

　僕は白はく亜あの細い腰にしがみつくようにして、抱きつく。

　胸に顔が触れないようにしつつ──

「僕、寝付きが悪いって言っただろ。前々から、抱き枕を試してみたかったんだ」

「婚約者から抱き枕にダウングレード!?」

「ちょっと細すぎて頼りないけど、まあ我慢するか」

「我慢!?　こんな最高級のふかふか枕、他にないよ！」

「やっぱり、白亜はもう少し肉をつけたほうがいいな。細すぎる」

「そ、そうかな」

　胸は大きいのに全体に脂肪が少ない気がする。

　いや、他の女子を抱きしめたことなんてないから、比較はできないが。

「……ねえ、灰はい瀬せ」

「え？」

「この家、ちょうどいいと思わない？」

「そういえば家探しがテーマだったなあ。でも、白亜はもっとデカい家にずっと住んできたんだし、狭くなると微妙じゃないのか？」

「狭くてもいいよ」

　ぐぐっ、と白亜のほうから強く抱きついてくる。

「わっ、白亜……ちょ、ちょっと強すぎ……！」

「今度は灰瀬がわたしの抱き枕になる番だよ。実は、わたしも抱き枕ほしかったんだよね。もう少し大型サイズがよかったけど」

「小型サイズで我慢してもらおうか……」

　さっき、細いとかディスられた逆襲なのか？

「ウチはさ、広すぎるんだよ。パパもママも家を空けること多いし、四年前に真ま白しろもおばあの別邸のほうに移っちゃったし」

「四年前……」

　つまり、白はく亜あが入院した頃に……？

　その頃に、白しら河かわ家の後継者が白亜から真白ちゃんに変わった？

　白亜の心臓が手術しても治っていなかったから、後継者から外された……？

「だいたい、灰はい瀬せが想像してるとおり。十歳になるまでは様子見されてたんだけど、真白が跡取りで確定したからね。でも、真白もいない家は寂しいよ」

「……御み空そらさんとか美み玖く里りさんとかいるんだろ」

「二人ともわたしに遠慮して、家の中でも距離は置いてるからね」

　僕は、白亜の顔をちらりと見る。

　白亜は、驚くほどまっすぐな目を僕に向けていた。

「だから、夜になるといつも寂しくてさ。家が広いから余計に静かで。狭くてもいいから、誰かの気配がある家がよかったな」

「抱き枕を買ったら、少しは落ち着くかもな」

「しゃべる抱き枕とかないかな。灰瀬の声で『おやすみ』とか『ゆっくり眠りなさい』とかささやいてくれたら眠れるかも」

「ちょっと怖くないか？」

　抱き枕からボソボソ声が聞こえたら、僕だったら恐怖を感じる。

「今夜はゆっくり眠れそう。灰瀬がいるし、抱き枕もあるし」

「一人二役だな……」

　白亜が言っていることは冗談でもないようで、ぎゅうっと抱きついてくる。

　ちょっと痛いくらいだが、我慢するか……。

　僕と白亜が〝愛の巣〟とやらに引っ越すのは、何年も先──結婚よりあとの話だ。

　抱き枕になるのも、まだ恥ずかしい。

　白亜の寂しさはなんとかしてやりたいが、今夜みたいな外泊だってめったにできない。

　何度でも実感させられるけれど、僕らはまだ中学生なのだから。

　僕は白亜じゃないから、猛スピードでは進めない。

　寂しい女の子に「いつでもそばにいる」なんて言えないんだ。

　こんな風にすぐ近くにいられるのは一瞬だけのこと。

　僕はいつか──いつでも白亜のそばにいられる自分になれるのだろうか。









６　僕は婚約者の妹をはべらせる






　白はく亜あとの〝愛の巣探し〟から数日。

　六月も序盤が過ぎて、次第に気温が上がってきている。

　横よこ浜はまの夏は──これといって特徴はない。

　いや、神か奈な川がわには湘しよ南うなんという有名な海水浴やサーフィンのスポットがあって、ニュース映像なんかでもお馴な染じみだが、僕には縁がない。

　あまり夏が似合わない男だという自覚がある。

　特にインドアじゃないが、アウトドアでもない。

　要するに夏だからハシャぐ、というタイプではないのだ。

「ふー……」

　放課後になり、今日は一人で下校する。

　青せい龍りゆうは剣道部の部活がある。

　放送部の部長様は、今日は白しら河かわ家の用事があるらしく、御み空そらさんが迎えに来て先に帰っていった。

　実は病院──とかじゃないことは、白亜の口から確認している。

　嘘うそかもしれないが、疑い始めたらキリがない。

　部長様がお休みだと、ヒラ部員一人ではやることがない。

　ちなみに介護生活は動画の編集まではやってみたものの、放送は見送った。

　どうやっても僕の存在をカットできず、ただ白亜とイチャついてるだけにしか見えなかったからだ。

　白亜は校内の男女両方に人気があり、男子だけならまだしも、女子の恨みまで買ったら、まだ転校してさほど経たってない学校での生活がままならなくなる。

　ついでに言うと、白亜の部屋着姿がどうやってもエロくて、下へ手たをすると全画面にモザイクが必要になるレベルだった。

　そんなもの放送したら、みんながいらぬ想像をたくましくしてしまう。

　そういうわけで、僕の苦労はまったくの無駄となりましたとさ。

「久しぶりにカラオケでも行って、ストレス発散するかー」

　白亜は僕で遊んでストレス発散してるようだが、僕は多少疲れてる。

　唯一の趣味であるヒトカラにたまに行ったって、バチは当たらないだろう。

「あのー……お兄さん」

「え？」

　校門を出たところで、小さな人影が見えた。

　黒髪のショートボブに、小柄な身体からだつき、おとなしそうな雰囲気。

　真しん道どう中等部の夏服──白のスクールベストに半袖ブラウス、グレーのミニスカート。

　白はく亜あの妹、白しら河かわ真ま白しろちゃんだった。

「ああ、やっぱりです……」

「えっ、なにが？」

「お兄さん、目が死んできていますね……」

「そ、そうかな？」

　僕は意味もなく顔を撫なでてしまう。

　前は、紅べに坂さかに目が死んでないって言われたのに。

　この数日で死に始めたのか、灰はい瀬せアイ。

「お姉さん、気に入った相手にはかまいすぎるクセがあって……」

「気に入られてるかはともかく、かなりかまわれてはいるな」

　婚約披露パーティーに加えて、新居探しをやらされるとは夢にも思っていなかった。

　こんな二つのイベントを経験してる中学生は、なかなかいないだろう。

「いろいろありますよね。なので、お兄さんが心配になりまして……」

「それは……ごめん」

　たぶん、僕が白亜の病気のことを知ったと気づいてるんだろう。

　それなら、真白ちゃんが心配になるのも無理はない。

「姉は今日は家のお仕事で出かけているので、様子を見にきてみました……」

「ああ、そうだったのか」

　とりあえず、白亜が家の仕事で出かけているという話の裏は取れたな。

「お姉さん、家の仕事はずっと逃げ回っていたんですが、気が変わったみたいで……お兄さんも姉が仕事している日はゆっくり過ごせます……」

「僕は白亜の都合次第で振り回されていくんだなあ……」

　自分が望んで白亜のそばにいるんだから、文句は言えないが。

「ですが、お兄さん！」

「わっ」

　珍しいな、真白ちゃんが大声を出すなんて。

「今日はその……わ、私がお兄さんを接待します！」

「接待？」

「私、これでも白河家の教育を受けていますから、要人の接待だって完璧です！」

「僕、全然要人じゃないけど……」

「そういうわけで、今日は……わ、私に付き合っていただけないでしょうか？」

「…………」

　こんな小さくて可愛かわいい女の子に、目を潤ませて懇願されて断れる男がいるだろうか？

　いや、いない。

　僕はロリコンじゃないが、断るなんて絶対に無理だ。

　ヒトカラはまた延期だな……。

　正直、真ま白しろちゃんの接待にも興味はある。

　あの白しら河かわ白はく亜あの妹が、どんなことを企たくらむのか気になるじゃないか。







　白河家には三人の使用人がいる。

　一人は白亜の付き人の御み空そらさん、もう一人は料理担当の美み玖く里りさん（面識なし）。

　最後の一人は謎のベールに包まれている。

　ただ、それはあくまで〝本邸〟の使用人の話らしい。

　僕と真白ちゃんが乗り込んだ車を運転しているのは、〝別邸〟の使用人さん。

　御空さんと同年代の女性で、御空さん以上にクールで無口だったため、僕は彼女の声は聞いていない。

「機嫌が悪いわけではないんです」

　と、真白ちゃんが耳打ちしてくれた。

　長女の婚約者に思うところがある、というわけではないらしい。

　その使用人さんの車で、白河家別邸に到着──

　木造二階建ての、大きくはあるが本邸ほどの豪邸でもない。

「この家、応おう仁にんの乱の頃からあるとか？」

「え？　一部は京きよ都うとの白河家の建材を使ったそうですが……戊ぼ辰しん戦争より古いということはないかと」

「へぇ……」

　戊辰戦争なんてワードが出てくるだけでも凄すごいけど。

　今から百五十年くらい前の出来事だったかな？

「別邸は祖母の好みで建てたそうです。あくまで隠居用の家なので、控えめの大きさにしたとか聞きました……」

「控えめねぇ……」

　本邸ほどじゃないというだけで、庶民の僕から見れば充分に大きい。

　先日の、僕らの〝愛の巣〟（候補）より広そうだ。

「祖母と私、それに使用人が一人いるだけです。あ、祖母は今日は不在ですので」

「ああ、そうなんだ」

　白亜の祖母は気きぐ位らいが高いというので、できればお会いするなら心の準備をしてからと思ってたからな。助かった。

　別邸の祖母は、父方──白しら河かわ家のお祖ば母あさんなのかな？

　どちらかの祖母は北欧系なんて話も聞いたっけ。

「お兄さん、どうぞ中へ」

　別邸の室内は、本邸より落ち着いた渋い雰囲気だった。

　無む垢く材ざいというのか、壁も床もかすかにさわやかな香りを放つ木材が使われている。

　建築なんか全然詳しくないが、たぶんよくある白い内壁よりずっと高価なんじゃないか。

「お兄さん、こちらでお待ちください。お茶を淹いれてきます」

「あ、ああ。お構いなく」

　通された居間も当然のように、畳敷きの和室で、これも二〇畳ほどはあるだろうか。

　家族は祖母と孫娘の二人だけなら、広すぎるくらいだろう。

　部屋には渋い木の座卓が置かれ、まるで日曜夕方にやっている国民的テレビアニメの居間みたいだ。

　ただ、ＴＶテレビすらなく、タイムスリップでもしたような──

「お待たせしました、お兄さん」

「ああ、真ま白しろちゃん。わざわざ──って、なんだ!?」

　居間に現れた真白ちゃんは、着替えを済ませていた。

　自宅に帰ってきたんだから、それは当然として──

　真白ちゃんの服装は黒いミニのワンピースに、白いフリフリがついたエプロン。

　要するに、メイド服だった。

「……実は跡取り娘じゃなくて、使用人だった？」

「ち、違います。跡取りはどうでもいいんですが、白河家の娘でお姉さんの妹なのは間違いありません……」

　跡取りはどうでもいいんだ？

「お疲れのお兄さんを癒やすならメイドだと思いまして……」

「僕、メイド好きなんて言ったことあったっけ？」

「前に、お姉さんが『灰はい瀬せのために可愛かわいいメイドさんを雇ってやるか。あいつも男だし、喜ぶでしょ』って言ってたので」

「ろくなこと言わないな、白はく亜あは……」

　白亜、妹さんが素直なことは僕よりはるかに知ってるだろうに。

　むしろ、真白ちゃんがメイドになるように仕向けたんじゃないかとすら思う。

「な、なにかおかしかったですか？」

「いや、うん。可愛いよ。真白ちゃん、似合ってる」

「あ、ありがとう……ございます……」

　真ま白しろちゃんはその白い顔を真まっ赤かに染めて恥じらう。

　おかしいぞ、僕はメイド好きでもロリコンでもないのに。

　真白ちゃんが可愛かわいすぎて、新たな性癖の扉が開きそうだ。

「あ、お茶……熱いお茶ですけどいいでしょうか？」

「うん、ありがとう」

　真白ちゃんがまだ恥じらいつつ、湯飲みを僕の前に置いた。

　外は暑いけれど、室内はエアコンがほどよく効いていて熱いお茶も悪くない。

「いただきます……って、真白ちゃん、座ったら？」

　僕のそばに立っているので、ミニスカから伸びる太ももがどうしても目に入ってしまう。

「今の私はメイドですので……ご主人様の前で座るわけには」

「…………っ」

　こんないたいけな少女に〝ご主人様〟とか言われると……扉が、扉が開く！

「ど、どうしたんですか、お兄さん！　なぜ悶もだえてるんですか!?」

「気にしないでくれ……それより、本当に座ってほしい。僕が気が引けるし」

「そ、そうですか……では失礼します」

「…………」

　真白ちゃんは腰を下ろし、きっちりと正座した。

　さすが名家の跡取りだけあって、脚を崩したりはしないようだ。ただ──

「あの、真白ちゃん？　なにも隣に座らなくても」

　真白ちゃんは、僕に寄り添うようにして──というか、ぴったり身体からだをくっつけて座っている。

　柔らかい身体の感触と、ほのかに甘い香りが──

「こうしておそばにはべって、どんなご命令にも応じるのが正しいメイドの姿だと、お姉さんが──」

「君のお姉さん、ある意味一番信用しちゃいけないからな？」

　純粋な妹になにを吹き込んでるんだ、僕の婚約者は？

「でも……こうしてると、なんだか安心します……」

「…………」

　真白ちゃんは、僕の肩に頭を乗せてくる。

　なんだか身体を委ねきった感じで──かすかに体温が伝わってくる。

　こうしているのは、姉の教えだからというだけではないらしい。

「お姉さん、あっけらかんとしてるようで、実はあまり人に心を開かないタイプなんですよね……」

「そ、そうかな？」

　僕には、誰とでもすぐに仲良くなるタイプに見えるが……。

　とはいえ、白はく亜あの交友関係を多く見てるわけじゃないからな。

「許嫁いいなずけ十人を振ってるのは伊だ達てじゃないですよ……十人の中には凄すごくいい人で、お姉さんを大事にしてくれそうな方もいたんです」

「それは……いてもおかしくないか」

　僕が直接見た過去の許嫁は青せい龍りゆうさんだけなんで、パンチの効いた人ばかりなのかと思ってしまうけど。

　青龍さんだって実はいい人だったし、白しら河かわのご両親も相手の人柄くらいは見てたんだろうからな。

「それでも、お姉さんはお兄さんを選びました」

「選んだというか……」

　白亜は、入院してた四年前に僕と面識があった。

　そのことで運命めいたなにかを感じていたのかもしれない。

　それが決定打かはともかく、無関係ではないはずだ。

「なんとなくわかる気がします。お兄さんの声を聞いてると落ち着きますね……」

「君もお姉さんと同じで声フェチなのか……？」

「声には気持ちが滲にじむんですよ。声で心が伝わるんじゃないでしょうか……」

　ぎゅっ、と真ま白しろちゃんは横から僕に抱きついてくる。

　え、ガチで婚約者の妹と浮うわ気きルートが開通した……？

「お姉さんのわがままに付き合ってあげてください。そうしたら、私も……お兄さんのためになんでもしますから……」

「…………」

　なんだか本気で誘惑してるかのような台詞せりふだが、そういう意味でもないはず。

「ありがたい話だけど、メイド服着て接待なんてしなくていいから」

「えっ？　バ、バニーさんのほうがいいですか？　一応、お姉さんが衣装を手配してくれてるんですが……」

「なにを手配してるんだ、白亜は!?」

　こんな小さな、胸もほとんどない女子にバニー衣装だと!?

「お姉さん、家には一切縛られませんけど、家の権力と財力は使い放題なので……」

「好きにやらせすぎだろ！」

　いくら白亜が特殊な事情を抱えてるからって、白河家は甘すぎないか？

　冗談じゃなく、少しは僕が白亜の手た綱づなを握ったほうがよさそうだ。









７　私の花嫁姿は晴れやかに






　たまに忘れそうになるが、僕は放送部に所属している。

　本来、部活なんて面倒くさいことをやるタイプじゃないが、真しん道どう学院中等部は部活強制なので仕方ない。

　部長様のご機嫌次第で休みになる部活は、ある意味では僕に向いてるかもしれない。

「というわけで、新聞部とのコラボが決まりましたー！　わー、ぱちぱち！」

「…………」

　部長様のご機嫌次第で、面倒くさそうな企画が動き出すので、やっぱり向いてないかもしれない。

　放課後、放送部の部室。

　放送・配信用の高価な機材が揃そろっている部屋で、座すわり心ごこ地ちのいいソファまである。

　部長はこのソファが目当てで放送部に入った疑いすらあるくらいだ。

「よろしくお願いします、白しら河かわさん、灰はい瀬せくん」

　白はく亜あと並んで座っているのは委員長姉。

　今日も眼鏡めがねにお下げと、パーフェクトな委員長スタイルだ。

　委員長姉、青せいり龍ゆう愛あい夏かは新聞部の部員で、闇を暴くことに定評があるらしい。

　ここからは、愛夏さんと呼ぼう。

　本人も闇を抱えていそう──優しげに見えて本人も下へ手たに逆らうと怖そうなタイプだから、呼び捨てとかありえない。

　ちなみに僕は、白亜と愛夏さんが座るソファの前に立っている。立たされている。

「愛夏さん、白河のことわかってる？　関わると厄介だよ？」

「おいこら、本人の前でなにを言ってんの。というか、婚約者を苗みよ字うじ呼びで、クラスの女子を名前にさん付けとか」

「い、いえ、私はいいですよ。兄や弟と苗字が同じでややこしいですし」

　さすが愛夏さん、闇を抱えていても表向きは優しい。

「まったく、この男はツンデレなんだから……ま、いいや。灰瀬、コラボ企画、なにをするかわかる？」

「白河の思考回路を読むとか、アカシックレコードにでも接続しないと無理だな」

「わたし、宇宙規模の謎生物なの!?」

　アカシックレコードとは、宇宙のすべての情報が記録されたと言われている概念のことだ。

　白亜は、本当に地球人には理解の及ばない生き物だからなあ。

「いやいや、ツッコミ入れてたら話が進まない。灰はい瀬せ、今は六月。六月といえば？」

「ジューンブライド？」

「一発で正解するな！　ボケて！」

「無む茶ちや言わないでくれ」

　というかそのクイズ、あまり選択肢ないよ。

　あとは梅つ雨ゆくらいだけど、企画のテーマにするのは無理だろう。

「そう、六月といえばジューンブライド……それでいいんだね？」

「な、なんだよ？　正解って言っただろ？」

　じぃっと白はく亜あに睨にらまれてしまうが、まさか梅雨じゃないだろう。

　白亜は意外に長い間、僕を睨んでから──ふうっとため息をついた。

「まあ、正解。それじゃ撮とれ高だかがないよ」

「まだカメラ回してないだろ」

　なんでそんな不満そうなんだ？

　僕にそこまで面白いボケを期待してたんだろうか……それは相手を間違ってる。

「とにかく、ジューンブライドだよ。放送部と新聞部合同で、企画を動かすことになったからね」

「僕に内緒で企画してたのはともかく……ジューンブライドって言っても、具体的になにをやるんだ？」

「やっぱさ、女子にとっては花嫁さんっていうのは憧れなわけだよ」

「はぁ……」

　いろいろツッコミたいというか……思うことはあるけど、黙っておこう。

「そこで、結婚式場を取材して、ウェディングドレスの流行とかを調べてみようって企画だよ。あと、ついでに」

「きゃっ」

　白亜ががしっ、と愛あい夏かさんと肩を組んだ。

「このわたし、白しら河かわ白亜と青せいり龍ゆう愛夏、二年Ａ組のエース女子二人がウェディングドレスを着るんだよ。これはまた全校生徒が動画をほしがる企画になるね！」

「エ、エース？」

　女子にエースも控えもないと思うが……。

　確かに、白亜は文句のつけようのない美少女だし、愛夏さんも地味ながら整った顔立ちでかなり綺き麗れいではある。

「ちょっと待った、白亜。ウェディングドレスの試着なんてできるのか？」

「白河家と青龍家の令嬢が二人揃そろってできないことなんてないよ？」

「ないんかい」

　白しら河かわ家の権力財力が絶大なのは薄々わかってるが、青せいり龍ゆう家も凄すごいのか。

　我が父の家である天てん条じよ寺うじもなかなかの勢力らしいが、そっちはよく知らない──知らないままにしておくつもりだ。

「うーん……」

　僕はソファ前で立ったまま、二人のクラス女子を眺める。

　白はく亜あはウェディングドレスを着ても、さほど違和感はないだろう。

　なにしろ僕は初対面で年上のお姉さんと間違えたくらいで、結婚可能な年齢にも見える。

　愛あい夏かさんもどちらかというと大人っぽいほうで、ウェディングドレスも似合うかもしれない。

　正直、二人のウェディングドレス姿を見てみたいとすら思う。

「でも、中学生が結婚式に興味持つかなあ……？」

「中学生っていっても、ウチの生徒はみんな普通じゃないよ。許嫁いいなずけとか婚約者とか、普通にいるんだって。結婚って意外と現実感あるもんだから」

「……ちなみに愛夏さん、婚約者とかいるのか？」

「いえ、私はいないですね」

「おいこら、婚約者の前で別の女子がフリーか確認するんじゃない」

「そ、そういう意味じゃないって！」

　愛夏さんがウェディングドレスに興味あるのか確かめたかっただけで！

「あ、そういえば。結婚前にウェディングドレスを着ると婚期が遅れるって説もなかったっけ？　気にしないのか？」

「私は結婚するつもりはありませんので。どうでもいいです」

「えっ」

　愛夏さん、えらくさらりと……。

「まあまあ、灰はい瀬せ。そういうこと言ってる子ほどちゃちゃっと結婚するもんだよ」

「白河も、なにをわかったようなことを……」

「いえ、本気ですよ。ウチは兄も弟もいて跡継ぎには困りませんから、私は自由にできるんですよ。せっかくの自由なのに、結婚で自分を縛りつけたくないですね」

「あー、そういうのは個人の自由だしな」

　中学生だから、先のことなんてわからない。

　でも、青龍家長女はこの歳としで確固たる考えをお持ちのようだ。

「わたしは結婚相手、既にいるからね。婚期は、相手次第だよ？」

「…………」

　なあ、白亜……その思わせぶりな目線はどういう意味だろう？

　僕が結婚したいと言ったら、婚姻可能年齢に達すると同時に結婚できるのか？

「なんてね。とにかく、企画は動き出したよ！」

　白はく亜あは叫んで立ち上がり、拳を高々と掲げる。

「動画を撮影して校内放送で配信。新聞部は写真と記事で特別増刊号を配布。最近、放送部の存在もアピールできてるし、このコラボはきっとウケる！」

「まあ、放送部単独でやるよりはいいかも……」

「それにわたしたち婚約者なんだから、結婚式の〝予行演習〟も兼ねてね」

「よ、予行演習？　うーん、公私混同もはなはだしいけど……仕方ない、やるか」

「そうそう、さすが灰はい瀬せ。そうこないと」

　真ま白しろちゃんにも頼まれたことだしな。

　白亜のわがままに付き合ってやってくれって。

　メイド服で接待してもらったことだし──

　あんな純真な子のお願いを断れる男なんて、この世にいないだろう。

「じゃあやるよ、灰瀬！」

「はいはい」

「『【ジューンブライド】冴さえない放送部員が正室と側室を迎えてみた！』」

「ちょっと待て！」

　誰が正室と側室を迎えるって？

　僕、撮影係に徹するのかと思い込んでたんだが！

　メイド真白ちゃんのお願いを断れる唯一の男になってもいい気がしてきた。








　　　　　　＊






　白しら河かわ家二階、白亜のウォークインクローゼットには大きな姿見がある。

　日曜の朝、白亜は洗顔を済ませて姿見の前に立っている。

　寝間着のキャミソールとショートパンツを脱ぎ捨て、上下の下着を着けただけの格好だ。

「今日は白がいいかな。純粋無む垢くな白じゃないとね」

　白亜は、ブラジャーの胸元を調整し、中二にしては育ちすぎたふくらみをきっちりとカップの中に収める。

　ブラジャーもパンツもおろしたての新品で、清潔そのもの。

　白亜は下着姿で自分の身体からだを確認する。

　真っ白な肌に、贅ぜい肉にくがまるでついていない身体付き。

　婚約者が心配していたが、確かにちょっと細すぎると思う。

　胸は言うまでもなく、お尻にもそれなりに肉がついているのに他の部分は細すぎるのが自分でも不思議だ。

「今さら仕方ないよね。あいつは別に、わたしのボディに文句はつけないだろうし」

　白はく亜あはもう一度姿見で自分のスタイルを確認してから、白いブラウスを手に取ってボタンを留めていく。

　別に今日の私服はなんでもいいのだが、年頃の中二女子としていい加減な格好でお出かけはできない。

「よし……」

　白亜は、白ブラウスに黒の膝丈スカートという上品な服装になり、どこかおかしくないか念入りに確認して、一つ頷うなずく。

「さあ、行くぞ、ハクア。準備はいいか？」

　鏡に映る自分に、彼女は語りかける。

「愛してる──そんな言葉、本当はほしくもないくせに」
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　何事も猛スピードな白亜がモタモタしているわけもなく。

　さっそく、次の日曜に僕らはみなとみらい近くにある結婚式場を訪れていた。

「こ、ここなのか……？」

「はい、こちらになります」

　呆ぼう然ぜんとする僕に答えてくれたのは、御み空そらさんだ。

　日曜の朝に御空さんが車で迎えに来てくれて、式場まで連れてきてくれた。

　僕は半袖の白シャツに黒のズボン。

　いつもどおり、おとなしい僕を地味に飾ってくれるモノトーンファッションだ。

　ただ、そんな格好がどうしようもなく浮いてしまうロケーションだった。

　フレイウェディみなとみらい──

　披露宴会場用の立派な三階建ての建物の横に、神聖そうな大聖堂が隣接している。

　海に隣接したロケーションで、これ以上ないロマンティックな結婚式が挙げられそうだ。

　間違っても、地味な私服の中学生が近づく場所じゃない。

「じゃあ、僕はこの辺で。そうだ、みなとみらいのエアキャビンって乗ったことないんだよな。一〇〇〇円かかるらしいけど、思い切って乗ってみるか」

「お待ちください。エアキャビンは逃げませんよ。ですが、私はあなたを逃がしません」

「えぇー……」

　ちなみに、エアキャビンはみなとみらいの景け色しきが楽しめるロープウェイだ。

　観光客向けのようだが、地元民でも一度は乗ってみたい。

「でもさ、思ってたより凄すごいんだけど、この式場……」

「白はく亜あお嬢様が手を回して取材の許可を取り付けた式場ですから。このあたりでは、特に豪華な式場になるのは当然です」

「権力があるのも考えものだなあ……」

　僕だけじゃなくて、白亜だってこの立派すぎる式場の中じゃ浮いちゃうんじゃないか？

　中学生のママゴトみたいな部活で、こんな式場を使わせてもらっていいのか？

　ここのスタッフさんに、ケンカ売ってると思われそうだ……。

「心配は無用です。そもそもここの母体は白しら河かわグループですから」

「……白河家の手のひらの上か」

　まだまだ僕は、上流階級には慣れないなあ。

　そんなわけで、堂々と入っていいらしいので、御み空そらさんに案内してもらって式場内に入っていく。

　今日は日曜なので、式場は埋まっているみたいだ。

　式の合間を縫って、僕らに取材させてもらえるらしい。

　内部も豪華で凝った装飾が施されていて、こんなところで結婚式を挙げれば一生の思い出になるだろう。

　どうやら、式の最中でなければ自由に写真や映像を撮っていいらしい。

　放送部の備品であるミラーレス一眼を取り出し、動画モードで撮影していく。

　参列者らしき人たちがあちこちにいるが、僕を気にした様子もない。

　むしろ、ピースしたり積極的に映ろうとする人たちがいるくらいだ。

「あのさ、御空さん。白亜と愛あい夏かさんはどこに？」

「お二人は先にいらっしゃってます。準備がいろいろと必要ですので」

「なるほど……」

　二人はウェディングドレスを着るんだもんなあ。

「特に女性は身支度に時間かかるよな。新郎なんてタキシード着て、ちょっと髪を整えるだけでもいいし」

「ええ、ですから灰瀬様はごゆっくりでよかったんです」

「うん、僕はごゆっくりで──え、なんて？」

「私から逃げられるとは思ってませんよね？　お嬢様から絶対に逃がさないように厳命されております」

「……知ってると思うけど、僕は『死ぬわけじゃないなら、なんでもできる』がポリシーなんだよ」

「逃げようとされたら、命までは取りませんが、多少手荒なこともします」

「怖い！」

　御み空そらさん、クラヴマガの達人なんだっけ？

　それは白はく亜あが適当なことを言ったんだとしても、白亜のボディガードも兼ねてるんだから、戦闘技術も身につけているだろう。

　僕が多少運動できても、逃げ切ることは不可能だよな。

「でも待って！　僕までコスプレするなんて聞いてない！」

「コスプレではなく、結婚式の〝予行演習〟です。お嬢様がウェディングドレスをお召しになるのですから、たとえ演習でもお相手は灰はい瀬せ様以外にありえません」

「うっ……」

　た、確かに……。

　ウェディングドレスを着る白亜の隣に、誰だかわからん男が立つのは──

　悔しいけど、ちょっと納得いかない。

「正室と側室を迎えるんだったな。まさか、僕まで衣装を着るとは思ってなかったけど」

「それは認識が甘かったのでは？」

「ごもっともで。抵抗するだけ無駄か……」

「珍しく素直でいらっしゃって、助かります。では、ある程度撮影が終わったらおっしゃってください。着替え用に部屋を一室確保してあります」

「手回しのいいことだな」

　御空さん、無駄な動きのない人だ。

　白亜のご両親も穏やかそうで抜け目がないらしいし、白しら河かわ家関係者はみんなそうなんだろうか？

　そんなことを思いつつ、多めに式場の受付やロビーを撮影しておく。

　素材の映像は多くて困ることはない。それが鉄則。

「ふぅ……広すぎて大変だな、これは」

「撮影が終わったのでしたら、こちらへどうぞ」

「はいはい」

　まあ、タキシード着たって死ぬわけじゃない。

　それになにより、本当に結婚するわけでもないし、ましてや正室と側室を持つわけじゃない。

「どうせ側室ネタをやるなら、紅べに坂さかと真ま白しろちゃんも呼ぶか」

「紅坂のお嬢様はともかく、真白お嬢様にまで唾をつけるようなら、私も立場上黙っていられませんが」

「聞かれてた！　冗談、冗談だよ！」

　ああ、でも紅坂にはＬＩＮＥしとこう。

　騎士団として、また白はく亜あがおかしなことを始めたと報告は必要だろう。

　よし、騎士団のＬＩＮＥグループに、『結婚しました』の文字を書き込んで結婚式場の写真を送るか。

『どういうこと!?』

　と、秒で紅べに坂さかから返信が来た。

　ベネティアの公式キャラクター〝あかうしくん〟が頭を抱えて唸うなっているスタンプも送られてきた。

　うんうん、動揺してるな。

　こんなお遊びでもしないと、やってられない。

「なにか楽しそうですが、もういいですか？」

　立ち止まっていた僕に、御み空そらさんが不審そうな目を向けてくる。

　僕は頷うなずき、着替え用だという部屋に入る。

　テーブルと椅子、それに姿見が置かれただけのシンプルな部屋だった。

「では灰はい瀬せさま、タキシードは用意できていますので、その服を脱いでください」

「ああ、はいはい……って、御空さんは出ててくれよ!?」

「は？」

　御空さんが、ゴミを見るような目を向けてくる。

「お嬢様の隣に並ぶのですから、きちんと着用していただかないと困ります。もちろん、私がお手伝いします」

「タキシードくらい自分で着れるって！」

「タキシード、着たことがあるのですか？」

「それはないけど、ブレザーと似たようなもんじゃないの？」

「タキシードを着るときは、ズボンのベルトを締めません。ご存じでしたか？」

「……スマホで調べればいいのでは？」

「やはり、私がお手伝いします。私はプロですから、ご安心を」

「えぇーっ……」

　御空さん、これでも妙齢の女性でしかも相当な美人。

　そんな人に着替えを手伝われるとか──喜ぶ男は多数いるだろうが、僕は恥ずかしさがはるかに勝る。

「全裸になれと言っているわけではございません。あきらめてください」

「……わかったよ」

　タキシードの着方を知らないのは確かだし、白亜や愛あい夏かさんの隣で恥ずかしい格好をするわけにもいかないか。

　仕方なく、御空さんに着替えを手伝ってもらうことにして──

「ごめん、灰はい瀬せくん。取材用の写真のことでちょっと──きゃあっ！」

「わっ!?」

　シャツを脱いで上半身裸になったところで、いきなりドアが開いた。

　入ってきたのは委員長姉で、今日はいつもお下げにしている髪をそのまま背中に流している。

「ご、ごめんなさい！　白しら河かわさんの付き人さんとそういう関係だったなんて──」

「謝るところ、そこじゃない！」

　確かに御み空そらさんが僕のシャツを脱がしてたから、誤解するのもわかるが！

「あ、ち、違うんですか。すみません……」

「うん、僕まだ上半身裸だけど」

「あー……そこは別に。ウチの兄と弟も、家では上は裸でウロウロしてるので」

「僕、愛あい夏かさんの兄でも弟でもないけどな……」

　この委員長さんは、面倒見がいい人だと思っていたが、単に僕を年下の子みたいに扱ってるのでは？

「灰瀬くん、細く見えますけど意外と身体からだが締まってますね。写真、何枚までなら撮ってもＯＫですか？」

「枚数の問題なんだ……？」

「灰瀬くん、いろんな意味で校内では噂うわさの男子ですから。そうです、次の新聞部の特集は〝転校生・灰瀬譲ゆずるくん隠し撮り集〟にしましょう」

「ジューンブライド特集はどこへ!?」

　どっかの放送部部長じゃないんだから、思いつきで企画を立てないように！

「写真はいくら撮ってもけっこうですが、私の顔は出さないようにお願いします。立場上、写真の流出は避けたいので」

「わかりました、付き人さん」

「御空さんの意見は素直に受け入れるんだ……？」

　おかしい、僕の愛夏さんの印象は〝無愛想な転校生にも優しい、綺き麗れいな委員長〟なのに。

　どんどんイメージが崩れてきてるぞ。

「そ、それより、愛夏さんも着替えるんだろ。こんなトコにいていいのか？」

「さすがに私は女子なので、ここで着替えるわけには……」

「そんなこと要求してないって！」

「一応、私もウェディングドレスを着る予定なんですが、ただ……」

「え？　なに？」

　愛夏さんは顔を赤くして、もじもじしている。

　いったい、なにがあったんだろう？

「いえ、灰はい瀬せくんもすぐにわかると思います。私なんて……だなって」

「…………？」

　よく聞こえなかったが、なにやら愛あい夏かさんは凹へこんでいるようだ。

　取材で来た結婚式場でなにを凹むことがあるのか……？

　愛夏さんだって、ただの中学生。

　式場の花嫁さんがキラキラしてて、自分は婚期が遅れてるから落ち込む──なんてこともないだろうに。

　白はく亜あとなにかあったんだろうか……？







「なるほど……」

　百ひや聞くぶんは一いつ見けんに如しかず、とはよく言ったものだ。

　委員長姉、青せいり龍ゆう愛夏がなにを言わんとしていたのか一目でわかった。

　一目でわかるほどの──圧倒的な光景が、目の前にあった。

「白亜さま……いえ、お嬢様……」

　僕の斜め後ろに立っている御み空そらさんが、珍しく感情的な声を漏らしている。

　まるで神の降臨を目撃した敬けい虔けんな信徒のような声だ。

　そんな声、聞いたこともないので勝手なイメージだが。

　披露宴会場に隣接する大聖堂──チャペルとも呼ぶらしい。

　そこを、二〇分だけ使わせてもらえることになった。

　もちろん、白しら河かわ家令嬢の名前が強くものを言ったに違いない。

　その二〇分だけ僕らのものになった大聖堂に──

「おー、灰瀬ぇー」

「…………」

　いつものように、軽い口調の白河白亜。

　赤いカーペットが敷かれたバージンロードの先、祭壇の前に白亜がいる。

　彼女は、その名前にぴったりの白いウェディングドレスをまとい、ヴェールをかぶり、花束ブーケを持っていた。

　白いウェディングドレスは胸元が開き、華きや奢しやな肩もあらわになっているが──

　不思議と色気などはまるでなく、むしろ神聖さを感じてしまう。

　僕は無言でミラーレス一眼を向け、静止画モードで一枚撮る。

　そう、一枚だけだ。

　この神聖な光景をバシバシと何枚も撮影するのは無ぶ粋すいな気がしてならない。

「わ……」

　白はく亜あは、花束を掲げて顔を隠すようにして。

「いきなり撮るなよ、灰はい瀬せぇ……なんか恥ずかし……」

「…………」

　君、誰？

　と思わず訊ききそうになったほど、白亜が妙にしおらしい。

　ウェディングドレスを着ているのが恥ずかしいのかもしれない。

　この照れた白亜は撮れなかったけど、僕の心に留とどめておこう。

「ウェディングドレス似合ってるな、白亜」

「で、出たぁー！　聞いた、委員長？　灰瀬って、唐突に脈絡もなくいきなり素直になりやがるんだよ！」

「ダメです、白しら河かわさん」

「え？　ダメ？」

「せっかく綺き麗れいなのに、そんな言葉遣いをしたらダメです。今だけは綺麗なキャラを装よそおってください」

「普段は綺麗なキャラじゃないみたいに！」

　この委員長姉、白亜を相手に優勢に立つとは……やはりただ者じゃない。

　さっき愛あい夏かさんが言ってたのは、ウェディングドレス姿の白亜が綺麗すぎて──

　愛夏さんが着てもかなわないからやめておこうって話なんだな。

　もちろん、愛夏さんが着たって充分すぎるくらい綺麗だろうが。

「灰瀬くん、ウェディングドレスを着るのは白河さんだけにしましょう。一人だけのほうがインパクトもあるかもしれません」

「……愛夏さんは着なくていいのか？」

「引き立て役になるとわかっていて着るほど、プライド低くありませんよ」

「…………」

　愛夏さんは返事を求めていないようで、すぐに白亜に視線を向ける。

　女子はみんな複雑で繊細で、僕などには理解できない。

　もっとも、一番理解できなくて──一番理解したい相手は決まっているけれど。

「っと、二〇分しかないんだった。じゃあ白河、撮ろうか」

「こいつ、だいぶマイペースになってきたな。わたしに振り回されてた頃の可愛かわいい灰瀬は、どこに行ったの？」

「アクションカメラ使って主観視点で白河を撮るか。愛夏さん、こっちのミラーレス一眼、使ってもらえる？」

「はい、任せてください。動画もたまに撮ってますから」

「じゃあ、よろしく」

「わたしをスルーしてる！」

「いいから、もう少し猫かぶってて、白はく亜あ」

「猫ぉ！　にゃーん！」

　白亜が嫌そうに叫び、片手で招き猫のようなポーズを取った。

　こいつ、神聖さがどんどん失われていくな。

　ゼロになる前に、さっさと撮影を進めよう。

　我が放送部は、部長の財力のおかげで機材だけは無駄に充実している。

　手持ちのアクションカメラで白亜を撮影して──〝自分が白亜と結婚式を挙げてる〟ような映像を撮る。

　要するに、主観視点の映像になるわけだ。

　あらかじめ考えていた撮影方針……というか、極力僕が映らずに済むためのやり方だ。

　タキシードを着た意味があまりないが、愛あい夏かさんのカメラには多少映るだろう。

　主観視点と客観視点、二つの視点を組み合わせて上う手まく動画がつくれたら理想的だ。

　僕、どんどん放送部に染まっていってるな。将来は配信者か？

「なんか撮られるとマジ恥ずかしいなー……灰はい瀬せ、ピンボケでもいいよ？」

「いいわけないだろ」

　また照れ始めてるな……いい感じだ。

　ウェディングドレスが似合いすぎているせいか、今日の白亜はまるでキャラが違う。

　こんなしおらしい白亜はこの先二度と見られないかもしれない。

「この白亜は撮っておかないと、永遠に後悔するな」

「なんか灰瀬、面白がってない!?」

「そんなことないよ」

　もちろん嘘うそで、ある意味面白がってはいる。

　顔を赤らめている白亜はかなりレアで、しかもウェディングドレス姿。

　この白亜を上手く映像に撮れるのは僕だけだろう。

「ちょっと、わたしだけ恥ずかしがってるのズルい！　灰瀬、誓いの言葉は!?」

「え、そういう流れになるのか!?」

「なるに決まってるじゃん」

　白亜は、じろりと僕を睨にらんでくる。

「これは〝予行演習〟なんだよ。お芝居でもいいから、誓ってもらわないと。ほらほら」

「だんだん、いつもの白しら河かわに戻ってきたな」

　さっきまでの綺き麗れいな花嫁さんは、いったいどこに？

「御み空そらー、神父さん役よろしく」

「お任せください」

　この付き人、本当に神父の資格も持ってるんじゃないだろうな？

　本当に御み空そらさんが祭壇のところに立ち、さらにその前で僕と白はく亜あが向き合って立つ。

「夫・灰はい瀬せ譲ゆずるさん、あなたは病めるときも健すこやかなるときも妻・白しら河かわ白亜さんを幸せにして絶対に傷つけず、お金をしっかり稼ぎ、優しくして、時には笑わせ、彼女の愚痴には常に肯定を持って応え、決して泣かせず、守り続けることを誓いますか？」

「僕、誓うこと多いな！　誓うけど！」

「妻・白河白亜さん、思い直すなら今のうちです」

「どうしよっかなあ……」

「おい、そこのお嬢様と付き人。コントはいいから」

「冗談です。妻・白河白亜さん、灰瀬譲を夫として幸せにすることを誓いますか？」

「はい、わたしといるだけで灰瀬は幸せだから」

「…………」

　僕の幸せって、お手軽に実現されるんだな……。

「あのー、続きをお願いします、付き人さん」

「続きですか？」

　愛あい夏かさんがミラーレス一眼を向けながら、期待に満ちた目をしている。

　まさか……？

「白河さん、灰瀬くん、その……ち、誓いの……キ、キ……」

「灰瀬、やっとく？」

「本物の結婚式までお預けなんだろ！」

　散々もったいぶって明かした事実を、あっさりひっくり返さないでほしい。

　少なくとも僕は、結婚式本番までおとなしくお預けされておくつもりだぞ。

「はは、残念だったね、灰瀬」

　白亜は笑って花束を掲げ──

「指輪もないし、こんなとこか。灰瀬、ありがと」

「……放送部と新聞部の企画だろ。協力するのは当たり前だよ」

　僕だって放送部員なんだからな。

　こうして撮った映像も編集して新聞部にも見てもらって、校内放送で流す。

　ただ、それだけのことだ。

　それだけのことなのに──

「あー、そうだ。わたしと灰瀬がちゅーする直前までの映像を撮っておいて、〝予告編〟ってことで先に校内放送で流せば、本放送での期待を煽あおれるのでは？」

「それ、いただきです、白河さん。撮りましょう」

「…………」

　白はく亜あめ、余計なアイデアだけは浮かぶんだからな。

　予告で煽あおるとか、ＴＶテレビ番組の悪あしき習慣を見習うんじゃない。

「その映像の静止画を使って、新聞の号外も配りましょうか……この企画、思ったより大おお事ごとになるかもしれません」

「いいね、大事になるのは大好きだよ」

　僕はそんなに好きじゃない。

　白亜と愛あい夏かさんが撮影の段取りを相談し始めたので、僕は二人から離れることにする。

　御み空そらさんも二人に遠慮したのか、離れてこっちについてくる。

　式場の客席に座り、御空さんはそのそばに立った。

「ちゃんと撮れてるかな」

　アクションカメラの小さなモニターで、さっき撮った映像を再生する。

　撮れていませんでしたでは困るので、すぐにチェックすることは重要だ。

　きちんとウェディングドレス姿の白亜が映っている。

　恥ずかしがる顔も、あっけらかんと誓いの言葉を口にするところも。

「お嬢様……こんなに立派になられて……」

「…………」

　御空さんがつぶやくのが聞こえた。

　僕よりずっと長く白亜と付き合っているであろう御空さんには、ウェディングドレス姿のお嬢様を見るのは感慨深いのかもしれない。

「御空さん、白亜は本当にウェディングドレスを──いや、なんでもない」

「そこでやめて正解です、灰はい瀬せさま」

「…………」

　ああ、僕はなにを言おうとしたんだ？

　白亜は本当にウェディングドレスを着る日を迎えられるんだろうか──なんて。

　もしも、もしも白亜が彼女が言っていたように二〇歳までの人生──だとしたら。

「……いい映像だな」

「はい、あなたが撮ったからいい映像になったのです」

　御空さんはいつもの無感情な声だが、心からそう思っているようだ。

　この映像は、今はただの放送部と新聞部のコラボ企画用だ。

　だけど──

　もしも、白亜が結婚式を迎えることがなかったら──

　それでもこの映像はＳＤカードとＰＣのストレージとクラウドに保存されて、ずっと残り続けるだろう。

　僕が棄すててしまわない限り。

「白はく亜あは──」

　僕は、まだ愛あい夏かさんと話している白亜を見る。

　白いウェディングドレスを着て、花束を抱えて、ニコニコ笑っている僕の婚約者を。

　白亜は、これをただの企画、予行演習だと思ってるんだろうか。

　婚約披露パーティー、新居探しに結婚式の予行演習。

　まるで、今後やるべきことを前倒しでやっているような──

　白亜は〝間に合わなかった〟ときのために、前倒しで〝思い出づくり〟をしているんじゃないのか。

　そんなことを思い──僕は背筋が寒くなるのを感じた。

　こうしている間にも、白しら河かわ白亜に残された時間は確実に減っている。

　僕にできることは、白亜の思い出づくりを手伝うだけなのか──？









８　私が好きなものはなんでしょう？






「おい……おい、灰はい瀬せ」

「え？　あ、ああ、なに？」

　結婚式場での取材から数日後。

　昼休み、屋上で青せいり龍ゆう夏なつ緒おと昼ご飯を食べているときのことだった。

　青龍が、僕を不審そうな目で見つめてきている。

「おまえ、最近たまーに考え込んでるな。なんだ、悩み事でもあるのか？」

「悩み事のない中学生はいないだろ」

「そりゃそうだ」

　僕ら中学生は子供だが、大人になるための準備期間はもう始まっている。

　子供のままではいられない、という危機感さえある──少なくとも僕は。

　今のまま、子供のままだったら、僕の前に積まれた問題は何一つ解決できない。

「つっても、灰瀬は最近いい感じだろ」

「いい感じ？」

「放送部、上う手まくいってるだろ。この前のジューンブライド特集の映像、凄すごかったな」

「ああ……」

　式場で撮らせてもらった映像は即日編集して。

　すぐに校内放送で配信したのだ。

　白はく亜あのウェディングドレス姿はもちろん、本当に撮った詐欺的な〝予告編〟に使われたキス未遂映像のインパクトも大きかったらしい。

　一部の先生方には、キス未遂のほうは多少問題視された──と愛あい夏かさんから聞いている。

　ただ、実際にキスしたわけでもなく、ただの〝お遊びの範囲〟とみなされ、不問に付ふされたらしい。

「新聞部の記事も話題にはなったが、放送部の映像のほうがウケてたな。姉貴が悔しがってたぞ」

「それは、愛夏さんに悪いことしたなあ」

　新聞部のジューンブライド特集号も白亜のウェディングドレス姿の写真を使って、インパクトは充分あったんだがな。

　記事も結婚式予行演習の状況を詳しくレポートしていて、読み応えがあった。

　やはり、映像のほうがわかりやすいってことだろうか。

「ただ……」

　白亜が〝思い出づくり〟をしているという疑惑は、僕の中で消えない。

　実は白亜は、単なる思いつきで突っ走ってるだけという可能性も高いのに。

「ただ……なんだよ、灰はい瀬せ？」

「いや……」

　僕は首を横に振った。

　白亜の病気のことは、迂う闊かつに人には話せない。

　青せい龍りゆうはもう親友といってもいいくらい仲が良いいが、言えないことだってある。

「はっきりしないなあ、灰瀬。おまえ、いい映像撮ってるじゃないか。あの白しら河かわさんの花嫁姿、本物の婚約者が撮ったからこその映像って感じだったぞ」

「それはどうも……」

「でも、白河さんが大人っぽいのは充分わかってたが、ああしてウェディングドレスを着るともう完全に大人にしか見えないな」

「白河は背高いし、スタイルも大人っぽいからなあ。カメラも僕が普通に持ったら視点が低くなるから、掲げて撮ってたよ」

「カメラマンも大変だな」

　青龍がハハハと笑って、弁当を食べ終えてフタを閉じた。

「信じられないよな、あの見た目でまだ十四歳だもんな。いや、まだ十三歳か？」

「僕も最初に会ったときは、大人のお姉さんかと──」

　そこまで言って、僕ははっとなった。

『そう、六月といえばジューンブライド……それでいいんだね？』

　新聞部とのコラボ企画を持ってきたときの、白はく亜あのあのクイズ──

　僕の答えに、白亜はなんとなく不満そうな顔をしてた。

　六月といえばなんでしょう？

　僕の答えは正解だったわけだが──実は間違っていた？

「なんだ、また黙り込んで。灰はい瀬せ、やっぱ挙動不審だな、最近」

「うん……」

　六月といえば──なにかの記念日を覚えているか、という質問だった？

　僕らが出会った日ではないだろう。

　四年前、僕が事故に遭ったのは春のことで、さすがに目を覚ましたのは六月ではなかったはず。

　僕と白亜、二人の記念日じゃない。

　だとすると──正解は絞られてくる。

　白亜はまだ十三歳だと言っていた記憶はある。

「ごめん、青せいり龍ゆう！」

　居ても立ってもいられず、僕はベンチから立ち上がった。

「急に急用ができた！」

「そりゃ、急用は急にできるだろうよ」

　青龍がなにかツッコんでいるが、気にせずに僕は食べかけだったパンを強引に呑のみ込こんで、走り出す。

　二段飛ばしで階段を駆け下り、二年Ａ組の教室へ──

「白亜！」

「きゃうっ？」

　僕が教室に飛び込んで声をかけると、友達と弁当を食べていた白亜が驚いてこちらを見た。

「な、なに、灰瀬？　急にどうしたの？」

「白亜、君は……」

「んん？」

　白亜は、お弁当を食べ終わったところのようで、リュックに弁当箱をしまっているところだった。

　リュックに付けた黒いクマと白クマの小さなぬいぐるみがひらひら揺れている。

　食事中に邪魔をするのは悪いか……。

「いや、なんでもない」

「いやいや、なんでもあるでしょ!?　猛ダッシュで駆け込んできたじゃん！」

「僕もたまには思わせぶりなフリして、復ふく讐しゆうしとかないと」

「斬新な復讐だ!?」

　なんと言われようと、ここは引き下がろう。

　邪魔をしてしまった白はく亜あフレンズにも謝ってから、僕は教室を出た。

「白亜は素直に答えないかもしれないし、ヨルハを呼ぶか……？」

　でもヨルハが現れると、事態が混乱しそうな気もするんだよな。

　あいつは貴重な情報源だけど、白亜以上に思わせぶりだしなあ。

「そうなると──」

　再び移動し、隣のクラスの教室に入る。

「あ、いたいた」

「……あんた、転校してきたばかりでよく別クラスの教室にずかずか入ってこられるわね」

　紅べに坂さかがクラスの女子数人と机をくっつけて、昼食の真っ最中だった。

　呆あきれたような目を、僕に向けてきている。

「別クラスに入っても死ぬわけじゃないし。あ、玉子焼き、美お味いしそうだな」

「堂々とタカってくるし……勝手に取ればいいでしょ」

「いただきます」

　さっき昼食前に手は拭いたばかりだし、綺き麗れいなものだろう。

　紅坂の弁当箱から玉子焼きを一つつまんでいただく。

「うん、美味しい。紅坂は本当に料理上う手まいな」

「そ、そんなストレートに褒めないで！　灰はい瀬せくん、自分の立場わかってんの!?」

「立場？」

　転校生で、ニワカお坊ちゃまという以外、特に立場なんてものはない。

　なんか問題あるんだろうか？

　そういえば、紅坂の友人たちがニヤニヤ笑って紅坂と僕を見てるけど。

「と、友達の婚約者──い、いいけど！　それで、なに？」

「ああ、ちょっと確認したいことがあって。ＬＩＮＥでもよかったけど、どうせすぐ隣にいるんだから直接訊きいたほうが早いだろうし」

「なによ……？」

　紅坂は立ち上がって、僕を教室の隅すみに連れて行く。

　別に内緒話でもないが……まあ、このほうがいいか。

「白亜の誕生日っていつだろう？」

「はぁ？」

　紅坂は大きな目を見開いて──すぐに、すうっと細めて僕を睨にらんできた。

「あんた、婚約者の誕生日も知らないの？」

「それは本当に反省してる」

　なにしろカノジョがいたこともないし、なんなら友人との付き合いも浅かったので。

　人の誕生日なんてほとんど気にしたこともなかったなあ。

　いや、そうだ──

　介護企画のとき、一瞬白はく亜あの誕生日のことを考えて、なにか引っかかってはいたんだよな。

「白亜がクイズを出してきたことあったんだよ。『六月といえば？』って。ジューンブライドのことだと思ったし、それで正解だったのに、なんか不満そうな顔してたから」

「この前、結婚式場で放送部の企画をやってきたってヤツ？　あんたが私をＬＩＮＥで弄もてあそんでくれたときの話よね」

「それは置いておくとして」

「この男……」

　じろっ、と紅べに坂さかは僕を睨にらんでからため息をつく。

「ハク、灰はい瀬せくんが自分の誕生日を知らないって気づいたんでしょうね」

「本当に、どうかしてた……さすがに婚約者の誕生日も知らないんじゃ、無神経だと思われても仕方ない」

「まあ、そのとおりね」

　紅坂は、またため息をついて。

「気づいただけまだマシかしら。灰瀬くんは他のことに気を取られてただろうから、仕方ないとも思うけど」

　やはり紅坂は優しくて、こんな僕も慰めてくれる。

　白亜の病気のことばかり気にしていたとはいえ、誕生日のことも忘れていたのは言い訳のしようもないが。

「でも誕生日って、けっこう重要だからね？」

「う、うーん……なんなら、僕は自分の誕生日もあまり意識してないからな」

「それ、寂しすぎるわ……誕生日って自分が主役になれる日よ？」

「お姫様じゃないんだから」

　お誕生日席に座って、みんなでケーキを囲んだりは──するのか？　お金持ちのお子様たちは？

「ちなみに灰瀬くんの誕生日って？」

「四月四日」

「過ぎてんじゃない！　早く言いなさいよ！」

「そう言われても。転校してくる前だから、紅坂には言いようがなかったな」

「なにかほしいものとかある？　男の子だとエアガンとか？」

「凄すごい偏見だな。いや、僕のプレゼントを催促してるわけじゃないんだ。そうだ、紅べに坂さかの誕生日も聞いておこうか」

「私のことはいいのよ。それより驚きなさい、ハクの誕生日は六月二十一日よ」

「えっ!?　ヤバいな、直近すぎる」

　なんと、あと三日後だ。

　過ぎてないのが幸いだが、時間がなさすぎる。

「なんの準備もできない……」

「ハクは友達呼んでパーティーとかはやってないわよ。そもそも、この前派手にパーティーやったばかりだし」

「それはそうだけど、僕としてはなにもやらないわけにも」

　白しら河かわ白はく亜あの誕生日、許嫁いいなずけ──じゃない、婚約者の誕生日。

　いくら僕が気が利かない男でも、女子の誕生日をスルーするほど無慈悲じゃない。

「はぁ……私が協力してあげる。〝騎士団〟だものね」

「マジで！」

「私だって、ハクの誕生日は祝いたいのよ」

「紅坂さま……！」

「やめて。いいから、あんたはせめて──なにをすればいいか、わかるわね？」

「それくらいは、さすがに」

　紅坂の力は、この際しっかり借りてしまうとして。

　僕は僕で、やるべきことがある。

　そうだ、さっき教室で見たあれ──ちょうどいいかも。

「予算は三〇〇円から五〇〇〇円かな」

「え？　五〇〇〇はわかるけど、三〇〇？　ハクは高い物なんてほしがらないけど、限度があるんじゃない？」

「そうだろうな、白亜がほしくて僕が買ってやれるものなんてないだろ」

　だから、僕が使うべきは予算じゃなくてアタマだ。

　白河白亜への誕生日プレゼント──その入手が、僕の最優先ミッションだ。







「えっ……」

　白亜は足を止め、きょとんとしている。

「白河白亜さん、誕生日おめでとうー！」

　集まっていた十数人の男女が同時に祝福の声を上げた。

　続いて、一斉に全員が拍手する。

「なんじゃこりゃー！」

「あまり可愛かわいくない反応だなあ、白はく亜あ」

　白亜の後ろに立っている僕は、思わず苦笑してしまう。

　十数人が集まっている席のテーブルには、大きなショートケーキも置かれている。

　ロウソクもきっちり十四本刺さっているようだ。

「おーい、灰はい瀬せぇ。緋ひ那ながベネティアで待ってるって聞いてきたんだけど」

「紅べに坂さかならいるだろ、そこに」

　集まっている十数人の男女の中で、ひときわ目立つ黒髪ツーサイドアップの美少女。

　紅坂は特に嬉うれしそうに、まだ小さく拍手を続けている。

「ハク、お誕生日おめでとう！」

「えー……サ、サプライズってヤツなの？」

　白亜はまだ戸惑っていて、僕と集まっているメンバーの顔を交互に見ている。

　紅坂以外には、青せいり龍ゆう姉弟きようだいに二年Ａ組のクラスメイト、あとは僕も知らない数人。

　たぶん別クラスにいる白亜の友人たちで、紅坂が声をかけてくれたんだろう。

　本日の白しら河かわ白亜の誕生日パーティーは、このファミレス〝ベネティア〟で開催することになった。

　どこかの大きな会場を貸し切ることも、紅坂とこのメンバーの財力なら余裕だったが、ファミレスでささやかにやろうということになったのだ。

　中学生らしい──かどうかは疑問だ。

　こんな大騒ぎが許されるのは、紅坂がベネティアのオーナーの娘だからだろうし。

「ほら、白亜。真ん中に座って。ケーキの前にどうぞ」

「お、おお。わたしが真ん中でいいんですか。自分、いいんすか？」

「なんだ、その口調。白亜以外に誰が座るんだよ」

　既にシートに座っていたクラスメイトたちが一度どいて、白亜を一番奥へと座らせてくれる。

　僕も白亜に続いて、婚約者と親友が主役の両隣に座ることになった。

「はい、白河さん。これもどうぞ」

「わー、準備いいね、委員長」

　愛あい夏かさんの手で、白亜の頭に赤いトンガリ帽子がちょこんと載せられた。

　さらに、〝本日の主役〟と太々と書かれたタスキまで。

「では、火をつけますね。白河さん、ちょっと待ってください。ほら、夏なつ緒おも」

「はいはい」

　青龍姉弟が、十四本のロウソクに火をつけていく。
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　すべてに着火すると──

「ではここで、婚約者の灰はい瀬せくんに一曲歌ってもらいましょう。どうぞ！」

「え？　べ、紅べに坂さか？」

「おー、灰瀬にもサプライズだ！　ナイス、緋ひ那な！」

「くっ……！」

　大喜びする白はく亜あは、紅坂に向かってぐっと親指を立てている。

　くそっ、白亜を驚かせるだけのつもりが僕に罰ゲームを仕込まれていたとは。

　パーティーの準備を紅坂に丸投げしたのが失敗だったか……！

「ほら、灰瀬くん、早く歌わないとローソクが消えちゃうわよ」

「そうそう、消えちゃうよ、灰瀬」

「それこそみんなで歌えばいいのに……ああ、わかったよ！」

　何度だって言うが、こんな僕でも空気くらい読む。

　せっかくのおめでたい誕生日パーティーで、歌を拒否してシラけさせるわけにはいかない。

「では、僭せん越えつながら灰瀬譲ゆずる、歌います！」

　僕はあくまでヒトカラを趣味とする、陰いんの歌い手。

　大勢の前で歌うなんてガラじゃないけれど──

　立ち上がり、すうっと息を吸い込んで、周りに迷惑にならない程度の声で歌い始める。

「わっ……」

「えぇ……？」

　白はく亜あと──何人かが戸惑いの声を上げている。

　まあ、どう思われようと歌い始めたら止めるほうが恥ずかしい。

「はっぴーばーすでー、白亜♪」

　ハッピーバースデーを丁寧に歌い上げ──最後に白亜の名前を呼んだ。

「おめでとう、白亜。ああ、もうこれからは白亜呼びで統一しよう」

　と、どさくさに紛れて、ここしばらく続いていた呼称不統一も終了にする。

　もう今さら、〝白しら河かわ〟なんて距離を置いた呼び方も必要ないだろう。

「ん？　あれ？　白亜、みんな、どうかしたのか？」

「灰はい瀬せ……歌、上う手まいじゃん？」

　白亜がきょとんとして、僕の顔を見上げている。

　いや、紅べに坂さかや青せいり龍ゆう姉弟きようだい、他のみんなも驚いたりぽかんとしたりで──

　もしかしなくても、僕の歌のせい？

「灰瀬、ヒトカラが趣味だっていうから……人に聞かせられないくらい歌がひどいのかと思ってたよ」

「ひどいのは白亜じゃないか!?」

　僕、下へ手ただと言ったことはないと思うが。

　上手いとも思ってなかったけど……点数が出ても、あまり気にしたこともなかったし。

　でも、だいたい九〇点前後ばかりだったなあ。

「やっばー……いい歌じゃん……」

「え、おいおい……」

　白亜が目を潤ませていて、僕は思わず慌ててしまう。

　そんな感動するほどの歌でもなかっただろう。

「いや、ガチで上手かったぞ、灰瀬。天てん条じよ寺うじ家のバックアップがあれば、メジャーデビューできるんじゃないか？」

「青龍もなに言ってんの……」

　僕が女性声優が演じてる少年みたいな声なのは認めるとしても、声と歌はまた別物だ。

「灰瀬ぇ……人生で誕生日を十四回祝ってもらってきて、今のが一番嬉うれしいかも」

「……最初の二、三回は記憶にないだろ」

　一番嬉しいのが本当なら意味のない反論だ。

　要するに僕は照れています。

　なんでサプライズを仕掛けられて、みんなに祝われてる白亜じゃなくて、僕が照れてるんだ？

「あ、ハク！　ロウソク、ロウソク！」

「わぁっ、そうだった！　灰はい瀬せが性格に似合わない天使の歌声なんか聞かせるから！」

「僕のせいか？」

　白はく亜あは慌てて、十四本のロウソクを吹き消す。

　一斉に、みんなが再び拍手する。

　もちろん僕も。

　みんなが騒ぐ中、こっそりとぼそっと「おめでとう」とつぶやいて。

「……ありがと」

「…………いい耳してるな」

　すぐに白亜が僕の袖を引いて、そうささやいてきた。

　僕の小さな小さなつぶやきを、白亜の耳は捉えたようだ。

　潜水艦のソナー手にでもなったらどうだろう？

「じゃあ、ケーキを切り分けるわ。ハクの分は大きめに切ってあげるわね」

「あ、待った、緋ひ那な。そのナイフ貸して」

「え？　わざわざ自分で切らなくても」

「せっかくだから、〝ケーキ入刀〟やっとこうか、灰瀬」

「誕生日と結婚式がまざってるぞ！」

「大丈夫、あくまで予行演習だから。どうせこの前、式の練習もしたんだし、披露宴の練習もやっていいでしょ」

「冗談……じゃなくて？」

　周りの席のみんなを確かめてみる。

　青せいり龍ゆう姉弟きようだいや他の生徒たちは、驚きつつも期待の眼まな差ざしを向けてきてる。

　おいおい……。

「ケーキ切っても死なないよ、灰瀬」

「僕の習性を上う手まく利用しないでくれるかな」

　とはいえ、これまた断れる雰囲気じゃない。

「わかったよ……誕生日だからサービスってだけだからな？」

「はいはい、いつものツンデレね。わたしがナイフ持つから、灰瀬はここに手を置いて」

「…………」

　白亜がナイフを握ってケーキに刃を当て、仕方なく僕は白亜の手を軽く握る。

　ひゅーっ、と何人かが声を上げるのが聞こえてきた。

　白亜が僕に手を握られたままケーキにナイフを入れると、また一斉に全員が拍手する。

「おめでとうーっ！」

　またもや祝福の声。

　なにを祝福してるんだろう……白はく亜あの誕生日だよな？

　白亜が意外に綺き麗れいにケーキを切り分け、白い皿にケーキを置く。

「なあ、白亜。僕、本当になにをしてるんだ？」

「茶番だよ」

「わかっててやってるのか!?」

　死ぬような思いでやったのに！

　くっ、ここまで恥をかいたのなら……！

「じゃあ、次はファーストバイトだな」

「へ？」

「紅べに坂さか、フォーク二本もらえるか？」

「灰はい瀬せくんもけっこう度胸据すわってるね……」

　紅坂が呆あきれながらも、フォークを二本置いてくれた。

「……灰瀬、ファーストバイトなんてよく知ってるね」

「僕も多少は読書家だから。結婚式なんて出たこともないけど、少しは知ってるよ」

「ええぇ……本当に灰瀬も猛スピードになってきた……」

　白亜は顔をわずかに赤らめている。

　ファーストバイトとは、ケーキ入刀のあとで新郎新婦がお互いにケーキを食べさせる儀式だ。

　新郎は「一生食べるに困らせない」、新婦は「一生美お味いしい料理を食べさせる」という意味合いがあるとか。

　今の時代にはあまりそぐわないが、儀式としては続いてるらしい。

　やっても、誰の損にもならないしな。

「ぐぬぬ……さすがにわたしもここまでやるとは……」

「僕ばかりがサプライズくらってるからな」

　僕と白亜はケーキを一口分切って──

「おいおい、マジか。灰瀬も見せつけるなあ」

「これ撮ってもいいんでしょうか？　号外が飛ぶように売れますね……」

　青せいり龍ゆう姉弟きようだいがささやき合っているのが、聞こえてくる。

　かまわずに、僕と白亜は同時にケーキをお互いの口に運ぶ。

「あーん」

「…………」

　白亜は腹を括くくったのか、えらく大胆だ。

　まさか人前で「あーん」をやることになるとは。

　死ぬわけじゃないからって、勢いでやるもんじゃないな……。

　お互いの口にケーキを突っ込み、僕らはもぐもぐと食べる。

「美お味いし♡　灰はい瀬せに食べさせてもらったケーキは格別だね」

「味は変わらないだろ」

　白はく亜あが恥ずかしがってたのは、一瞬のことだったな。

　結局、僕ばかりが恥ずかしい思いをしたような……。

「あ、灰瀬。クリームついてるよ」

「え？　わっ！」

　わああっ、と周りから歓声が上がった。

　白亜が僕の頬ほおについたクリームを舌で舐なめ取ったのだ。

　ぺろっ、と舌が触れていった感触が確かに──

「は、白亜！」

「へへん、わたしはやられっぱなしではいないからね」

「…………」

　ちらっ、と横を見るとそこには──

　スマホを構えて満足そうな笑みを浮かべている愛あい夏かさんが。

　新聞部員は、シャッターチャンスを逃さなかったようだ。

　号外の発行、待ったなしだ。

「さ、さあ、お遊びも終わったところで、みんな食べるわよ！」

　ナイスだ、紅べに坂さか。

　これ以上恥ずかしいイベントが続くようなら、僕は逃げるところだった。

「ケーキも料理も好きなだけ食べて！　ハク、今日は特別にいろいろスイーツも用意してもらったから！」

「おお……ベネティアのパンケーキもある。わたし、これ好きなんだー♡」

「…………」

　豪邸に住むお嬢様が、ファミレスのパンケーキで喜ぶとは。

　コンビニのスイーツも好きだし、白亜の舌は子供のままだな。

　あまり甘い物を食べられずにきたから、舌が肥えてないのかもしれないが……。

　ケーキや他のスイーツ、ピザやポテトなどを味わいつつ、みんなは白亜にプレゼントも渡している。

　アクセサリーとか化粧品とか、あとはハンカチみたいな小物とか、女子らしいプレゼントが多いみたいだ。

「あれ？　灰瀬は？」

「僕ならここにいるよ、白亜」

　じぃーっと見つめてくる白はく亜あに、僕は素っ気なく答える。

　ファミレスの大きな窓から外を見ていると──

「ああ、雨が降ってきたな。梅つ雨ゆらしい天気になってきたか」

「おいおい……ま、いいか」

　白亜は、僕にもプレゼントを要求しているらしい。

「仕方ない、さっきのお歌がプレゼントってことにしてやるか」

「そうそう、形に残るばかりがプレゼントじゃない」

「いいこと言ってる風で、照れてプレゼントを渡せないのをごまかそうとしてる……」

　いくら呆あきれられても、みんなが見てる前ではちょっと。

　もうさっきの歌で、僕の羞恥心耐久値は限界を突破しました。

　少しは休息を取って、数値を回復させないと。

「ふーん……」

「…………」

　白亜は僕が足元に置いている紙袋をちらりと見た。

　気づかれたらしいが──あきらめたみたいだ。

　もらったメイク用品の使い方を、紅べに坂さかや愛あい夏かさんとキャッキャと楽しそうに話している。

　その話題には、男子の僕はまざれないな。







　そうしてパーティーは二時間ほども続いた。

　体感的に、規模はこの前の婚約披露パーティーの百分の一くらいだが、百倍くらい楽しいかもしれない。

　ニワカお坊ちゃまの僕には、このくらいのパーティーが分相応ってものだ。

　とはいえ、ファミレスで好きに騒げるパーティーもなかなか経験できないものだが。

　オーナーの娘の特権で飲み食いは自由で、良家の子女たちもファミレス料理には文句はなく楽しんでいるようだった。

　そんな楽しいパーティーも夕方にはお開きになり──

　みんなが少しずつ帰っていって、最後に残った青せいり龍ゆう姉弟きようだいも店を出て行ってしまうと。

「ちょっと灰はい瀬せくん、ハクも帰っちゃうけど」

「わかってるよ」

　紅坂に頷うなずいてみせて、僕は紙袋を手にベネティアの出入り口へ向かう。

　既に白亜は外に出ていて、傘を持った御み空そらさんが店の前にいた。

「白亜、ちょっと待って」

「悪わる巧だくみの二人で、またなんか企たくらんでるのかと思ってたよ」

「……それを白はく亜あが言うか？」

　確かにサプライズ誕生日パーティーの企画者は僕と紅べに坂さかだが、僕に何度となく奇襲をかけている白亜にだけは言われたくない。

「冗談だよ。パーティー、楽しかったー。灰はい瀬せ、ありがと」

「主に準備したのは紅坂だよ。僕は今さら白亜の誕生日を知って、紅坂に協力をお願いしただけ」

「灰瀬くんはぁ、わたしの誕生日なんて興味もないのかと思ってたねぇ」

「それは本当に……すみません……」

「あはは、それもジョーク。いいよ、気づいてくれたんだしね」

　白亜は笑って、僕の肩をバシバシ叩たたいてくる。

　長身だからか、さほど力は入れてなさそうなのにけっこう痛い。

　だけど、それくらいは甘んじて受け入れよう。

「それで白亜、実は僕はお金がないんだ」

「天てん条じよ寺うじのおじさま、お小遣いくれないの？」

「小遣いは母さんの給料から出てる。五〇〇〇円あれば充分だよ。服とか靴とか、ちょっと高い物は別で買ってもらってるしな」

「ふーん、普通の中学生ってそういうもんなんだね」

「そういうもんなんだ」

　白亜は電子マネーを自由に使えるが、スイーツなんかを好きに買ったら怒られるらしい。

　それでも、僕とは金銭感覚がまるで違うだろう。

　そんな相手に真面目にプレゼントを考えるだけ無駄だ。

「手編みのセーター的なものもアリだけど、僕にはそんなスキルないし」

「灰瀬の手編みのセーターなんて、重たすぎて体重五十キロになりそうだね」

「さりげなく一キロ減らさないように。まあ、マフラーは時季外れにもほどがあるし」

「もう夏だもんね。マフラーじゃないとすると……手編みのスク水？」

「手で編めるか、そんなもん！」

　たとえ編めたところで誕生日プレゼントにスクール水着とか、十四歳でも逮捕されて実刑に処せられるのでは？

「他だと……なんだろ？　思いつかないなあ」

「白亜は僕をなんだと思ってるんだろうな。まあ、あまり期待されても困るから、さくっと渡しちゃうよ」

　僕はわずかに雨が吹き込んでくるファミレスの出入り口前で、それを紙袋から取り出す。

「あ…………」

「こんなもので悪いけど。でも白亜、クマが好きなのかなと思って」

　白はく亜あが今も背負っているリュックに、白と黒のクマの小さなぬいぐるみがついている。

　それに、白亜の寝室のベッドの枕元にも同じ色のもっと大きいぬいぐるみがあった。

　白と黒、白亜とヨルハ──二人を暗示するような組み合わせだ。

　それを白亜が自覚しているのか、偶然なのかは知らないし、確かめづらい。

　でも、そのぬいぐるみたちを思い出して──

「ちょうどいいのがあるかなと思って探したんだよ。でも、売り物じゃピンと来るものがなくて」

　僕が白亜に手渡したのは、灰色グマのぬいぐるみだ。

　灰色のクマのぬいぐるみなんて、どこにでも売ってる。

　でも白亜が持っている白黒のクマと同じデザインの灰色グマは、どうやら市販されていないらしい。

　ただ、どういうわけか──

「これ、知ってる。ゲーセンのクレーンゲームで獲とれるレアなヤツじゃない？」

「ああ、白亜がレアな非売品があるって言ってたのを思い出して。白亜の財力ならクレーンゲームの景品も簡単に手に入るだろうけど」

「おいおい、灰はい瀬せ、見損なわないでほしいね。そういうのをお金にものを言わせて獲るなんて野や暮ぼもいいとこだよ」

「それはそのとおりだな」

　クレーンゲームの景品は、自力で頑張って手に入れるから価値がある。

　不正を働いて入手したって、味気ない。

「まあ、僕もお金にものを言わせたけど。クレーンゲームは貯金箱とは、よく言ったものだよな」

「……灰瀬、これ獲るのにいくらつぎ込んだの？」

「お金は問題じゃない。情熱をどれだけ注いだか、だよ」

　はい、実は五〇〇〇円ほどつぎ込みました。

　母はお小遣いのおかわりは認めてくれないので、月末まで厳しい……。

「というか、プレゼントの値段を訊きくのはマナー違反じゃないかな」

「おお、灰瀬に諭さとされた……あの生意気でひねくれてる灰瀬に……しかも正論だ」

「おい」

　たまに白亜って、僕のこと嫌いなのではと疑っちゃうよな。

　婚約するくらいだから嫌われてはいないと思うが。声は好きらしいし。

「そうだね、黙ってもらっておくよ。ありがと、灰瀬。クマちゃん好きだから、嬉うれしい」

「そりゃそうだろうな」

　クマのぬいぐるみをリュックにつけて、寝室にも別のクマぬいぐるみを飾っていて、これで「クマ嫌いなんだよね……」とか言われたら、驚くなんてもんじゃない。

「あ、そうだ」

　白はく亜あは、灰色グマのぬいぐるみを軽く掲げて。

「灰はい瀬せ二ジユ世ニアと名付けて可愛かわいがるよ」

「可愛がるなら、もっと可愛い名前をつけてやってくれ」

「しょうがないなあ、じゃあ〝はーくん〟ね」

「……まあ、いいか」

　どうしても、〝灰瀬〟から取りたいみたいだな。

「はーくーん、今日から君はウチの子だよ。毎日一緒に寝ようね、灰瀬」

「名前！　また灰瀬に戻ってる！」

　やっぱり、プレゼントはお菓子とか化粧品とか、消え物にするべきだったか？

　でも、そんなありきたりのものじゃなくて──形に残るものにしたかったんだよな。

「大事にするよ、灰瀬」

「うん、そうしてくれ」

　僕が答えると、白亜はにっこり笑って、ぎゅっとはーくんを抱きしめた。

　はーくん、僕はいつでも白亜のそばにはいられない。

　君には過酷な任務かもしれないが、白亜を見守ってやってくれ。

　先輩の白いクマと黒いクマとも仲良くしてほしい。

　そうだ、白亜の部屋には白と黒のクマたちがいる。

　白と黒──

　白黒はっきりさせる、なんて言うけれど。

　僕はまだ、白亜との未来を確定させたくない。

　二〇歳になったら白亜は──という未来を受け入れられない。

　曖昧なグレーにしておきたい。

　灰色グマのぬいぐるみには、そんな気持ちも込められていると言ったら、重たいだろうか？

「あー、雷が聞こえるね」

「ん？　ああ、そういえば」

　雨はまだ降り続いてる。

　確かに、遠くからゴロゴロと雷も聞こえてきている。

「六月ももう下旬だし、そろそろ梅つ雨ゆらしい空になっていくのかな」

「うーん、雨が多いのは嫌だな。梅雨は苦手だ」

　僕は答えて、空を見上げる。

「へぇ、灰瀬は梅雨が苦手なんだ」

「え？　まあ、そりゃ好きな人は少ないんじゃないか？」

　普通に雨は好きじゃないし、ジメジメした梅つ雨ゆはもっと好きになれない。

「白はく亜あが生まれた時季だから、もっと好きになれとか？」

「人の好き嫌いを変えろなんて言わないよ。きゅうりと茄な子すを好きになれとも言わないしね」

「僕の好き嫌い、よく覚えてたな」

「そりゃ、いずれ罰ゲー……じゃない。婚約者の好き嫌いくらい覚えてるよ」

「なんか企たくらんでるだろ！」

　嫌いなものを食べさせる──うん、罰ゲームの基本だな。

　僕、白亜との勝負事では絶対に負けないようにしよう。

「お互いのことを覚えておくのは大事だよね、って話。灰はい瀬せは梅雨が嫌い。覚えたよ」

「白亜の誕生日は六月二十一日。忘れないよ」

「わたしの誕生日に結婚式を挙げたら、ジューンブライドになれるね」

「……その日は、雨が降らないといいな」

　よく晴れた日、まぶしい光が差し込むチャペル。

　白いウェディングドレスを着た白しら河かわ白亜が、バージンロードを歩いて行く。

　この前の予行演習のおかげか、妙にリアリティのある映像が浮かんでしまう。

「あ、そうだ、誕生日といえばもう一つ。灰瀬」

「ん？」

「わたしは、灰瀬に誕生日プレゼント贈ってなかったよね」

「それはしょうがない。出会った──じゃない、再会した日が誕生日だったし、あんなの初対面みたいなもんだし。プレゼントとか無理だろ」

「そうなんだけどさあ、なんかやらないと気が済まないっていうか」

　白亜は、はーくんを僕のほうに向けて、また軽く掲げる。

「ああ、灰瀬、ラーメンおごってあげる」

「……それはどうも」

　お金持ちにしては安いな、なんてツッコミは入れない。

　ラーメンは好きだし、白亜なら美お味いしい店を見つけてくるだろう。

　誕生日プレゼントと称して、なんかやらかされるより良いいしな。

　僕も、二ヶか月げつ以上遅れた誕生日プレゼントなら、それくらい軽いほうがありがたい。









９　私は北の大地で遊びたい






「ここのラーメン、一度食べてみたかったんだよね」

「…………」

　北ほつ海かい道どう、札さつ幌ぽろ市し。

　道庁所在地で政令指定都市でもあり、北海道最大の街だ。

　ちなみに、僕は神か奈な川がわ県横よこ浜はま市──県庁所在地、政令指定都市に住む平凡な中二男子だ。

　なんで横浜市在住の灰はい瀬せ譲ゆずるが北の大都市にいるんだろうか……？

「またこのパターンか！」

「灰瀬、そんなに喜ばなくても。確かに夏の北海道は最高だよね」

「これが喜んでるように見えるのか！　夏の北海道が最高なのは認めるけどさ！」

　僕らの前にあるのは札幌市の一角にある、洒落しやれたデザインのラーメン店だった。

　店ののれんには〝味み恋れん〟という店名が書かれている。

「ラーメンおごるって言ったじゃん。今回は京きよ都うとのときと違って唐突じゃないよ。ああ、白い恋人を買いに行こうかって話もあったね。北海道行きは何度も言ってたし、伏線は充分にあったよ」

「ふ、伏線……」

「あと、知ってる、灰瀬？」

「え？」

「北海道には梅つ雨ゆがないんだよ。よかったね、灰瀬。嫌いな雨から逃げられたよ」

「そんなことのために!?」

　僕だって、北海道に梅雨がないことくらい知ってる。

　ただ、梅雨を避けるために北海道に行きたいなんて言ってないだろ。

「美お味いしい味み噌そラーメンが食べられて、梅雨からも逃げられる。もう北海道に行く以外に選択肢ないじゃん」

「そ、そうだろうか？」

　ちなみに、白はく亜あの誕生日パーティーからたった三日しか経たってない。

　さらにちなみに、今日は例によって平日だ。

「白亜と御み空そらさんがウチに来ると、毎回僕は拉ら致ちられるのか？」

「うん」

「肯定するなよ！」

　朝早く、白亜が御空さんを連れて灰瀬家のタワマンを訪ねてきたかと思ったら。

　すぐに御空さんの車で羽はね田だ空港へ。

　そこから飛行機であっという間に──北の大地へ。

　空港からはまた御み空そらさんが運転する車で移動（レンタカーじゃないらしい）、札さつ幌ぽろ市しのラーメン屋前に到着した。

　なんだ、この流れるような無駄のない展開は。

「なんでもいいよ。初夏の北ほつ海かい道どう、楽しまなきゃ損だよ」

　白はく亜あは、長袖で胸元の開いた白のカットソーにデニムのミニスカートという格好だ。

　涼しげで、初夏の北海道にふさわしい爽やかな服装ではある。

「とりあえずラーメン食おう食おう」

「おごりだったよな……」

　今さら抵抗しても、真しん道どう中等部の授業に間に合うわけじゃない。

　味み恋れんからはたまらない匂いがしてくるし、食べることには異論はない。

「おじさん、味み噌そ二つー」

「……まあ、いいけど」

　カウンター席に並んで座り、白亜が勝手に僕の分まで注文する。

　味噌ラーメン食べる気だったから、いいんだけどな。

　御空さんは店の外で待ってるらしい。一緒に食べればいいのに。

　そして、待つこと一〇分。

「うわぁ、美お味いしそう！　ヤバいね、灰はい瀬せ」

「うん、白亜に感謝しそうになるな」

「感謝していいのに!?」

　白亜はともかく、今はラーメンだ。

　鮮やかな黄色の縮れ麺に上品な味噌味のスープ。

　具はチャーシュー、モヤシ、ネギ、ショウガ、メンマとシンプル。

「わ、美味しい。これはいくらでも食べられちゃうね」

「味噌は普段あまり食べないけど、これはいいな」

　我が故郷が誇る家系ラーメンやサンマーメンも美味しいが、この味噌ラーメンは別の食べ物だな。

　味噌がしっかりと主張しつつ、しつこくなく食べられる。

「んー、美味美味ー♡」

　白亜は、ラーメンの食べ方も綺き麗れいだ。

　普段メチャクチャなのでたまに忘れそうになるが、これでもきちんと躾しつけを受けているお嬢様なのだ。

　上流階級が子女にラーメンのすすり方まで教えているのかは知らないが。

　僕らは味噌ラーメンをしっかりとスープまでいただき、満足して店を出た。

　当然、支払いは白はく亜あに任せたが、男として特にプライドは傷つかない。

「あー、美お味いしかった！」

「じゃあ、帰ろうか。御み空そらさん、空港までお願いします」

「まだ早いよ!?　北ほつ海かい道どうは広大なのに！」

「北海道を見て回ってたらどれだけかかると思ってるんだよ」

　京きよ都うとの観光旅行とは違うぞ。

　北海道はスケールが違うって白亜はわかってる……に決まってるか。

「白い恋人なら、空港でも売ってるんじゃないか？」

「それは買うけど。チョコとホワイトチョコの詰め合わせ五十四枚入りを買うけど」

「そんなに食べきれるのか？」

　ウチはその半分でも充分なくらいだな。

「でも、他にも行くところがあるんだよ」

「どこに？」

「灰はい瀬せ、クマ好き？」

「…………」







　ぱからっ、ぱからっと小こ気き味みよい音を響かせて、クマが走って行く。

　軽やかに走るその姿は、見ているだけで心が躍る──

「──って、クマじゃなくてウマじゃないか！」

「灰瀬、お馬さんは繊細だから。大声出しちゃダメ」

「あ……ごめん」

　僕は謝ってしまうが──でも、話の流れ、おかしいだろ！

　札さつ幌ぽろ市しから御空さんの車で少し移動して、到着したのは牧場だった。

　意外なことに、大都市である札幌の周りにも牧場はあるらしい。

　広い放牧場で、馬が数頭のんびりしている。

　僕らは柵越しに、その馬たちを見学させてもらっているところだ。

「本当は知しれ床とこまでクマ見に行こうと思ってたんだよね。〝会いに行けるクマ〟がいるらしくて」

「そんな、アイドルの握手会じゃないんだから」

「ちょっと遠いから、今回は見送ってね。でも、せっかくの北海道だし」

「まあ、馬でも全然いいけどな」

　なんなら、クマより馬のほうがいいくらいだ。

　安全にクマを見られるところもあるだろうし、死ぬわけじゃないが、ちょっと怖い。

「街からそう遠くないのに、広いよね、この牧場。うーん、空気も美お味いしいし、気持ちいい。やっぱ、汚れた都会で生きてる我々は、たまには大自然に帰るべきだよ」

　白はく亜あは柵の前で両手を広げ、嬉うれしそうに笑ってる。

　別に都会は汚れてないと思うが……まあ、たまの自然は悪くない。

　広い牧場で笑っている白亜は画えになってるしな。

「僕、馬を生で見るの初めてかも。思ってたよりずっと大きいな」

「初めてなんだ。じっくり見てていいよ。あ、ウォールだ。おいでおいで」

「ウォール？」

　綺き麗れいな白馬が、トコトコと僕らのところに近づいてきた。

　さらに、ぬぅっと柵越しに頭を突き出すようにしてくる。

　人なつっこい馬らしく、されるがままに白亜に頭を撫なでられている。

「この子、ホワイトウォール。ウチのパパの馬だよ」

「白しら河かわのおじさん、馬ば主ぬしもやってるんだ？」

「ただの趣味だけどね」

　ＴＶテレビで見た程度の知識だけど、競走馬って凄すごく高価なのでは？

　下へ手たすると一頭で億とか……。

「競馬には全然詳しくないけど、白馬ってあまり見たことないかも」
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「競馬では白しろ毛げ馬うまって言うらしいよ。かなり珍しいし、勝つのはもっと珍しいんだって」

　白はく亜あは、父親の影響で知識があるみたいだ。

「ウォールもねー、強かったんだよね。ＧジーⅠワン勝ってるし」

「へぇ……」

　ＧⅠって競馬で一番グレードの高いレースだったよな。

「でも、ＧⅠ勝ったレースで故障しちゃって。そのまま引退したんだよ。元々身体からだが弱くて、走らないだろうって言われてたのに意外に強くて凄すごかったんだけど」

「…………」

「あ、別に変な意味はないよ？　馬は馬、わたしはわたしだから」

「うん……」

　そう言われても、そんな話を聞かされて白亜を連想しないのは無理な相談だ。

　言われてみると、ウォールは繊細そうな顔をしてるようにも思えてきた。

　スペックは高いけど、ガラスのようにもろかったサラブレッドか……。

「今は〝繁殖牝ひん馬ば〟って言ってね、仔こ馬うまを産むお仕事をしてるんだよ。血筋は良いいし、本人もいい成績残してるから、仔馬ちゃんはけっこうなお金になるらしいよ」

「産業動物だなあ」

　利益のために飼っているんだから、当たり前の話だ。

「お嬢様、よろしいようですよ」

　と、突然御み空そらさんが背後に現れて驚きそうになったが、大声をなんとかこらえる。

「え、ＯＫ出たんだ？　本当に大丈夫？」

「お嬢様は慣れていらっしゃいますし、問題ないとのことです」

「そっか、じゃあお願いしようかな」

　白亜と御空さん、なんの話をしてるんだ？

　それから、放牧場から少し移動して──

「久しぶりだなあ、この感覚」

「おお……白亜、馬にも乗れたんだな」

「ほほほ、お嬢様ですから」

　トラック──競馬場のような走行用のコースで、白亜がホワイトウォールに乗っている。

　本来、ウォールはもう人を乗せて走るようなことはないが、馬ば主ぬしの娘ということで特別許可が出たらしい。

　白亜は乗馬の経験があるようだ。さすが、これでもお嬢様……。

　ヘルメットと、ベストタイプのプロテクターもきっちり着用済みだ。

　そして、僕も同じ格好をしている。

「あの、僕は全然慣れてないんだが？」

「大丈夫、御み空そらに任せておけば」

　そう──僕も白はく亜あと同じく馬に乗っている。

　正直、またがるだけでも怖いくらいだった。

　思っていた以上に視線が高く、不安定な感じで怖い。自転車なんかとは全然違う。

「えーと、この馬はなんだっけ……？」

　僕が乗せてもらっているのは、ウォールとは真逆の真っ黒な馬だ。

「その子はダークフェザー。ウォールの弟でさ。こっちは競馬ではあまり勝てなかったんだけど、引退してからは乗馬用になってこの牧場で暮らしてるんだよ」

「ふーん……」

　競馬の馬はレース場でしか姿を見ないけど、引退後の人生（？）もいろいろあるんだな。

　そのダークフェザーに着けたリードのようなものを、御空さんが引っ張っている。

　こうして御空さんが引くことで馬を動かしてくれるらしい。

「ご安心ください、灰はい瀬せさま。フェザーは賢い馬ですので。人を振り落としたことはありません」

「僕が一人目になるってことはないよね？」

「生き物ですから」

　保証はないってことか。

　僕、死ぬわけじゃないならなんでもできるが、乗馬って下へ手たをしたら死ぬんじゃ？

　騎手が大ケガしたニュースとかたまに聞くし。

「じゃ、行こうか、ウォール。はいっ」

　白亜は慣れた様子で手た綱づなを操って、トコトコと軽く白馬を走らせる。

　息が合っていて、ウォールも機嫌良く走っているような──

「上う手まいもんだなあ」

「お嬢様は横よこ浜はまの乗馬クラブでもよく乗っていましたので。適度な運動になるのです」

「へぇ、走るのは馬なのに運動になるんだな」

　確かに、軽く踏ん張ってないと落ちそうで怖い。

　ただ乗ってるだけでも、意外と筋力を使うのかもしれない。

「ヘーイ、灰瀬ぇー、周回遅れだねぇー」

「レースだったのか」

　トラックを一周してきた白亜とウォールが、僕とフェザーの横に並ぶ。

「僕、生で馬を見たのも今日が初めてだぞ。マウント取ってどうするんだ」

「へへへ、わたしが乗馬教えてあげよっか？　お坊ちゃまなら馬くらい乗れないと」

「僕はニワカだからいいんだよ」

「ま、わたしより御空のほうが上手いけどね。乗馬競技の大会に出たことあるもんね」

「お恥ずかしいことです」

　引き馬をしながら、御み空そらさんが一礼する。

　この人、なんでもできるんだな……。

「灰はい瀬せ、もう少しスピード出しても大丈夫だよ」

「ええ？」

「フェザーは賢いから大丈夫。わたしについてきて」

「ちょ、ちょっと待った。無理だよな、御空さん？」

「フェザーが勝手についていってくれます。灰瀬さまはしっかり手た綱づなを握って、脚で彼の胴を締めていてください。危なくなったら止めますから」

「えぇー……」

　慣れてる二人が言うから大丈夫なんだろうが。

　それに──

「はは、ウォール、久々に走れて気持ちよさそうだね」

　馬上で嬉うれしそうに笑っている白はく亜あに、もう少し近づきたい。

　彼女はいつでも猛スピード。

　未いまだに僕は追いつけない。

　いや、今は無理に追いつこうとしたらフェザーも危ないのでやっちゃいけないけれど。

　ゆっくり走ってから、僕らは馬を下りた。

「ありがと、ウォール。せっかくのんびり暮らしてたのに、走らせちゃってごめんね」

　白亜はウォールを撫なでてやり、ウォールのほうも白亜に身体からだを寄せてすりすりしている。

「ウォールは今、六歳。お嬢様とは仔こ馬うまの頃に出会っていて、その頃から妙になついていました」

「そうなんだ……」

　僕もフェザーを恐る恐る撫でてやりつつ、御空さんの言葉に頷うなずいた。

「お嬢様は北ほつ海かい道どうがお好きで、子供の頃からよく来ていました」

「普通は、好きでもしょっちゅう来られないけどな」

　少なくともラーメン食べたり、馬に会うためだけに北海道行きとはいかないだろう。

　昔から自由だったんだな、白亜は。

「灰瀬ぇー、わたしとウォールの華麗な走り、見てた？　惚ほれ直せよ！」

「命令形か！」

　白亜はウォールを牧場の人に託して、こっちにやってくる。

　ヘルメットを脱ぎ、色素の薄い髪がばさっと広がる。

「どうだった、乗馬もなかなか面白いでしょ？　馬も可愛かわいいしね」

「まあ、割と面白かったよ。無事に終わったしな」

「灰はい瀬せはあまり可愛かわいくないね」

　白はく亜あはプロテクターを御み空そらさんに外してもらいつつ、苦笑している。

　楽しかったが、御空さんに引っ張ってもらっただけだからな。

　僕のほうは華麗な走りとはいかなかったのが、少し残念。

「いや、本当に楽しかったよ。牧場、広くて気持ちいいしな」

「でしょ。婚前旅行パート２、楽しんでもらえてよかった」

「これも婚前旅行だったのか」

　ついこの前、京きよ都うとに行ったばかりだというのに早くも第二弾が来てたか。

「式場探しも兼ねてるからね。古き良き京都とか、地元の豪華な式場もいいけど、大自然の中で結婚式挙げるっていうのもアリかも」

「白亜らしい気はするな」

「新郎新婦、馬で登場！　なんていうのもアリかも」

「……どんどん悪ノリしていきそうだ」

　そのときはまた、ホワイトウォールとダークフェザーに乗せてもらうんだろうか。

　また平日に学校をサボって、北ほつ海かい道どうに来て遊んで結婚式場を探して。

　なにもかも間違っていることはわかってる。

　だけど、間違っているからなんだっていうんだろう？

　白亜は猛スピードで走って、僕はそれについていきたい。

　そう、白亜は猛スピードで僕に背中を見せて駆けていく。

　僕はまだ追いつけないけれど、白亜に近づこうとする努力だけはやめたくない。

　そのためには、僕のほうからも──君に伝えておくことがある。









10　私は君の思い出を知らない






　北ほつ海かい道どうから戻って数日は、平穏な日々が続いた。

　一泊二日の強行軍だったが、白はく亜あは特に体調に異常はなかったようだ。

　むしろホワイトウォールとの乗馬がよほど楽しかったらしく、ずいぶんとご機嫌で。

　僕はさすがに乗馬に必死で写真や動画を撮る余裕はなかったが、いつの間にか御み空そらさんが撮影していたらしい。

　白亜は、自分がウォールに乗っている写真をスマホに入れて、ニコニコしながら眺めていた。

　僕が死にそうな顔で必死にダークフェザーにしがみついてる写真も撮られていて、白亜はそれをニヤニヤしながら眺めていた。

　御空さん、僕が嫌いなんだろうか……？

　まあ、なんにしても白亜の機嫌がいいのはけっこうなことだ。

　ただ、その一方で──

「灰はい瀬せくん、身体からだはどうなの？」

「うん、なんとか……」

　昼休みの屋上──僕は紅べに坂さかと昼食をとっている。

　最近、紅坂はお弁当のメニューをいろいろと研究中らしく、僕に意見を求めてくる。

　毎日パンで済ませている僕には、ありがたいことだ。

「しかし、情けないわね。ちょっと馬に乗ったくらいで筋肉痛なんて」

「いや、普段使わない筋肉を使ったんだよ……僕も運動苦手じゃないのに」

　そう、白亜ではなくて僕に異常が出ている。

　馬に乗った翌日、腕や脚、それに背中が猛烈な筋肉痛に襲われた。

　しかも、なかなか治らなくて、ようやく通常モードに戻ってきたところだ。

「ちなみに、紅坂は乗馬って？」

「一応、乗れるわよ。ウチの親も馬ば主ぬしだし」

「……やっぱり別世界だな、この学校は」

「ハクの家はレベル違うわよ。ハクのお父様が持ってる馬だけで毎年何億稼いでることか。それでも、白しら河かわ家にとってはお小遣い程度よ」

「僕も白亜と結婚したら、お小遣いもらえるのかな」

「自分で稼ぎなさいよ」

「ベネティアで雇ってもらおうかな」

「言っておくけど、ベネティアは店長だって薄はつ給きゆうよ？」

「経営者一族がそんなこと言っていいのか」

　ベネティアの店長さん……強く生きてほしい。

「ああ、この唐揚げは美お味いしいな。冷凍じゃないんだ？」

「食べ物屋の娘が冷凍は使わないわよ。けど、鶏とり肉にくはどこにでも売ってるヤツよ。下処理と味付けで、美味しい物を少しでも安く食べてもらわないと。ファミレスはファミリーが楽しむ場所だから」

「経営者一族も頑張ってるんだなあ。紅べに坂さかもまだ中学生の身で苦労してるな」

「べ、別に？　自分の利益のためよ。ただのビジネスよ」

　中二女子がビジネスを頑張ってるってことを、苦労してると表現してるんだよ。

「それより、灰はい瀬せくんさあ」

「え？」

　なぜか、紅坂は少し顔が赤い。

「もう紅坂はいいでしょ。緋ひ那な、でいいわ。ハクも気にしないでしょ」

「ふーん……じゃあ、緋那ちゃんで」

「あんたにちゃん付けされるとナメられてるみたいなんだけど……」

「とんでもない。同級生にさん付けは少し距離あるし、呼び捨てはそれこそナメてるみたいだから」

　これ、実はけっこう本音だ。

　委員長姉は恐れ多くてさん付け、紅坂は騎士団の仲間だから親近感を持ってちゃん付け。

　僕が名前で呼び捨てにする同級生女子は、白しら河かわ白はく亜あ一人だけ。

「お、おかしい……」

「え？　白亜？」

「ハ、ハク？」

　いつの間にか、白亜が僕らの前に立っていた。

　短いスカートが、屋上に吹く風にふわふわと揺れている。

「妹ルートだけじゃなくて、『婚約者の親友が僕を餌え付づけしてくる』ルートまで始まってるじゃん！」

「え、餌付けなんかしてないわよ！」

「ふーん……わたしがタダで北ほつ海かい道どう旅行に連れて行ってあげたばかりで、今度は緋那にタダ飯食べさせてもらうとは……灰瀬は、甘やかしてもらう天才だね」

「それを白亜が言うのか!?」

　おごりが多いのは確かだけど、白亜も相当甘やかされてるだろ！

「僕は完全庶民だから。ファミレスの客層に一番近いだろ。だから、緋那ちゃんの試食に付き合ってるんだよ」

「へぇー、緋ひ那なちゃんか」

「馬鹿、灰はい瀬せくん、このタイミングで……！」

　そういえば、緋那ちゃんも僕を苗みよ字うじ呼びだな。譲ゆずるって呼びにくいのか？

　まあ、女子に下の名前で呼ばれた経験ってあまりないが。

「ま、いいけどぉ。わたし的にも、婚約者と親友が仲良くするのは悪くないし」

「なんか機嫌悪そうじゃない、ハク？　言っておくけど、全然私の趣味じゃないからね、灰瀬くんみたいなのは」

「本人の前でズバッと言うなあ」

　ただし、僕が趣味って女子は数少ないだろうから、意外でもなんでもない。

「あ、ごめん……ただ、友達の婚約者を恋愛対象にするほど終わってないってことで！」

「確かに……灰瀬を好きになるようなら趣味を疑うけど」

「緋那ちゃん、そんなこと言ってなくないか？」

　白はく亜あめ、僕をなんだと思ってるんだ？

「婚約したばかりなのに、他の女子に……しかも私の親友にちょっかいをかけるなんて。これは頑張ってご機嫌を取ってもらわないと」

「し、親友……！」

「…………」

　嬉うれしそうにしている緋那ちゃんのことはともかく。

　せっかく、北ほつ海かい道どう旅行のおかげでご機嫌がよろしいのに、こんなちょっとしたことでヘソを曲げられるとは。

「まあ、機嫌が悪いならちょうどいいか」

「機嫌が悪くてちょうどいいなんてことがあるの!?」

　あっさり態勢を立て直した僕に、白亜が驚いてる。

　いや、よくはないが、口実にはちょうどいいというか。

「筋肉痛も治ってきたことだし、今度は僕が白亜を連れて行くよ」

　そう、北海道の牧場に連れて行ってもらって──

　いや、その前──愛の巣だの結婚式場だのいろいろ連れ回されるばかりで、猛スピードに翻ほん弄ろうされまくってきたが。

　僕も自分から動き出さなければならないと、やっとわかった。

　白亜に先を走られてばかりじゃ、決して追いつけないのだから。

「えっ、いかがわしいトコ？　それはちょっと……まだ三ヶか月げつは早いかなあ」

「三ヶ月後ならいいのかよ！」

「私は認めないわ！」

「緋那ちゃんは、白亜のなんなんだ？」

　保護者か？

　白はく亜あの保護者はご両親に御み空そらさん、真ま白しろちゃんと何人もいて足りてるんだが？

「変なところじゃない。白亜、今日暇なら付き合ってほしい」

「お、おお……灰はい瀬せから誘われるなんて」

「白亜を誘って断られても、死ぬわけじゃないからな」

「ちょ、ちょっと、灰瀬くん。そんな言い方は……」

「いいんだよ、緋ひ那な。それが灰瀬の生き方なんだから」

　白亜はにっこり笑って、緋那ちゃんを制する。

　生き方なんて上等なものでもないが、白亜の前で死ぬとかどうとかいうのは失礼かもしれない。

　でも、白亜は僕のやり方を認めてくれている。

　だから、あえて口に出してるんだ。

「一緒に来てくれ、白亜」

「どこまででもお付き合いするよ、灰瀬」







　横よこ浜はま駅から電車で三〇分前後。

　神か奈な川がわ県海え老び名な市が、僕が育った地元だ。

　ここ何年かはサービスエリアで有名だが、まだ車を運転できない歳としの僕にはあまり関係なかった。

　海老名駅前は発展していて、大型のショッピングセンターや立派な映画館も複数ある。

　横浜まで出なくても、たいていの用は駅前で済むので便利な土地だ。

「ふーん。わたし、海老名って初めて来たかも」

「まあ、横浜駅周辺の住民にはあまり用がないかもな」

　というわけで、放課後になって白亜を連れて海老名へやってきた。

　今日は御空さんの車じゃなくて、電車を使った。

　白亜が電車からの景け色しきを見ながら行ってみたいと言い出したのだ。

「一度、白亜に僕が育った場所を見てもらいたいと思って。あのタワマンしかまだ見せてなかったからな」

「わたしが生まれ育った場所は見てもらったもんね。今度は灰瀬の番か。気が利いてるじゃん」

　白亜は、にこにこと楽しそうにしている。

　そこそこ遠い海老名まで連れてこられたが、機嫌はだいぶ直ったようだ。

「少し歩くけど、僕らが住んでたあたりに行ってみようか」

「いいね、地元民だけが知ってる美お味いしいスイーツのお店とかある？」

「スイーツには貪どん欲よくだな……例の黒糖黒蜜まんじゅうの和わ倉くら堂どうは、ウチのアパートの近所だよ」

「おおっ、あれのお店、灰はい瀬せの地元だったんだ！」

　カロリーがえげつない黒糖黒蜜まんじゅうのことは忘れていなかったらしい。

　駅から二〇分ほど歩いて──

「まず、ここ。ここが、僕と母さんがずっと暮らしてたアパートだよ」

「へぇー……灰瀬と理り代よ子こさん、ここに住んでたんだ……」

　見慣れた木造三階建てのアパート。

　さすがに、引っ越して二ヶか月げつも経たってないので特に変化はない。

　灰瀬家が住んでいた部屋が空き部屋になったというだけだ。

　もしくは、既に新たな住民が住んでいるかもしれない。

「ふぅーん、クラシックでいいじゃん。けっこう綺き麗れいだし」

　白はく亜あはスマホを取り出して、写真を撮っている。

　ちなみにさっき、大家さんと偶然会って、撮影の許可はもらっている。

　もう僕の家じゃないから、勝手に撮るのは微妙だったんでちょうどよかった。

「実はこのアパート、一度来ようかと思ったことあったんだよね」

「え？　なんで？」

「もう忘れた？　わたし、灰瀬と四年くらい前に病院で会ってるんだよ」

「ああ……」

　僕が車にはねられて、はねたのが白亜の従姉いとこで。

　重傷を負った僕は白しら河かわ家関係の病院に担ぎ込まれ、心臓の異常で入院してた白亜と出会っていた──

「退院した灰瀬が気になるのは当たり前じゃん。様子を見てみようかなーって思って」

「でも、来なかった？」

「んー……わたしが灰瀬と会ったときは意識がもうろうとしてたみたいだし。わたしが会いに行っても誰だかわからないかなーって思って。なんというか……思い出は美しいままにしておきたいじゃん？」

「……考えすぎだよ、白亜。僕が忘れてたとしても、言ってくれたら思い出す努力くらいはしたんじゃないかな」

　もっとも……白亜みたいな超がつく美人が突然現れたら、驚くなんてものじゃなかっただろう。

「ごめん、嘘うそ」

「え？　別にここに来る気はなかった……？」

「そうじゃなくて。灰はい瀬せに会いに行こうとしたのは、一度じゃなくて何度もだったね。御み空そらに指示までしたことあったかも」

「……そこまでしたなら、もう会いにくればよかったのに」

　僕は苦笑いしてしまう。

　猛スピードで、行動力のある白はく亜あにしてはずいぶんと消極的だ。

「もしかすると、わたしって、あの頃からもう灰瀬のこと……だったのかもなあ」

「…………」

　肝心なところを聞き逃すなんて。

　婚約までした今でも、僕はまだ白亜の気持ちがはっきりわかってないのに。

「よし、次行こう！　次は灰瀬が通ってた中学見てみたい！」

「……別に普通の学校だよ」

「わたし、むしろ普通の学校、あんま知らない！」

「凄すごい嫌いや味みだな」

　気を取り直し、僕は苦笑しながら歩き出す。

「あ、待って待って、はぐれたら迷子になるじゃん」

「…………っ」

　白亜は、ぱっと僕の手を握ってくる。

　うう、柔らかくて──意外に小さい。

　華きや奢しやで指も細いから、思ったより小さく感じられるんだろうか。

　離してくれそうにないし、一刻も早く目的地に着かないと──

「ゆずる……!?」

「え？」

　歩き出して五分も経たたず、突然後ろから声がかけられた。

　振り向くと、そこには──

「あ、茶さ山やま……？」

　黒髪ショートカットの女子が立っていた。

　紺色のジャンパースカート、半袖の白ブラウスという制服姿。

　茶山千ち夜や──同じ中学の同級生だった女の子だ。

「え、えっと……ゆずる、その人は？」

「あ、ああ。新しい中学の──クラスメイトで、白しら河かわ白亜」

「えっ、クラスメイト!?」

　茶山は、目を見開いて驚いている。

　そうか、最近忘れがちだったが、白亜はとてもじゃないが中二には見えないんだった。

　私服なら下へ手たをすると大人、今みたいに制服を着ていても高校生にしか見えない。

「うん、信じられない気持ちはわかるが、同い年なんだ。先日、十四歳になったばかり」

「そ、そうなんだ。お、おめでとうございます？」

「そこで誕生日を祝わなくても」

　この茶さ山やま、ちょっとズレたところがあるんだよな。

「ありがとう。ふーん……」

「な、なんだよ、白はく亜あ？」

　白亜がジト目で僕を見ている。

「彼女、灰はい瀬せを〝ゆずる〟って呼んでるんだ……」

「あ、違うぞ。茶山は母さんとも仲が良くて、〝灰瀬〟だとややこしいから、僕を下の名前で呼んでただけで」

「ゆずる、すっごい早口」

「うるさいぞ、茶山」

「まだ声変わりしてないの、ゆずる？」

「声変わりはしたんだよ。してもこれなんだよ、知ってるだろ」

「……ふーん、ふーん」

「今度はなんだよ、白亜？」

　白亜のジト目が、さらに細くなってるような。

「その子と仲良いいんだね、灰瀬」

「そ、そうじゃなくて！　そりゃ同じ中学で同じアパートならこれくらいの距離感になるって！」

「同じアパート？」

　さらに細まる白亜の目。

「あ、いや、茶山が引っ越してきたのは小三とかだから、幼なじみってほどでもない」

「そうそう、私は本当にゆずると付き合ってたとかないから」

　つい慌ててしまう僕と、さらっと断言する茶山。

　茶山はバレー部所属の体育会系で、さっぱりしている。

　僕にとっては感覚的には男友達に近いので、ざっくばらんに話してしまうだけで。

　特別に仲が良いというわけでもないはず……。

「うん、結局付き合うことはなかったよね、ゆずる」

「おい、わざと言ってるだろ、茶山ぁ！」

　こいつ、さっぱりしてるかと思えば妙に意地悪いこともあるんだよな。

　他の男子には本当に男友達みたいな感覚で、気さくに接してるくせに……。

「ちなみに、わたしはただのクラスメイトじゃなくて灰瀬の婚約者なんだよ」

「こっ、婚約!?　婚約ってあの!?」

「そう、あの伝説の婚約。灰はい瀬せもお金持ちのお坊ちゃんになっちゃったから、家の都合で結婚しなきゃいけないんだよね」

「そ、そうなんだ……え、私って愛人を狙うくらいしか……？」

「茶さ山やま、自分がなに言ってるかわかってるか!?」

　婚約も中学生には縁遠いワードだが、愛人って！

　お金持ちだろうと、愛人がいる中学生なんて存在するわけない！

「冗談だって。噂うわさになってたけど、ゆずるって本当にお金持ちになったんだね」

「僕のお金じゃない。別に僕は変わってないよ、茶山」

　そうだ、僕は白亜の真実を知ったあとでも〝死ぬわけじゃないから〟なんて理由でなんでもできるヤツだ。

　少なくとも、僕はお金では変わらない。

「そうなんだよね、ゆずるってこう見えてメンタル強いから。事故に遭ったあとも、平然とした顔で学校出てきてたよね」

「……そうだったかな」

　鏡を見ながら歩いてたわけじゃないから、そんなことは知らない。

　でも、悲劇の主人公ぶったマネはしなかったはず。

「そっか、茶山さんは灰瀬の事故のことも知ってるんだ？」

「あ、うん。学校でもだいぶ話題になったから。千羽鶴を折ったし、私がクラスの代表で病院まで行ったし」

「ああ、そういえば……千羽鶴、灰瀬の病室にあった気がする」

「…………」

　白はく亜あのごく小さなつぶやきは、茶山には聞こえなかったようだ。

　なぜ白亜がそのとき病院にいたかなんて、説明するのは面倒だからちょうどいい。

　ちなみに、僕は千羽鶴のことは記憶にない。

　白亜と会ったことも忘れてたくらいだからなあ……。

「あのとき、ゆずるはもう戻ってこないかと思ったけど……今度こそ、もう戻ってこないね。こんな綺き麗れいな婚約者さんがいたら」

「わたし、前に十人ほど許嫁いいなずけを捨ててるから。灰瀬のこと、ポイする可能性もあるよ」

「ゆずるがゴミのように!?」

「…………」

　まあ、捨てられないように頑張ろう。

　そういえば──僕はまだ、あのワードは言ってないな。

　素直になれないようだと、いつか本当に捨てられるだろうか。

　そうして話は終わり、茶山と別れてまた中学へ向かう。

　だが──

「灰はい瀬せ」

「えっ、白はく亜あ？」

　白亜が突然、スカートを押さえてその場にしゃがみ込んでしまった。

「ちょっと疲れた。御み空そら、呼んでいい？　帰りは車にしよう」

「……僕が御空さんを呼ぶよ。さすがにもう連絡先は交換してある」

　どうしても僕の中学に行きたいわけじゃないし、中学は逃げない。

　僕が住んでいた場所を見せられたし、前の中学の友達まで紹介できた。

　灰瀬譲ゆずるの過去を見せるという目的は、充分に達成できたかもしれない。
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　御空さんは、五分も経たたずに現れた。

　わかっていたが、当然ながら僕らの近くにいたんだろう。

　監視されているようではあるが、白亜の身体からだのことを思えば御空さんが常に控えているのは安心でもある。

　御空さんはアルファードで現れ、僕と白亜を乗せて走り出した。

　僕らは並んで後部座席に座り、白亜は外を眺めている。

「……ねえ、意外と知らないもんだよね」

「え？」

「わたしの誕生日が六月とか、乗馬ができるとか、灰瀬がわたしのことを全然知らないみたいに。わたしも、灰瀬のことをまだ全然知らない」

「僕には、わざわざ言うほどのことが特にないんだよ」

「そうかな？　歌上う手まいし、クレーンゲームでクマ獲とっちゃうし、前の中学には可愛かわいい同級生もいるし」

「どれもたいしたことでもないような……」

　実際、どれを言っても「ふーん」と流されそうな話ばかりだ。

「大事なことほど知らないものかもしれない。わたしだって、一番大事なことを言えなかったからね」

「……言ったじゃないか。なんにでもタイミングは重要だろ」

　もし、白はく亜あが許嫁いいなずけになった直後に心臓の話を聞いていたら。

　今、僕はここにいなかったかもしれない。

　そして、僕はここにいてよかったと思ってる。

「ん？　白亜、それなに？」

　ふと、気づいた。

　白亜が膝の上に、トートバッグを載せている。

　いつものリュックを僕との間に置いているが……そんなバッグは学校には持っていっていなかったはず。

　最初から車内にあったものだろうか。乗り込んだときは気づかなかった。

「あっ、えっと、これは……」

「ん？　なんかまずいものとか？」

「そ、そういうわけじゃないけど……」

「例の灰色グマです」

「み、御み空そら!?」

「差し出がましいことを申し訳ありません」

「……御空が訊きかれてもいない秘密を話すなんて、空前絶後だね」

「そこまでのことか？」

　僕がリュック越しに中身を覗のぞき込むと、白亜は観念したように両手を上げた。

　許可が出たようなので、トートバッグの中身を取り出す。

「おい、はーくん、なんで君がここにいるんだ？　先輩の白クマと黒クマに追い出されたのか？」

　中にいたのは、確かに僕がクレーンゲームで獲とった灰色グマのぬいぐるみ、はーくんだった。

「お嬢様はこのところ毎日、車での送迎の際にそのクマを膝に載せています」

「御空ぁ！　開き直って全部言いすぎ！」

「申し訳ありません」

「…………」

　うん、ロボットみたいだった御空さんもこの短期間でだいぶ人間っぽくなってきた。

　悪くない傾向なんじゃないだろうか？

「いいじゃん、新しいぬいぐるみは可愛かわいがることにしてるの！」

「いや、僕があげたものだからそこまで可愛かわいがってもらえるなら嬉うれしいよ」

　僕は、はーくんを白はく亜あに返しながら言う。

　ぬいぐるみと一緒にお出かけなんて、白亜も可愛いところがある。

「むぅ……馬鹿にしてない？」

「してない、してない。また、僕が知らない白亜を知れたってわけだ」

「むうぅ……」

　白亜は、はーくんを抱いて不満そうに僕を睨にらんでくる。

　それから、車の窓のほうを向いて。

「じゃあ、わたしも……もうちょっと灰はい瀬せのことを知ろうかな」

「別にネタはないけど」

「あるよ。御み空そら、あそこに行ってくれる？」

「わかりました」

「…………？」

　御空さんは聞き返しもせずに、車を止めてカーナビを操作し始めた。

　どこだよ、あそこって？

　僕と関係あることみたいなのに、僕にはさっぱりわからん。

　白亜のもったいぶるところは、意外とクセなのかもしれない。

　御空さんが運転する車は、横よこ浜はま方面に向かっている。

　ただ帰るだけじゃないだろうが、どこへ──

「あ…………」

　この場所は──僕はようやく気づいて、小さく声を上げてしまう。

　御空さんが横浜駅近くのパーキングにアルファードを滑り込ませ、白亜が黙って車を降りた。

　僕が後部座席からちらりと御空さんを見ると、彼女は小さく頷うなずいた。

　どうやら、二人だけで行ってこいという意味らしい。

　仕方なく、僕も車を降りて白亜についていく。

　もちろん、はーくんも御空さんと一緒に車でお留守番だ。

　少し歩くと、大きな交差点があった。

　僕はここを知っている。

　そんなに何度も通ったことはない。

　少なくとも四年前に、一度通ったことがあるのは間違いないけれど。

「ここなんだよね、灰瀬？」

「そういえばそうだったな。特に用もないから来ないけど、ここだったよ」

　交通量が多く、歩道橋もかかっている交差点。

　大きいけれど、特になんの変哲もない交差点でもある。

「白はく亜あ、花束を持ってくるべきだったかな？」

「いらないよ。もう四年も前なんだから、今さら供えても通行人の邪魔になるだけだよ」

　僕の質問に、白亜は微笑して首を振った。

　そうだ、僕までもったいぶることはない。

　ここは僕が車にはねられた、その事故現場だ。

　四年前のあの日──

　僕は特になんの用があったわけでもなく、母と横よこ浜はままで買い物に出てきて、一度母から離れてその辺をブラブラしていたところで──

　突然、突っ込んできた車にはねられたのだ。

　あとで親戚に聞いた話によると、母は「買い物なんかに連れて行かなかったら」「譲ゆずるから目を離さなければ」と泣いていたそうだ。

　いや、家で留守番なんて退屈だし。

　僕は十歳の頃には、もう友達と電車で横浜に出て行くことも普通にあった。

　幼稚園児じゃないので、常に僕に目を向けられていても困っただろう。

「わたしはさ、思うんだよね」

「なにを？」

　このあたりは交通量が多くて、車のエンジン音がうるさい。

　それでも白亜の声はよく聞こえた。

「この交差点が、わたしと灰はい瀬せの始まりの場所なんじゃないかって」

「始まりの……」

　僕は、その言葉に頷うなずく。

「普通の、ちょっと大きいだけの交差点なのにな」

　僕が事故に遭った場所であると同時に──

　白亜の従姉いとこが亡くなった場所でもある。

　確かに今さら花束を供えることもないだろうが、白亜にとってはただの交差点ではないのだろう。

「実はわたし、ここに来たのも初めてなんだよね」

「ああ、そうだったんだ。僕もだよ」

　母さんは一度、僕をはねた車の運転手に手を合わせに行ったと聞いた。

　僕が意識が戻ってもう大丈夫、となってから彼女を恨まないために。

「お姉さん──ここで従姉が亡くなったんだから、あの人に花束くらいあげてもよかったね」

「でも白亜も当時は入院してたんだろ。仕方ないよ」

「わたし、お姉さんのこと好きだった」

　白はく亜あは寂しげに笑い、その色素の薄い髪をさらっと後ろに払う。

「お姉さんもこんな髪の色しててさ。ウチだとわたしとお姉さん、それに亡くなった母方のお祖ば母あさんの三人だけで」

「もしかして、その三人が──」

「そう、不思議だよね。ウチの親戚でもこの変わった色の髪をしてる人間だけが、心臓に爆弾を抱えてる」

　ははは、と白亜は軽く笑う。

　白亜の髪は確かに不思議な色で、母親も妹である真ま白しろちゃんも黒髪だ。

「お姉さんもお祖母さんも若くして亡くなっちゃった。お祖母さんのことはよく知らないけど、お姉さんのことは知ってる。実の姉みたいに優しくて、好きだったんだよね」

「白亜は、そのお姉さんの分まで生きるべきだな」

「うわっ!?　すっごい前向き。ちょっとびっくりした」

　白亜は素早く振り向いて、目を見開いている。

　どうやら本気で驚いているようだ。

　僕、普段そんなネガティブな発言多いか？

「でも、そのとおりだと思う。灰はい瀬せが自分の過去を見せてくれて──わたしも自分の過去と向き合わなきゃいけないと思った」

「過去と……？」

「そう、お姉さんが死んだ場所──ずっと来られなかったのは怖かったから。自分も、いつか同じようにして死ぬんじゃないかって。ここに来たら、どうしてもそんなことを想像しちゃうと思ったから」

「……今はいいのか？」

「ここは灰瀬とわたしの、大事な場所だから。もしここに来ずに死んだら、死んでも死にきれないかも」

「そういう言い方はやめてくれ」

「ごめん」

　白亜は素直に謝って、少しだけ歩いた。

　歩道沿いのガードレールにトンと手を置く。

「わたしはさ、従姉いとこのお姉さんとの思い出、はっきり覚えてるんだよ。亡くなったのはたった四年前だし、よく遊んでもらったからね。永遠に忘れることなんてないかも」

「忘れるほうが難しいことだってある。僕が言っても説得力ないかな」

「ないね。天使が迎えにきたことも忘れる記憶力だもん」

　じぃーっと白亜が呆あきれた目を向けてくる。

　自称天使の女の子を忘れるとか、確かに記憶力に問題がありそうだ。

　とはいえ、入院中の頃の記憶はいろいろと曖昧なので仕方ない。




「愛してるなんて、言われたくなかった」




　突然、白はく亜あはそう言って──横断歩道を渡り始めた。

「ま、待った。どこ行くんだ？」

「どこにも行かないよ。今日は灰はい瀬せに連れて行ってもらうターンだったからね。ここはただの寄り道だよ」

「だったらなんで……」

　長い横断歩道を歩き、渡りきった先には車や病院の看板が立っている。

　白亜はその看板の下で立ち止まった。

「それで……さっきのはなんだ？」

「愛してるって言わせたいって話は、覚えてる？」

「忘れるにはインパクトのある話だな」

　白亜と話していると、ちらちらと頭をよぎる程度には覚えてる。

　ただ、冗談でも口に出すのは難しい。

「ねえ、灰瀬。〝愛してる〟って言える？」

「その気持ちがあれば、言えるかもしれない」

「まだないんだ。じゃあ、わたしのこと好き？」

「この前、屋上で言ったよな。キスしたい気持ちはあるよ」

　言いすぎかもしれないが、このくらい言ったって死にはしない。

　恥ずかしくて死にそうではあるけれど。

「それって、性欲的なもの？」

「……まあ、僕もお年頃だから」

　そういう気持ちがないなんて、口が裂けても言えない。

　白しら河かわ白亜は、大人みたいに綺き麗れいな女子なのだから尚なお更さらだ。

　こんな、しれっとしてるように見えて、僕だって中二の男子なんだよ。

「そっか。まだわたしを愛してないか」

「残念ながら……」

「実は、それでよかったと思ってるんだよね」

「え？」

　僕が思わず聞き返すと、白亜はわずかに苦笑いを浮かべた。

「ちょっと話、変えていい？」

「白はく亜あが許可を求めてくるとはびっくりだな。どうぞ」

　愛してると言ってほしいと自分から言い出しておいて、言われなくてよかった？

　意味が気になりはするが、ここは焦ってはいけない場面だろう。

「わたしが芸能界デビューして、黒くろ崎さき夜よる羽はとして必死に頑張ったのって──結局は、自分が生きた証あかしを世間に残そうとしたんだよね。映像ってもう、半永久的に残るから」

「放送部での活動も……そうなんだよな？」

「うん」

　白亜は頷うなずいて、僕の前まで歩いてくる。

「でも、放送部は芸能界とはちょっと違う。最初は芸能人・黒崎夜羽のファンなんて名前も知らない人たちじゃなくて、もっと身近な学校の人たちを相手に証を残したかったから。一人じゃたいしたこともできなかったけど」

「今は僕がいる……」

「そう、灰はい瀬せがいる。だけどそれだってさ、結局は学校の人たちじゃなくてカメラを構えてる灰瀬、わたしと一緒に映ってる灰瀬に向けた映像だったんだよ」

　白亜は、くすりと笑って。

「古風な言い方をするなら、わたしの放送部の映像は灰瀬に向けたラブレターだったんだよ。愛してるって言わせるためのね」

「ラブレター……」

　正確にはビデオレターとでも言うべきか。

　でも、特定の誰かに見せるために映像を撮るなんて、当たり前のことだ。

　だから、撮影にそこまでの意味があるなんて気づけなかった──

「映像が永遠に残るなら、いつか──わたしがいなくなったあとも、灰瀬が映像の中のわたしに言ってくれるかもしれない」

「……ＴＶテレビに独り言をいうおじさんみたいだな」

「一人でＴＶ観みてたら、たまにツッコミ入れたりするでしょ。特に灰瀬はツッコミ得意なんだから」

「白亜」

　僕は片手を挙げて、白亜の言葉を制する。

「もし僕がそのワードを言うなら、君の前で言うよ。もちろん、生きてる白亜の前で。こんな言い回しは白亜に失礼かな？」

「そういう気遣いはいらないよ。今さら灰瀬に礼節なんて求めないし」

「……そうですか」

　僕ってそこまで無礼千万だろうか？

「むしろ、灰瀬が……それでいいのかなって感じで」

「え？　僕が？」

「強い言葉を言ったら、思い出に残りやすいでしょ？　それっていいのかなあ。わたしに〝あんなこと言った〟みたいな記憶が消えなくなるかもよ」

「消えなくて困ることなんてないよ」

　白はく亜あがそう遠くない未来に──なんてことは、僕はまだ認めていない。

　だから、まるで君がいなくなってから君に言ったことを後悔する──みたいなことを言わないでほしい。

「灰はい瀬せ」

　白亜は、僕の手を握ってきた。

　僕らはこんななんでもない交差点で、なにをしてるんだろう。

　周りは不思議に思っているかもしれないが、足を止める人はいない。




「灰瀬、思い出が多くなりすぎたら──わたしが死んだあとで、灰瀬が余計に辛くなるよね？」




　僕はなにも応えられなかった。

　死ぬわけじゃないならなんでもできる。

　春の終わりの屋上でも、一歩踏み込めた僕が──言葉に詰まってしまった。

「わたしはね、灰瀬」

「待った、白亜」

「待たない」

　ぎゅううっ、と白亜は僕の手を痛いくらい握ってきた。

　爪が食い込むくらいに強く。

「ごめん、灰瀬。わたしの灰瀬」

「もう白亜の灰瀬でもいいけど……待ってくれ」

「だから待たないって言ってるよ。話を戻すけど……わたしはね、灰瀬に〝愛してる〟って言ってほしかった。でも、本音はちょっと違う」

「本音……？」

　爪が食い込んでる部分から血が流れてるんじゃないか。

　そう思ったけれど、白亜の目から視線を外せない。

「痛いんだよ、灰瀬」

「白亜が……痛いのか？」

「そう、わたしでも心が痛むんだよ。わたしってワガママ言いたい放題で、自分のペースでいつも好き勝手にしてるように見えるけど、人の子だからね。心くらい痛むんだよ」

「心が痛むようなことをしてるのか？　僕になにを？」

　白はく亜あは、すぅっと息を吸い込んで。

「愛してるって言ってくれたなら嬉うれしい。でも、言われなかったらもっと嬉しい」

「なんで……？」

「愛してるなんて強い言葉をいったら記憶に残る。でも、言えなかったら、もっと忘れられない。言えないままわたしがいなくなったら、きっと灰はい瀬せは後悔するでしょ？」

「そ、それは……」

　もちろん、もしそんなことになったら後悔するだろう。

　愛してるじゃなくても、言うべきことを言えなかったら──

　白亜がいなくなることを、僕は認めていないけれど。

「わたしの本音は──灰瀬、君の心に爪痕を残したい」

「爪痕……」

　今まさに、僕の手にそれが刻まれている。

　だが、白亜はそんなことは気づいてもいないようだ。

「爪痕が多ければ多いほど、深ければ深いほどわたしのことを覚えててくれるんじゃないかって。愛してるって言わせるくらい、ウザいくらいにわたしのことをアピールして、いろんなところ行って、いろんなことして。ウェディングドレス姿なんてよかったんじゃない？　あれ、なかなかの衝撃映像だったでしょ？　動画にも残ってるしね」

「僕もさすがに、あれを忘れられるほどの忘却力は持ち合わせてないな……」

「ただ、普通の中学生みたいに街でデートして、ファストフードでご飯を食べて、ソフトクリーム食べて、映画観みて、遊園地行って──みたいな付き合い方だけじゃ、たぶんダメだと思ったから」

「僕は……そういう付き合い方でも全然いいけど。忘れることだってない……と思う」

「ダメ」

　白亜は、小さく首を横に振った。

「女の子とのそんな付き合い方、灰瀬は誰とでもできるよ」

「誰とでもって……」

「緋ひ那なでも、真ま白しろでも、委員長でも、御み空そらでも。さっきの茶さ山やまさんもありえるかもね」

「な、なにを言ってるんだ？」

　さすがに驚いてしまって、僕は白亜の手を握り返す。

　僕が、緋那ちゃん、真白ちゃん、愛あい夏かさん、御空さんに……茶山と付き合うって？

　そんなのありえない。

「わたしだけのやり方で、爪痕を深く刻み込むのが本当の願い。普通は愛してるなんて言おうとも思わない。でも、わたしは灰瀬にそのワードを刻み込んだ。呪いみたいに」

「呪い……」

　言えるようになるまで白はく亜あのことを思うようになっても。

　たとえ思うようになって、言えなくても。

　どちらに転んでも、僕には一生忘れられない言葉になる。

　それは──呪いと言えるかもしれない。

「ヤバいよね、わたし。灰はい瀬せを振り回しておいて、呪っちゃうなんて。事故で生死の境を彷徨さまよってた灰瀬に舞い降りた天使だったのに。本当は悪魔だったとか？」

「……自分で天使とか言うな」

　こんなときでも口が減らない。

　僕もなかなかヤバいヤツだろうか。

「ねえ、灰瀬。すっごいワガママ言っていい？　今までも言ってきたけど、最大級に凄すごいヤツを」

「とりあえず、聞くだけなら……」

「慎重だね」

　そこでようやく、白亜は僕の手を強く握っていた手の力を緩めてくれた。

　食い込んでいた爪の痛みも薄れていく。

「わたしが死んだら、三年くらいは誰とも付き合わないでほしい」

「なにを言って……」

「もしも誰かと付き合うなら、わたしが知らない人にしてほしい。茶さ山やまさんは大丈夫だったのに、今日わたしと会ったことで灰瀬と付き合えなくなっちゃったね」

「だから、僕は誰か他の人と付き合うなんて──」

「わたしはそこまで楽観してないよ。わたしがいなくなったあと、灰瀬がずっとわたしのことだけ考えて人生を棒に振るなんて思ってない」

「……棒に振るつもりはないけど、他の女の子と付き合うことも考えてない」

　嘘うそでもごまかしでもなく、間違いなく本音だ。

　今の僕が、白亜と付き合ってるのか──婚約者と恋人は別物なのだから、なんとも言えない。

　だけど──

「僕は白亜以外の誰かを許嫁いいなずけにしたり、誰かと婚約するつもりはないよ」

「未来の話は、誰にもわからないよ。灰瀬自身にだって」

「そうだな、わからない。白亜の未来だってまだわからないだろ」

「わかってるよ、わたしの未来は──他の人よりわかってる。それが変えられない未来だってことも。灰瀬、前に戦えって言ったよね」

「ああ……」

「あきらめるつもりはないけど、無理だっていうのもわかってるんだよ。それが……現実なんだよ、灰はい瀬せ」

「…………っ」

　白はく亜あが、今度は僕の手を離して。

　かと思えば、ぎゅっと抱きついてきた。

　身長差があるので、僕が白亜の胸に顔を埋うずめるみたいな体勢になってしまう。

「前は屋上で、灰瀬にいきなり抱かれたっけ。あれ、びっくりしたなあ」

「その節は失礼を……」

「今度はわたしが、こうしたっていいよね？」

「あそこは他に誰もいない屋上だったけどな……」

　ここは、それなりに人通りがある交差点だ。

　さすがに、戸惑ったり不審な目を向けてきている人たちもいるだろう。

　でも、そんな人たちはどうでもいい──今の僕にとってはモブみたいなものだ。

　たとえ緋ひ那なちゃんや真ま白しろちゃん、愛あい夏かさんや御み空そらさん、茶さ山やまがいたってかまわない。

「ねえ、灰瀬……」

「もうこの際、全部言ったらどうだろう」

「じゃあ、言うよ。わたしは灰瀬の長い人生で──その長い道で、一瞬だけ横切っていく女の子でしかないんだよ。今のままなら、きっとそうなる」

　白亜は泣いているのかもしれない。

　僕は強く抱かれているせいで、顔の向きも変えられないから、彼女の顔がよく見えない。

　だから、白亜の顔を見ないままで言うべきことを言う。

　これを言っても、僕は死なない。

　白亜も死なない。

　そして、白亜を死なせないために踏み出すための一言になる。

「白亜、図ずう々ずうしいな」

「図々しい!?」

「あれだけ好き放題にやっておいて、たった一瞬の存在になれると思ってるのか？」

「そ、それは……」

　白亜は、そこでようやく僕を解放した。

　予想に反して──白亜の頬ほおに涙は流れていなかった。

　目が潤んでいて、唇をきゅっと結んでいるが、泣いてはいない。

「白亜、僕には白亜が背負ってるものを完全に理解することはできない」

「……だろうね」

「でも、白亜は──そんな重いものを背負っていても、笑ってくれる」

「笑って……って？」

「カラ元気とか演技とかじゃない。普通の日常も、普通じゃない日常だって楽しんで、君は笑ってる」

　白はく亜あと出会って──再会してから二ヶか月げつも経たっていない。

　それでも、いったいどれだけ白亜の弾はじけるような笑顔を見てきたことだろう。

「白亜が強いから笑えるんだと思う。ああ、僕が事故から目覚めたときも笑ってたな」

「まあ……意識不明の人の前で笑ってるのもどうかと思うけど」

「いいんだよ、僕は──白亜が笑ってくれたらそれだけで嬉うれしい」

　ああ、僕は恥ずかしいことを言いすぎてる。

　だけどもう止まれない。

　忘れられない笑顔を何度も何度も見てきた──白亜は見せてくれた。

　だから、僕は──

「白亜、君はもう一瞬どころか百年生きてたくらいの存在感を刻み込んじゃってるよ、僕の人生に」

「灰はい瀬せの人生で……わたし、もう百年も生きてるの？」

「僕ら、まだ中学生だぞ。あの京きよ都うとへの旅行の時点でもうありえない経験だよ。男女二人で旅行なんて高校生でも、なかなかできない」

　正確には御み空そらさんがいたが、あの人自身、自分を数に入れてほしくないだろう。

　冗談じゃなく、僕らは五月のＧＷゴールデンウイーク明けにあの屋上で再会して以来、濃密すぎる時間を過ごしてきた。

「僕がここで事故に遭って、目覚めてからならもう四年にもなるか──死にかけて、なんとか命拾いして目が覚めて最初に目にしたのが白亜だった。あの出会いだけでもインパクトは充分だったよ」

「わたし……なんか責められてる？」

「心配なんていらないって話だよ。僕が君を忘れることはないし──白亜、君が僕の人生に爪痕を刻み込んだことも気にする必要はない」

　僕は白亜の背中に腕を回して抱きしめる。

　身長差のせいで、やっぱり僕が抱かれてるみたいに見えるかもしれないが。




「白亜、僕は必ず君とキスする。もちろん生きてる白亜と」




「……結婚式まで生きてるかわからないのに？」

「生きてもらう。そのために──契約を結ぼう。許嫁いいなずけとか婚約とか、ふわっとしたものじゃなくて。愛してるなんて言葉でもない」

「じゃあ、なにを……」

「言葉じゃない、形になるもので」

「形にって……」

「白はく亜あが応えてくれるならだけど」

「それは……うん、もちろん。愛してるって言葉はなくてもいい。灰はい瀬せが見つけて、選んでくれた方法で──わたしとの未来を見せてくれるんだよね？」

「そうだよ、僕らには時間がある」

　未来とか愛してるとか、やっぱり真面目に口に出すのは気恥ずかしい。

　それでも、白しら河かわ白亜という女の子とキスするまでの道筋には、そんな言葉たちも必要になる。

　だから僕は形になるものを示そう。

　幸いなことに、灰瀬譲ゆずるは死ぬわけじゃなければ、なんでもできるヤツだから。

　こんな人がたくさんいるところで、女の子に抱きつけるんだし、もうなにも怖いものはない。

「…………」

　僕は白亜を抱きしめながら、空を見上げた。

　また、少し曇ってきている。

[image: ]

　ゴロゴロと雷も遠くから聞こえてくる。

　六月の終わり、まだ梅つ雨ゆは続くし、晴れた空はしばらく見られないかもしれない。

　これから来る夏には、激しい嵐もやってくるだろう。

　空には雷も鳴り響くだろう。

　それもいい、激しく響けばいい。

　僕と白はく亜あは駆け抜けていくのだから──稲妻のように。









エピローグ






　そろそろ六月が終わろうとしている。

「夏休みになったら、好きにどこにでも行けるね、灰はい瀬せ」

「普段から好きにどこにでも行ってるような……」

　夏休みになったら、白亜のタガが外れるのか？

　連れ回されるのはあきらめるとしても、行き先はせめて地球上であってほしい。

　最近は、一般人でも宇宙に行けちゃうらしいし……。

　そんな心配をしつつ、僕は箸を動かしている。

　昼休みの屋上。

　今日は白亜とベンチに並んで座り、二人で昼食中だ。

　もう白亜がこのフェンスを乗り越えるかもなんて疑惑を持つこともない。

　落ち着いて、白亜がつくったお弁当をいただける。

「ふーん……意外と腕を上げてるな、白亜」

「わたしは猛スピードだもん。スキルを上げるのも速いってわけよ」

「そんなもんかな」

　白はく亜あは、つい先日、千ち切ぎれオムライスをつくっていたとは思えないくらい料理の腕を上げている。

「ま、結婚が決まってるからね。花嫁修業を頑張らないと」

「花嫁修業か……もう死語じゃないか、それ？」

「使用人を雇うことが少なくなったからね。お嬢様も自分で料理くらいできないと」

「まだ見ぬ美み玖く里りさんが失業するなあ」

「美玖里は元々、有名なホテルのレストランで女性シェフをやってた人だよ。もしウチを辞めても、雇いたいお店は山ほどあるだろうね」

「えらい人を雇ってるんだなあ、白しら河かわ家」

　僕も一度、白河家でお食事してみたくなってきた。

「次は僕もお弁当つくってくるよ。そもそも、僕のほうが上う手まかったしね」

「オムライスの一件をほじくり返してきたな、こやつ」

　白亜は本気で悔しそうだ。

　まあ、今は白亜のほうが腕は上かもしれないな。

　とはいえ、僕は〝料理は女性に任せる〟みたいな価値観とは無縁なので、料理を白亜に任せっきりにするつもりはない。

「灰はい瀬せって、わたしが爪痕つけなくても、なんでも覚えてるんじゃない？　記憶力があるんだかないんだか」

「なんでもとはいかないけど、白亜とのことはできるだけ覚えておくよ」

「うっ……そ、そうして」

　照れているのか、白亜は真まっ赤かになっている。

「あ、一つ思い出した。この前の、結婚の件だけど」

「灰瀬、めっちゃさらっと言うじゃん」

「今さら僕らの間で畏かしこまること、あるのか？」

　普通のカップルなら、出会って（再会して）二ヶか月げつやそこらだったら初うい々ういしさもあるだろう。

　だけど僕らの場合、女の子のほうは猛スピードの白河白亜。

　これだけ関係を進めてしまったら、初々しさを保つことは不可能だ。

「白亜、これでどうだろう？」

「なにそれ？」

　僕は足元に置いていたリュックを持ち上げた。

　別にリュックを持ってくる必要はなかったが──今思い出したフリをして、実は大事な物を入れてきていたのだ。

　僕は何なに気げなく、リュックからクリアファイルを取り出す。

「なんかの書類？　えっ、これって……！」

　白はく亜あはクリアファイルから書類を取り出して、フリーズしている。

「こ、これ！　婚こん姻いん届とどけ!?　ハイセ、おまえいくらなんでも飛躍しすぎだ！」

「なんだ、ヨルハか。いきなり入れ替わるなよ」

　僕のほうも驚きつつも、白亜──じゃない、ヨルハに目を向ける。

「婚姻届ってＰＤＦをダウンロードして印刷するだけでいいんだな。中学生がお役所に取りに行ったら驚かれるだろうし、ちょうどよかった」

「驚いてるのはぼくだ！　こんなものを見せられたら、出てきたくもなる！　おまえはハクアの心臓を止める気か！」

「まさか、僕はその真逆を願ってる」

　一生のうちで心臓が脈打つ回数は決まっているという。

　心拍数が多い動物ほど寿命が短い、みたいな話を聞いたこともある。

　白亜を驚かせて、ドキドキさせるのはよくないのだろうか？

「婚約指輪でもくれるかと思ったら……おまえはハクアに負けないくらいキャラが濃いぞ。自分でわかってないようだから、ぼくが言ってやるがな」

「それはどうも。でも、僕は白亜のリアクションを見たいんだよな」

「わかってる。おまえ、あまり意表をつくなよ。ぼくだって出てきたくて出てきてるわけじゃないんだ」

　そう言うと──ヨルハは引っ込んだようで、白亜が目をぱちくりさせる。

　白亜は婚姻届を穴があくほど凝視して──

「灰はい瀬せの名前だけじゃなくて、〝証人〟のところに理り代よ子こさんの名前もあるね……」

「証人は二人必要で、基本的に大人なら誰でもいいらしいけど、親に頼む人が多いみたいだ。もう一人は、白亜の両親のどちらかに頼んでもらえるかな」

「パパとママ、こんなもの見せたらひっくり返らないかな……」

「たぶん、御み空そらさんでも問題ないけどな」

　あの人は白亜のご両親以上に驚くかもしれない。

　場合によっては、僕の胸ぐらを掴つかんで「どういうつもりだ！」と素になって敬語を捨てて僕を問い詰めてくる可能性もある。

「これ、白亜に渡しておくよ。もしその気になったら、自分の名前を書いてくれ」

「……ペン、持ってる？」

「…………」

　僕は黙って頷うなずき、リュックからボールペンを取り出し、ついでにリュックに入っていたノートを一冊渡す。

　なにか下敷きがないと記入しづらいだろうから。

「白しら河かわ白はく亜あ……住所と本籍、両親の名前も書くんだね」

「うん」

　白亜はさらさらと──意外なほどの達筆で名前を書いていく。

　この学校の生徒、文字が綺き麗れいな人が多い。

　手書きが減っている時代だが、お嬢様やお坊ちゃまは書道の経験者が多いらしい。

「書けた。じゃあ、これはわたしが預かっておくね」

「ああ、よろしく」

　どちらが持っていてもいいが、証人欄も必要だし、僕には大人の知り合いが少ない。

　どのみち、あと四年くらいは出すこともできない書類だ。

　僕ら十四歳の中学二年生には、まだ結婚は遠い。

　白亜が言ったように、現実というものはどうしようもなく存在しているのだ。

「──って、なにしてるんだ？」

　白亜はノートのほうを開いて、さらさらとなにか書いている。

「ただの落書きだよ。ノートを見ると、なんか書きたくなるよね」

「これ、授業で使うノートなんだよ。僕は手書きで覚える派なんだからな」

　授業はタブレットを使うことが多いが、僕は記憶することは必ず紙に手書きで文字を書くことにしている。

　残念ながら達筆にはほど遠い悪筆だけれど。

「まったく……あれ、白亜、どこ行くんだ？」

「わたし、先に教室に戻ってるね」

「なんでだよ」

　普通に一緒に帰ったっていいだろうに。

　僕らが婚約者同士であることは、全校生徒の知るところで、今さら「恥ずかしい……」なんてことはないはずだ。

　白亜は短いスカートを揺らして屋上から校舎内へ──と思ったら立ち止まった。

「ね、灰はい瀬せ」

「ん？」

「ぴーす」

「…………」

　僕はスマホを取り出し、屋上の出入り口前で、笑顔でピースしている白亜を撮る。

　なんの意味があるのか知らないが、白亜は今の自分を〝記録〟したいらしい。

　その程度のことは、僕も察することができるようになってる。

　白亜は満足したらしく、今度こそ校舎内へ戻っていった。

「あ、そうだ。落書きってなにを──」

　僕はノートをぱらぱらとめくり、途中のページで手を止めた。

　ノートの真っ白なページに──




　あいしてる




　ただ五つのひらがな。

　やっぱり達筆でバランスがよく、線の強弱やトメハネ払いもしっかりしてる。

　僕は、じっとその五文字を眺めてから──

　白はく亜あのその文字の下に、五つの文字を書き加えた。

　あいしてる、じゃない。

　それはまだ恥ずかしいし、心から言えないから。

　だから、今の僕に言える精一杯の言葉を。

　そして、白しら河かわ白亜に心から言いたい言葉を。

　これまでも、この屋上でも、笑顔を見せてくれた君に──




　ありがとう








あとがき




　どうもこんにちは。鏡かがみ遊ゆうです。

　１巻発売からあまり間をあけずに次巻を発売できて、ほっとしています。

　まあ刊行間隔が短くて、スケジュール的には死にそうでしたが、なんとかなりました。

　ＭＦ文庫Ｊの歴代の担当さんはそれぞれ違った個性をお持ちですが、僕がスケジュール延ばして～と泣き言をいった場合、皆さん揃そろって「大丈夫、いけますよ！」でスルーするんですよ。実際、毎回なんとかクリアできてるので、ある意味では読みが深いのかも。

　いや、泣き言をいわないで済むようにさっさと書けって話ですね。




　そんな話はともかく、『稲妻』２巻です。

　ラノベのタイトルで『稲妻』ってワードは珍しくてかぶることも少なそうなので、勝手に略称に使ってますが、それも置いといて。

　この『稲妻』、１巻２巻と読んでいただいた読者さんはもうご承知でしょうけど、風変わりなラブコメです。特に鏡遊が書いた作品としては異質かもしれません。

　実は不安もありましたが、僕が観察した限りでは好評で、「え？　鏡遊の作品なの？　いつもぶっ飛んだ作品書いてるのに？」みたいな前置きはありつつも楽しんでいただけているようです。ありがたいことですね。

　そもそもラブコメなのか？　と我ながら怪しんでますが、灰はい瀬せと白はく亜あの息が合った掛け合いは自分でも楽しんでます。二人の掛け合いなら永遠に続けられるレベルですね。




　もちろん、ご覧のとおり笑えるだけの作品ではないのですが……。

　それでも灰瀬と白亜、二人の人生には常に希望があるように描かれています。

　まだ中学生の彼らには恋をしてほしいし、笑顔でいてほしい。

　やっぱりラブコメですね。恋愛もお笑いもあるんだから、間違いないです。




　藤ふじ真ま拓たく哉や先生、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます！　特にカバーの雨の中で笑う白亜、最高です！　特殊な衣装やシチュエーションも多い作品で、かなり大変かと思いますが……イラスト楽しませていただいています！

　担当さん、この本の制作・販売に関わってくださった皆様、ありがとうございます！

　そしてなにより、読者のみなさまに最大限の感謝を！

　それでは、またお会いできたら嬉うれしいです。


２０２３年初夏　鏡遊







電子書籍特典　書き下ろし短編

『白河白亜は親友が大好き』





「緋那、遅くなったけど京都のお土産だよ」

「いつから京都、シウマイ弁当が名物になったのよ。横浜の名物でしょ」

　お昼休み、屋上。

　一緒にいるのは親友の紅坂緋那。

　黒髪で、あざといツーサイドアップにしてる可愛い子だ。

　その緋那は、わたしがお弁当を差し出すと呆れた顔をする。

　シウマイ弁当はウチの地元では特に有名で、日本で一番数が出ているとも言われてる。

「だってわたし、入院してたんだもん！　京都のお菓子、灰瀬に食べ尽くされちゃったんだよ！　あいつ、わたしに差し入れしてくれたらいいのに！」

「入院患者にお菓子を差し入れする馬鹿がどこにいるのよ……」

「馬鹿でもいい、わたしにスイーツをこっそり横流ししてくれたら！」

　まあ、灰瀬──ウチの許嫁くんはノンデリに見えて気を遣うからそんなことしないけど。

「まったく……今日はハクがお昼を用意するっていうから、なにかと思えば」

「シウマイ弁当、美味しいからいいじゃん。わたしも食べよーっと」

　お弁当は、二人分買ってきた。付き人の御空が。

　わたしも好物なので、実は楽しみだった。

「いただきまーす。うーん、いきなりシウマイをいただく快感！　美味いね」

「ウチもシウマイ出そうかしら……いえ、コラボ企画のほうが新規開発のリスクも回避できるし……」

「緋那ってば、がめついね」

「商売熱心って言って！　外食産業も競争厳しいんだから！」

　緋那の実家の紅坂家は主に飲食業を経営していて、ファミレスチェーンのベネティアが有名だ。

　わたしもベネティアでは美味しいスイーツをよくいただいてる。

「でも、ハク。美味しいけど、こういうの食べて大丈夫なの？」

「うん、食事制限はゆるいし、自重もしてるから。御空もＯＫしてくれたからね」

「ソラさんの許可が出てるなら間違いないか。あ、タケノコの煮物。これ好きなのよね」

「じゃあ、わたしの分けてあげる。緋那、あーん」

「あ、あーんって」

　わたしがタケノコの煮物をお箸で掴んで差し出すと、緋那が真っ赤になる。

　女子同士なんだから、照れなくていいのに。

「いいから、どうぞ」

「あ、あーん……うん、美味しい」

　甘辛いタケノコの煮物は、緋那の好物だ。

　わたしも好きなんだけど、親友のためなら惜しくない。

「緋那、じゃあアンズちょうだいね」

「……ハク、ちゃっかりしてるよね」

　文句を言いつつも、緋那はアンズをわたしのお弁当に置いてくれる。

　このアンズ、好きなんだよね。

　アンズはデザートとして食べる派なんだけど、緋那がくれることによって途中で一回、口直しにも使えるという素晴らしさ。

「それでさあ、ハク……」

「ん？」

「灰瀬くんと二人で京都、行ってきたのよね。ど、どうだった？」

「えっちなことはしてないなあ」

「そこまでストレートに訊いてないでしょ！　えっと……本当にしなかったの？」

「同じ部屋で寝たけどね」

「なぁっ!?」

　わかりやすく動揺してるなあ、緋那。

「そ、それはダメでしょ！　わ、私が見てないところでなにしてんの!?」

「緋那が見てるところで灰瀬と一緒に寝るほうがヤバくない？」

　灰瀬は知らないけど、わたしはそんなハイレベルな変態じゃない。

「そ、それはそうだけど……って、もうちょっと節度！　中学生らしい節度を持ちなさい！」

「えぇ～、御空だってそんなこと言わないのに」

「だから私が言ってんでしょ！」

「はぁ～い、ママ」

　若干、緋那はわたしのお母さん的なところがある。

　ママはもちろん御空もそうだし、保護者多い、わたし。

「灰瀬くんと仲良くなったのはいいけど、ハクは女子なんだからね。気をつけないと」

「大丈夫だって。灰瀬もいいヤツだけど、緋那のこともちゃんと好きだから」

　ヨシヨシ、と緋那の頭を撫でてあげる。

　わたしのほうが身長は二〇センチ近く高いので、並んで歩いてても同級生には見えない。

　でも、わたしにとっては同い年の大事な親友だ。

「す、好きって……そんなこと言っても、シウマイ一つ分けてあげるくらいだから！」「貴重なシウマイまでくれるなんて。よっぽどわたしのこと、大好きじゃん」

「い、いいから、もらっておきなさい！」

「ありがと、緋那。わたしも大好きだよ」

　うん、やっぱり中二女子としては恋愛もしたいけど。

　今はまだ、緋那とこうしてワイワイやっていたいな。
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